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　黒くろ噤つぐみ学がく園えんへの登校途中、背後に浮かぶテパが妙なことを言いはじめた。

「なんか、さっきからわらびがついてきてるんだけど」

　宵よい原はら蓮れんは眉まゆを寄せ、テパを振り返る。

　タマゴの殻を模した王冠を、美しい金きん色いろの髪に載せて、紫の瞳ひとみを好奇心旺おう盛せいな猫のように輝かがやかせている。瞳どう孔こうはなく、眼がん球きゆうそのものが深い紫に染まっていた。

　実を言えば、彼女は人間ではない。

　人が寝るときに見る夢を食べ、その夢を『現実化』してしまうという迷惑きわまりない夢の神──『禍まが姫ひめ』と呼ばれる存在である。

「ほら、あそこ」

　宙に浮かぶタマゴに腰かけたまま、テパは足の親指で指し示した。蓮ハスの刺し繡しゆうが施された漆しつ黒こくのドレスの裾すそがざっくり割れて、まぶしいばかりの白い太ももが露あらわになる。

　テパが指し示した先には、しかし、黒々とした雑木林が広がっているだけだ。

　蓮の隣となりに立っている黒髪の少女が、ぽつりと言う。

「……誰だれもいませんね」

「あれーっ？　さっきまでいたはずなのに。おかしいなあ」

　蓮とテパは長い付き合いだ。足かけ六年にもなるだろう、その付き合いの中で学んでいることがひとつだけあった。

　すなわち──テパの言うことを真ま面じ目めに受け止めてはいけない。

「はいはい、すごいすごい」

　ぞんざいに手を振って歩き出した蓮に、テパは両手でタマゴの殻を叩たたき、

「ちょっ!?　なにそれ!?　ほんとだよ、ほんとにいたんだってば！」

「そうだな、いたんだな、よかったな」

「なにその言い方、ムカつく！　テパのこと、お噓うそつきさんだと思ってるでしょ!?」

「別に思ってないぞー僕はおまえのことをこころからしんじているからな」

「きいいいいいっ！　超棒読みっ！」

　珍しく、テパはムキになって突っかかってきた。ぶんぶんと両手を振り回して、蓮の顔を引ひっ搔かこうとし、蓮は片手でテパの頭を押さえてそれを制する。そうしながら、蓮はポケットからアメ玉を取り出して、

「テパ、僕は今おまえの戯言たわごとに付き合ってやれるような気分にはなれないんだ。ほれ、これをやるから、黙だまれ」

「どっ、どこまでテパのことをおばかさんにすれば気が済むの！　いかにパパとはいえ、このような辱はずかしめを受けた以上、死を以もつて……むぐ……ううん、甘い……」

　喋しやべっている途中の口にアメ玉をねじ込むと、テパはうっとりして、黙り込んだ。アメ玉一個で幸せになれるとはコスパの高い奴やつだ、と蓮は感心する。

「そういえば」

　と、蓮れんの隣となりを歩く黒髪の少女が、さりげなく話題を変えた。

「定期考査まで、あと一週間ですよね」

「……なるべく考えないようにしていたことを、あっさりと……」

　蓮は苦い顔をするが、黒髪の少女は尊敬にきらきらと輝かがやく眼まな差ざしを蓮に向けながら、

「あの、もしよろしければ、蓮くんがいつも定期考査のためにどのような勉強法をしているのか、後学のために教えていただけないでしょうか？」

　その瞳ひとみから、蓮は目をそらした。

　蓮の隣を歩くこの少女は、黒くろ噤つぐみゆずりという。

　この陽ひの守かみという土地を統すべる名家・黒噤家のご令れい嬢じようにして、蓮たちが所属する黒噤学園の生徒会副会長・風紀委員長・女子空手部主将を務め、さらに『終身第一生徒』というナポレオンもびっくりな肩書きまで持っている。端たん麗れいな美び貌ぼうは息を吞のむほどで、学力でも運動でも一度もトップの座を譲ゆずったことがない。

　そんなゆずりは、過去のある理由から、平凡な男子高校生である宵よい原はら蓮のことを尊敬しきっているのだった。

　尊敬というか、崇すう拝はいと表現したほうが正しいかもしれない。盲目の狂信者のように、ゆずりは一方通行の憧あこがれを常に蓮に向けてくるのだった。そのやり方は徹てつ底ていしきっていて、胸を張って『宵原蓮の奴ど隷れい』を自称するほどだ。

　重い。

　あと、めんどくさい。

「……別に、これという勉強法はないけど。ノートをざっとさらうくらいかな」

　ゆずりは驚おどろいたように目を瞠みはり、

「なるほど。蓮くんほどのお人なら、普ふ段だんと同じ勉強をしているだけで、定期考査くらいは難なんなくこなせる、というわけですね。さすが蓮くんです」

「……いや……そういうわけでも……」

「今まで私は学年トップを維持して来ましたけれど、その記き録ろくも今回で終わることになりそうですね」

「…………」

「でも、仕方ありません。蓮くんを相手に、学力で勝てるなんて思えるほど、私は自うぬ惚ぼれた人間ではないつもりですよ」

「もう、勘弁してもらえませんかね……」

　はっきり言って、宵原蓮の成せい績せきは、悪い。

　もともと勉強は苦手である。数学だけはなぜか得意で、平均よりもかなり上をマークするのだが、それ以外の教科は揃そろいも揃ってメタメタなのだ。特に暗記系の日本史・世界史は壊かい滅めつ的てきで、何回赤点を取ったかわからないくらいだ。

　蓮れんはその厳げん然ぜんとした事実を何度もゆずりに突き付けたのだが、そうするたびに、彼女はくすくすと笑いながら、

「またまた、ご冗じよう談だんを」

　わざとやってんじゃねえだろうなこいつ。

「ふうむ。おテストさんか」

　と、そんなことをつぶやきながら、蓮の頭にお尻しりを載せる少女がいた。

　もちろん、テパである。

「ひょっとしてのもしかしてだけれど──テパもテストを受ければ、そこそこいいところまで行くんじゃない？　だってほら、いつもパパと一いつ緒しよにいるもんね？　パパの後ろで、お授業さんをきちんと見ているもんね？」

「……授業見てるだけで良い点取れたら、誰だれも苦労しねえんだよ……！」

「わっかんないよー。もしかしたらパパより良い点取っちゃうかもしれないじゃん──お！　いいね、それ！　テパにさえ負けたときのパパの絶望を思うと、がぜんやる気が出てきちゃうよ！　やってみようかな！」

　自分のアイデアに自分で感動して、テパはガッツポーズを作る。蓮はもはやなにも言う気になれず──一方でゆずりはといえば、どこか遠くを見るような表情でそんなテパを見つめ、ぼそぼそと、

「……そうか……テパさんを……すれば……、うん……！」

　なにかを思いついたように、ゆずりはグッと拳こぶしを握にぎり締しめ、それから勢い込んで、

「あの、蓮くん！　勉強会を、しませんか！」

　蓮とテパは、そろって目をぱちくりさせる。

「勉強会？」

「そうです！　もちろん蓮くんには、そんなものは必要ないのでしょうけれど──でも、テパさんはテストを受けてみたいのでしょう？　だったら、一度、勉強会というものをしてみませんか？　模も擬ぎテスト形式を試してみるのも、悪くないと思うのですけど」

　ゆずりの言葉に、蓮は考え込んだ。

　テパに勉強を受けさせるというのは気に入らないが──しかし、勉強会自体は、蓮にとっても望ましいことだった。学園の終身第一生徒たるゆずりに勉強を見てもらえば、少なくとも赤点の心配はしなくても済むだろう。

「……うん、いいな、それ」

　だから、蓮はそう答えた。

「ほ、本当ですか？」

　ぱっと、ゆずりの表情が明るく輝かがやいた。その変化に、蓮は思わずどぎまぎしてしまう。熱あつくなっていく頰ほおを指先で搔かきながら、ぽつぽつと、

「ていうか、僕のほうからお願ねがいしたいくらいだ。何度も言うけど、僕の成せい績せきは良くないんだから、ゆずりから教えてもらえば少しはマシになるだろうし」

　ゆずりは首をかしげたが、すぐに得とく心しんがいったように頷うなずき、

「……なるほど。さすが蓮れんくんです。黒くろ噤つぐみ学がく園えんでは初めての定期考査ですから、私から傾向と対策を吸収して、万全を期そうというつもりなのですね？」

「……うん、まあ、もうそれでいいや」

「よーし！　それじゃあ、パパの点数を追い抜くことを目標にしちゃうぞ！」

「ふふ、良いですね、テパさん。目標は高ければ高いほどやり甲が斐いがありますから」

　テパは気ままに吼ほえ、ゆずりはそんなテパを見上げてくすくす笑う。その光景に、蓮はため息を漏らしながら苦笑して、

「それって、ボクも参加していいのかな？」

　後ろからの声に、蓮は思わず振り向いた。

「ああ、スミレ。おはよう」

「や、おはよう。黒噤さんに、テパさんに──、蓮」

　どこかイタズラっぽい笑えみを浮かべながら、黛まゆずみスミレは軽く片手を上げた。

　ショートカットの黒髪に鳶とび色いろの瞳ひとみ、黒いジャージに包まれた肢体には、余分な贅ぜい肉にくなどひとひらもついていない。そのおかげで、胸のラインも少年と見間違えてしまいそうな状態になっているのだが、それはさておき。

　黛スミレは、宵よい原はら蓮や黒噤ゆずりと同じ、『ベッドルーム』のメンバーだ。

　スミレはすたすたと歩いて、蓮の左に並んだ。

「で？　どうなんだい、蓮？　ボクも勉強会に参加していいのかな？」

　蓮はほとんどなにも考えずに、頷く。

「ああ、もちろん」

「そうか、それはよかった。──黒噤さんは、どうかな？」

　スミレは蓮の肩越しに、反対側にいるゆずりに声をかけた。

　そのゆずりはといえば、

「──────────」

　ぴしりと凍りついて、スミレのことを見つめていた。

　想定外の事態が、自分の思惑をまるごと吹き飛ばしてしまったような、そんな表情。

　ゆずりはしばらく停止していたが、やがてぼそぼそとした声で、

「……それは、私が決めることではありません。蓮さまが良いと仰おつしやったことに、口を挟める立場にはありませんから。ええ。そうですから」

　表面上は冷淡に、その裏側に恐ろしいほどの怒りを隠して、そうつぶやいた。

　蓮れんはわけもなく背筋を正し、ゆずりの顔を覗のぞき込む。

「く、黒噤さん？　なにか、機き嫌げんを損ねていらっしゃる……？」

　びきり、とゆずりのこめかみに怒りマークが浮かんだ。

「……蓮さまがなぜそうお思いになるのか、理解いたしかねます。私めは蓮さまの奴ど隷れい。蓮さまになにがしかの感情を抱くことなど、畏おそれ多くてできません」

　仮面のような無表情に、蓮はなにも言えなくなってしまう。

　二人ふたりきりのときは『ゆずり、蓮くん』と呼び合い、他ほかの誰だれかがいるときは『黒くろ噤つぐみさん、蓮さま』と呼び合う──というのは、一ヶ月前に取り決めていたことだ。そのとおりのことをしただけなのだが、なぜかそれがゆずりの逆げき鱗りんに触れてしまったらしい。

　先ほどまでの和なごやかな雰囲気は吹き飛び、代わりにどうしようもない、重苦しい沈ちん黙もくが蓮とゆずりのあいだに浮かび上がる。

　その一方で、彼らの横を歩くスミレとテパは、

「いやあ、楽しみだなあ、『ベッドルーム』で勉強会か。あ、ボク、お菓子とか持っていっちゃおうかなー」

「お、いいねいいね！　テパにもちょーだいね！」

　沈み込む蓮たちとは対照的に、和気あいあいとお喋しやべりに興きようじていた。




　　　　◆




　ところで、宵よい原はら蓮には妹がいる。

　その名前を宵原わらびという。蓮とは二つ違いの中学三年生、日焼けした肌とポニーテールという活発的な少女で、身につける下着には強いこだわりがある。本日のチョイスは月げつ齢れい下した着ぎコレクションの『ハーフムーン』で、半月のマークがプリントされたパンツを惜しげもなく晒さらしながら、雑木林の中で息をひそめていた。

　テパは正しかった。

　兄たちの一行が、わいわいとなにかを喋りながら遠ざかっていく姿を、わらびはその猫のような目で、じっと見つめていた。

「……ふう。どうやらバレずに済んだようだね」

　つぶやいて、わらびは立ち上がる。額ひたいの汗を手で拭ぬぐうと、土が顔についてしまって逆に汚れたが、わらびはそんなことは気にもせずに雑木林から出た。

「『あの人』の尻尾しつぽを摑つかむまでは──あたしの存在を知られるわけにはいかないかんね！」

　グッと拳こぶしを握にぎり締しめて、わらびは遠くを見み遣やる。

　そこには、遠ざかっていく兄と、その友人らしきショートカットの少女と──

　そして、黒くろ噤つぐみゆずりの姿が目に入った。

『あの人』である。

　わらびの瞳ひとみは、あきらかな敵意を燃もやして、ゆずりの後ろ姿をにらみつけていた。

　黒噤ゆずりは、ここのところ毎朝のように宵よい原はら家けを訪れている。

　父の証言ではゆずりが蓮れんに「お迎えにあがりました」と恭うやうやしく辞じ儀ぎをしていたといい、母の証言ではゆずりが蓮を見つめる眼まな差ざしにはあきらかな思慕が混じっていたという。この現象に対する宵原家の見解としては、「ついに長男に恋人ができた」というものであり、父はなんだか複雑そう、母はとにかく嬉うれしそうにしているのだった。

　しかし、わらびは違う。

　わらびは、はっきりと断言できる。

　あんな人が、蓮にいの恋人なわけがない！

「またそんなこと言っちゃって。大好きなお兄にいちゃんを取られそうだからやきもち焼いてるんでしょ？　相変わらず子供ねー」

　と、口さがない母などは、わらびの反応をそんなふうに笑い飛ばした。

　わらびは顔を真まっ赤かにして「ちがうもん！」と叫んだが、なにが違うのかを説明することは結局できなかった。わらびは自らの思考を言語化する能力に乏とぼしく、というかはっきり言えばバカなのだった。

　それをあえて言語化するとしたら、次のようになる。

　わらびの兄である宵原蓮は、一見するとただのボンクラのようでいて、その実ただのボンクラである。わらびの頭をぽんぽん殴るし、約束を破ることなんて当たり前、わらびを騙だましたことなど百回を軽く超えるだろう。

　そんな蓮に、あんな綺き麗れいな彼女が、できるはずがない。

　つまりゆずりは蓮の恋人ではない。

　では、なぜ恋人ではないはずのゆずりが、毎朝のように蓮を迎えに来るのか。

　わらびの見立てでは──蓮はゆずりに、なにかしらの脅迫をされているのだ。

　ああして一いつ緒しよに登校するのは、蓮のことを監かん視しするためなのだ。その証拠に、ここのところ蓮には不ふ審しんな行動が目立つ。空中に向かってお喋しやべりしたり、なにもないところでひとりで暴あばれたり。今までもそういう素振りを見せることはあったが、最近は特に目に余るようになった。あれはきっと、黒噤ゆずりの監視の目を気にしての行動なのだ。

　大切な家族が、脅迫の憂うき目めに遭っている。

　そのことを思うだけで、わらびは居ても立ってもいられなくなってしまう。学校に行くどころの騒さわぎではない。なんとしてでも──たとえ蓮とゆずりを尾行してでも、彼らの秘密を突き止め、黒噤ゆずりの魔ま手しゆから蓮を助け出さなくてはならないのだ！

「待っててね、蓮にい。あたしが、必ず助けてあげるから！」

　決意するようにポニーテールをくくりなおして、わらびは身を低くしながら、スニーキングミッションを再開した。
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　黒くろ噤つぐみ学がく園えんは名目上は学校法人だが、実際は黒噤合ね歓むを頂点にいただく独裁国家である。

　この黒噤合歓という少女、弱冠十七歳にして、陽ひの守かみ地ち方ほうを実質的に統すべる黒噤家の当主を務めている。その権勢は留とどまるところを知らず、理事長の肩書きの名の下に、自らの単位や出席日数を思いのままに操あやつっている。彼女と敵対した生徒や教師はもれなく学校からいなくなってしまうというミステリーが起こるため、逆らうものはひとりとしていなかった。

　そして合歓は、旧校舎の地下にある秘密施設・『ベッドルーム』の主催者でもある。

　陽守地方に古来より伝わる怪異──『禍まが卵たまご』と『禍まが姫ひめ』。

『禍卵』は宿やど主ぬしの悪夢を喰くらい、十分に悪夢を喰らい尽くしたタマゴからは、悪夢の姫君である『禍姫』が生まれる。『ベッドルーム』の目的はそれを未然に防ぐことにあり、そのために必要な設備──悪夢のない安らかな眠りを提供するための設備は、黒噤家のありあまる財力を使って取りそろえられていた。

　それほどに、『禍卵』は──そして、その進化形である『禍姫』は、危険なのだ。

　それゆえ、黒噤学園には地方高校としてはありえないほど厳げん重じゆうなセキュリティが張り巡らされている。『黒くろ噤つぐみ青せい年ねん会かい』と呼ばれる黒噤家お抱えの警けい備び集団が随所に詰め、鉄製の校門は高さ４メートル、学内敷しき地ち全体は校門と同じ高さのフェンスでぐるりと取り囲まれていて、ご丁てい寧ねいに30メートルごとに監かん視しカメラが設置されていたりする。

　どこの軍事基地だ。

　生徒の誰だれもがそう思っていたが、その考えを口に出すことはほとんどなかった。なにしろあの黒噤合歓の意向なのだし、彼女の手足である『青年会』の連中があちこちで目を光らせている。別に生徒たちの自由を侵害するものでもなし、ヘンな人が入ってこないのならばそれに越したことはない。

　そして現在。

　その『ヘンな人』であるところの宵よい原はらわらびは、途方に暮れていた。

「……………………」

　ぽかんと口を開けて、自分の身長の三倍ほどもある校門を見上げている。校門の向こうの詰め所にいる警備員が、そんなわらびを胡う散さん臭くさそうに眺めていた。

「……うーむ」

　腕を組んで、わらびは考える。実際には考えるまでもなく、こんな高さの障害を前にすれば、諦あきらめるか別の場所から入ろうとするか警備員に開けてもらうかのどれかしかないのだが、わらびはその選択肢のいずれも選ばなかった。

　なにしろわらびは考えることが苦手だった。

　だから彼女は、あっさりと頷うなずくと、

「よし。登ろう！」

　校門のふちに足をかけて、そのままよじ登りはじめた。

「ちょ、お、お嬢じようちゃん!?　なにしてんの!?」

　さすがに詰め所にいた警けい備び員いんが、泡を食って飛び出してくる。しかしわらびは聞く耳を持たない。警備員も、内側にいるために手が出せないようだった。こんな有ゆう刺し鉄てつ線せんつきのフェンスを突破しようなどという人間は、本物の工作員か本物のバカしかいない。わらびがどちらかはさておくとして、たかが警備員ごときに本物をどうにかできるはずがないのだ。

　なにしろわらびは本当に「登っていけばなんとかなるんじゃない？」と考えているのだ。どちらかはさておくとして、まごうことなき本物である。

　そして、本当になんとかなった。

「やめなさい。年とし頃ごろのお嬢さんが、はしたない」

　ひょい、と襟えり首くびを摑つかみ上げられて、わらびは驚おどろきに目を見開いた。後ろを振り返る。

　そこには、ひとりの老人が立っていた。
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「おじいちゃん、だれ？」

「……そのように呼ばないでいただきたい。私は、まだ七十前ですよ」

　執事服を着た老人は、苦々しげな表情でそう答えた。

　樫かしの木みたいな人だ、というのが、わらびの第一印象だった。

　ロマンスグレーの髪を後ろで束たばね、同色の顎あご鬚ひげをきちんと整ととのえている。わらびを持ち上げる腕は、瘦やせていながらたくましく、とても老人のものとは思われない。七十前と言っていたが、五十前でも通用するだろう。折り目正しい執事服に包まれた肉体も同様に、よく鍛きたえ上げられている。古びてはいるが枯れてはいない──という印象だった。

　彼はわらびを地面に下ろすと、自らも膝ひざを突いて視し線せんを合わせ、優やさしく尋たずねた。

「学内に入りたいのですか、お嬢じようさん？」

「うん、そうだよ、おじいちゃん」

「……ですから……いえ、先に名乗らなかった私の不手際ですね。失礼しました。私は、玄げん城じよう棕しゆ櫚ろと申します。どうぞお見知りおきを」

　見も知らない子供に対して、玄城は恭うやうやしく腰を折り曲げた。

　今までに接したことのないフォーマルな態度に、わらびはどぎまぎとしてしまい、自らもほとんど直角におじぎをする。

「は、はじめまして、その、えと、あたし、宵よい原はらわらびと、申します！」

「はい。はじめまして」

　慌てるわらびを落ち着かせるように、玄城は穏おだやかに笑った。

「ぶ、部長。助かりました、この子、いきなり登りはじめて……」

　校門の向こうの警けい備び員いんが、ほっと胸を撫なで下ろしている。玄城は苦笑して、

「まあ、予想外の事態ですね。開門をお願ねがいします」

　敬礼をして、警備員は詰め所に戻る。

　しばらくすると、難なん攻こう不ふ落らくに思われた校門が、ゆっくり左右に開きはじめた。

「おおおっ……！」

　モーセの開海を目にしたイスラエル人のように、わらびは感動に身を震ふるわせた。これほどの障害を、声ひとつで容易たやすく開けてしまうとは、もしかしてこのおじいさんは魔ま法ほう使つかいなのではあるまいか。

　と、玄城はわらびに視線を戻して、慇いん懃ぎんに尋ねてきた。

「失礼ですが、わらびさん、あなたのご用件も学内にあるとお見受けました。いかがでしょう、よろしければ、私が黒くろ噤つぐみ学がく園えんをご案内いたしましょうか？」

「えっ！　ほ、本当ですか？」

「ええ」

　玄城は優しく微笑ほほえんで、頷うなずく。その優しさにわらびは打ち震えた。これほどまでに親切にしてもらったことは家族にさえない──というか基本的にわらびの家族は困っているわらびを見て指を差して笑うような奴やつらばかりなので（主に兄）、余計にその親切さが身に染みた。

　ぴょこんと頭を下げて、わらびは声を張り上げる。

「よろしくお願いします！　あの、あたし、お兄にいちゃんを捜してて、それで──」

「宵原蓮れんさまですね。存じております」

　わらびは再び感嘆する。教えてもいないのに兄の名前を知っているとは、さすがは執事さんだ──そういえば、あらゆるマンガの中で執事さんとは万能の象徴であるのだった──自分は決して兄の名前を告げていないはずなのに、なにもかもを知り尽くしている。

「では、参りましょうか、わらびさん」

「はい！　ついていきます、玄げん城じようさん！」

　気合い一発、「おー！」と片手を振り上げて、わらびは玄城と一いつ緒しよに歩き出そうとして、

　ぴりりりり、と携帯が鳴った。

　玄城が立ち止まり、わらびを振り返る。わらびは片手を振り上げた体勢のまま、ぴたっと凍りついていた。

　恐る恐る携帯を取り出して、液晶に浮かんだ発信者の名前を確たしかめる。

　母からだった。

　即座に電源を切った。

　いそいそと携帯をしまい込み、満面の笑えみで玄城を見返し、

「さあ！　行きましょう！」

「……よろしいのですか？」

「いいんです！　さあ、早く案内してください！　手遅れになる前に！」

　血相を変えて叫んだわらびに、玄城はそれ以上なにも言わずに、再び進みはじめた。

　歩きながら、わらびはしきりに後ろを気にしていた。背後に母の姿がないかを確かめるためだ。学校を無断でサボった娘に対する母のお仕置きは、苛か烈れつの一言である。思い出すだけで鳥肌が立つから、わらびはなるべく思い出さないようにしている。

　そして、三回目に振り返ったとき、

「──ぃっ！」

　わらびは思わず、そんな叫び声をあげてしまった。

　校門に連なるフェンスを摑つかみながら、ひとりの中年女性が、こちらにじっとりとした視し線せんを送っていたからだ。

　恐怖のあまり、わらびはへなへなとその場に座り込んでしまう。

「どうかなさいましたか？　気分でも──」

　わらびの異常に気づいた玄城が、彼女の傍そばにしゃがみこんでそう尋たずねてきた。わらびは言葉にすることもできず、揺れる指先をフェンスのほうに向けて──

　しかし、フェンスの向こうには、誰だれもいなかった。

　差し出された玄城の腕を、はっしと摑んで、わらびは震ふるえる声を出す。

「……げ、げ、げ、んじょう、さん、たいへん、です」

「大丈夫です。心配しないでください。保健室はすぐ近くですから、まずはそこに」

「お、お、お母かあさんが──お母さんの生いき霊りようが──あたしに、あたしにお仕置きを！」

「これはいけない、幻覚まで見はじめている。やむを得ません、失礼いたします！」

　玄げん城じようのたくましい腕が、わらびの小さな身体からだを抱きかかえた。いわゆるお姫さまだっこという奴やつだが、羞はじらいを覚える余裕などどこにもなかった。後ろに流れていく景け色しきの端々に、再び母の幻げん影えいを見るような気がして、わらびは固く目を閉じたのだった。




　　　　◆




　本日の二時限目は、体育だった。

　黒くろ噤つぐみ学がく園えんの体育の授業は、男女別・２クラス合同となっている。現在は『球技』過程であり、本来ならばきちんとルールに則のつとった試合をしなければならない──のだが、体育教師は前日の飲み会が祟たたってグロッキー状態であり、すべての判断はクラス委員に任される運びとなった。

　この時点で、実質的に授業は終わったと言える。

　今、グラウンドで行われているサッカー大会は、参加者約三十人・使うボールは三個・英語をひとつ口にするたびに相手チームに一点追加されるというファンタスティックなルールのもとに進行されている。なにしろ「今のオフサイドだろ！」と抗こう議ぎしただけで相手のポイントになるのだ。おもしろがって英語を連発するバカまで出る始末であり、現時点でくまさんチーム４５ポイント、ぞうさんチーム２８１ポイントという、「これもうサッカーって呼んじゃだめだよね」と誰だれもが思うトンデモ競きよう技ぎに変へん貌ぼうしていた。

　ちなみにグラウンドの反対側では女子たちが真ま面じ目めに陸上のタイムを計っていて、ときおりこちらに軽けい蔑べつの視し線せんを投げかけている。

　普ふ段だんから女子に軽蔑されている蓮れんは、体育の時間まで白い目で見られたくなかったので、早々に木陰で休きゆう憩けいしていた。

「休むの早くねーか、蓮？」

　友人である牧まき瀬せ直なお純ずみが、隣となりに腰を下ろしながらそんなことを言ってきた。

「そういうおまえはどうなんだよ、直純」

「あー、やっぱだめだわ。眼鏡めがねないとなんも見えねー」

　直純はサッカーのために外していた眼鏡をかけ、あっけらかんと笑う。

「おまえは？　蓮」

「寝不足で、休憩だ。こんな状態で走り回ったら倒れちまう」

　正せい確かくには──寝不足というより、蓮は寝ていないのである。

　木陰に座りながら、蓮はそれとなくテパのことを眺めた。テパはグラウンドを縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回り、ボールがネットを揺らすたびに、無邪気に手を叩たたいて笑っている。

『禍まが姫ひめ』テパは、人の夢を喰くらう。そしてまた、彼女は『禍まが卵たまご』とは異なり、『他人の夢を食べることができる』という能力を持っている。『禍卵』に先んじて悪夢を食べることで、その悪夢の現実化を防ぐことができるのだ。

　悪夢に悩まされる『ベッドルーム』の少女たちにとって、それは、かけがえのない価値を持つ能力だった。

　問題なのは、『蓮れんと一いつ緒しよに寝ている人の夢しか食べられない』ということだろう。

　それが、蓮の生活サイクルを蝕むしばんでいる。なにしろ『ベッドルーム』で寝なければならないのだから、家で寝ることができない。生活の起点が、自宅ではなく『ベッドルーム』になってしまった形である。

　今のところ『ベッドルーム』の中で、『禍まが姫ひめ』が憑ついているのは蓮しかいない。ゆずりたちの悪夢を消すために仕方ないこととはいえ──家でゆっくり眠ることのできない生活というのは、なかなかつらいものがある。

　くあ、と、あくびをもうひとつ。

　さすがに直なお純ずみが、心配そうな声を出した。

「眠いんだったら、無理しないで保健室にでも行ったらどうだ？」

「ああ──いや、大丈夫だ、直純。ありがとう」

　蓮は笑って首を振る。直純はしばらく眉まゆを寄せていたが、やがて気を取り直したように前を向いた。

「まあ、あんま無理すんなよ。──お、蓮、あれ見てみろよ。おもしろそうだぜ」

「なんだよ、僕はもうあんなトンデモサッカーにおもしろみを見み出いだせそうにないぞ」

「ちげーよバカ、あっちだ。女子のほう」

　ぼんやりと、直純の指差したほうに目を向けて──蓮は、顔を引きつらせた。

　グラウンドの反対側、50メートル走のレーンに、二人ふたりの少女が立っている。

　黒くろ噤つぐみゆずりと、黛まゆずみスミレ。

　スミレはいつもの黒ジャージ姿で、気軽に屈伸などをしている。

　対するゆずりは体たい操そう服ふくにスパッツを穿はいていて、どこかむっつりとした表情で腕を組み、ゴール地点をにらみ据えていた。

　どうやら、あの二人が今から競きよう走そうをするらしい。見ているだけで不安になる。同じ『ベッドルーム』に所属していると言っても、あの二人はあまり相性が良くない──というか、もっと言ってしまえば仲が良くないのだった。

　そんな蓮の不安はよそに、直純はのほほんと、

「ミモノだな。果たして黒くろ噤つぐみ学がく園えん終身第一生徒は、黛スミレに勝てるのかどうか？」

「え？　逆じゃないのか？」

　学園の第一生徒の称号を冠する黒噤ゆずりは、頭脳明めい晰せきにしてスポーツ万能、あらゆる競技で後れを取ることはない。「スミレがゆずりに勝てるか」というならわかるが、直純は逆の表現をした。

　が、直純は肩を揺らして笑い、

「いいや、合ってる。なにしろ黛まゆずみスミレだ。いくら黒くろ噤つぐみさんでも相手が悪いな」

「……スミレって、そんなに足が速いのか？」

「なんだ、知らねーのかよ。あの子と知り合いだったはずだろ」

「いや、そうなんだけど……」

　そういえば、『ベッドルーム』以外のスミレについては、あまり知らない。

「んだよ、薄はく情じような奴やつだなー。まあいいや、じゃあ教えてやるけどな──黛スミレ。こないだの陸上県大会で、優ゆう勝しようしたそうだ」

　あっさりと言った直なお純ずみに、蓮れんは目をぱちくりとさせ、

「優勝？　っていうことは、つまり──」

「そ。黛さんは、この県でいちばん足が速いってことだ。そりゃ確たしかに、黒噤さんは万能選手なんだろうけど、『なんでもできる』がイコール『なんでもトップ』ってわけじゃねーってことだな」

「なるほど。『終身第一生徒』と、『県内最速』の対決か」

「ああ、ミモノって言ったのはそのことさ。果たして勝つのはどっちかね」

　確かに、見渡せばグラウンドにいるかなりの数の生徒が、二人ふたりの対決に注目しはじめていた。サッカーをやっていた三十人の男子も、ほとんどが足を止めて50メートルのレーンを見守っている。それほどに、注目度の高いマッチなのだろう。

　その、衆しゆう人じん環かん視しの中で──

　スミレが、小さな笑えみを浮かべて、ゆずりになにかを話しかけはじめた。




　　　　◆




「黒噤さんってさ」

　柔軟体たい操そうを終えたスミレは、隣となりに立つゆずりにそんなふうに声をかけた。

　ゆずりは、答えの代わりに視し線せんを返してくる。冷たくも温かくもない、透明な眼まな差ざしだ。普ふ段だんのスミレであれば圧倒されてしまいそうになるだろうが、しかし、今のスミレにはちょっとした秘策があった。

「蓮のこと、どう思っているの？」

「ッ！」

　案の定、ゆずりはスミレの問いかけに、ぴくりと肩を震ふるわせた。泣きぼくろの上にある黒い瞳ひとみが、警けい戒かい心しんも露あらわにスミレのことを見返してくる。

「な、なぜいきなり、そんなことを」

「んー？　いや、なぜってこともないけど。ただの世間話だよ。ほら、ボクらが二人きりになることなんて、ほとんどないだろう？　ちょっと話をしてみたくてね」

「……それより、目の前の競きよう技ぎに集中したほうがいいのではないですか」

　唇をきゅっと結んで、ゆずりは動揺を振り払うように前を向いた。後ろに束たばねた長い黒髪が、その後を追うように揺れる。

　スミレは薄うすく笑って、容赦なく追つい撃げき、

「蓮れんのこと、好きなんじゃないの？」

　ぽん、と音を立てて、ゆずりの顔が真まっ赤かに染まった。

　わかっていたこととはいえ、少々スミレは呆あきれてしまう。なんてわかりやすい反応だろう。小学生だって、もう少し上じよう手ずに隠すだろうに。

　──いや。彼女は、隠すなんていうことはしないのだ。する必要もないのだ。なぜなら、黒くろ噤つぐみゆずりは強いから。強い人間は、逃げも隠れもする必要がない。だから──

　こほん、と咳せき払ばらいをして、スミレは話を進める。

「いやね、きみと蓮はいつも一いつ緒しよにいるだろう。だから、もしかしたら良い仲なんじゃないかなって、そう思ったんだけど、違うのかな？」

「む、む、無む論ろんです。私と蓮さまは──その、そんな、こ、恋人とか！　彼氏彼女とか！　将来を約束しているとか！　そ、そんな浮ついた間柄では、ないのです！」

　誰だれもそこまで言っていないが、それはそれとして、

「ふーん。違うんだ」

「………………………………、もちろん。です。よ？」

「なにその間。──じゃあ、あれだね。ボクが蓮をもらって行ってもいいんだよね」

「……へ？」

「前から蓮のこと、ちょっといいなって思ってたんだよね。優やさしいし、かっこいいし、ボクの夢を食べてくれるし。黒噤さんが彼のことを好きなら、まあ先着順ということで遠えん慮りよしようと思っていたんだけど、話を聞く限りではそうでもないようだし」

　ゆずりは口をぱくぱくさせていた。どうにかして否定材料を探し出したいが、どこにもそんなものは見当たらないとでもいうような、そんな顔つきだ。

　ほっぺたの内側を嚙かんで、スミレは笑いをこらえなくてはならなかった。いつもの冷静で凜りんとした黒噤ゆずりは、宵よい原はら蓮の話をするときだけ、どこかに消きえ失うせてしまうらしい。スミレはなぜか、そうやって慌てふためくゆずりの姿を見るのが好きだった。だから、ついつい蓮のことでからかってしまうのだ。

　とん、とつま先を揃そろえて、スターティングラインに合わせながら、スミレはぽつりと、

「その反応を見る限りだと、やっぱりイヤみたいだね？」

　ゆずりは沈ちん黙もくし、スミレはくすくすと笑う。

「肯定も否定もしない、と。まあ、それならそれでいいんだけど、そうだな。黒噤さん、ボクとちょっとしたゲームをしないか？」

「……ゲーム？」

「そ。今からやる50メートル走で勝ったほうが、自分の意見を通すんだ」

　ゆずりは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せ、

「……具体的に仰おつしやってください。私が勝ったら、どうなるんですか？」

「ボクが蓮れんに告白しなくなるね」

「っ──、じゃ、じゃあ、あなたが、勝ったら？」

　黒い瞳ひとみに一いち抹まつの不安を揺らして、ゆずりはそう問うてくる。

　スミレは、素す晴ばらしい笑え顔がおを浮かべて、

「『共有スケジュール』の認可をしてもらおっかな」

　その瞬しゆん間かん、ゆずりの表情から色が消えた。

　普ふ段だんの、冷静にして冷れい徹てつにして冷れい厳げんな、黒くろ噤つぐみ学がく園えんの終身第一生徒が戻ってくる。

　スミレが企図しているところに、遅まきながら気づいたようだった。

「……なるほど。そういうわけですか」

「うん、まあ、そういうわけだね」

「私が、最後のひとりということでしょうか？」

「合ね歓むさんは渋っていたけれど──それでも、『共有スケジュール』は、『ベッドルーム』全体のためになるものだ。最後には、納得してくれたよ」

「そうですか」

　頷うなずいて、ゆずりもまた、スタートラインに立った。

　スミレは目を細めて、ゆずりに問う。

「受け入れてくれる、ということでいいのかな？」

「ええ。ただし──私が勝った場合は、『共有スケジュール』案を撤てつ回かいしてください」

　スミレは目を瞠みはった。ゆずりはそんな彼女を、じっと見つめてくる。

「こんなに回りくどいことをしなくても、最初からそう言えばよかったのです。黛まゆずみさん。私は、あなたのそういうところが好きではありません」

「……はっきり言うね。まあ、いいよ。きみがそれでいいと言うなら。どっちにしろ──」

　そこまで言って、スミレは口を噤つぐみ、クラウチングスタートの体勢を取った。

　二人ふたりのやり取りを呆ぼう然ぜんと見守っていた記き録ろく係がかりが、慌てて手を上げる。

　どっちにしろ──。その先の言葉を口にしなかったのは、ゆずりの頭にも同じ言葉が浮かんでいるだろうという確かく信しんがあったからだ。

　どっちにしろ、勝てば問題ない。

　ぺろりと唇を舐なめて、スミレは目を細める。

　確たしかに、黒噤ゆずりはそういう人間だろう。正々堂々、真正面からぶつかって叩たたき潰つぶす。今までそういう人生を送ってきたのだろうし、これからもそうやって生きていくのだろう。自分などとは、まるで違う。

　けれど。

　……真正面からぶつかれるような、そんな障害しか味わってこなかった人間が、ボクの脚に勝とうだなんて、それは、思い上がりというものだ……。

　スミレが頭の奥底で、そうつぶやいた瞬しゆん間かん。

　記き録ろく係がかりの合図が響ひびいて、二人ふたりの少女は同時に地面を蹴けった。




　　　　◆




　保健室でしばらく休むと、ようやく立ち上がることができた。

「……すいません、玄げん城じようさん……」

「いえいえ、お気になさらず。大事がなかったようで、なによりです」

　すまなそうに頭を下げたわらびに、玄城は穏おだやかに笑いながら首を振った。紳士的な態度に、わらびは感かん激げきさえ覚える。

　保健室を出ると、しんと静まり返った廊下が二人を出迎えた。

　さすがのわらびも、ごくりと唾つばを飲み込んでしまう。授業中の廊下というものは、他ほかの場所にはない威圧感があると思うのだ。ましてここは年上ばかりの高校である。傍そばに玄城がいなければ、すぐにでも逃げ出してしまっていただろう。

「……しかしあたしは、逃げ出すわけにはいかないのだった……。黒くろ噤つぐみゆずりの魔まの手から、蓮れんにいを救うまでは！」

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめて、ひとりで宣言したわらびに、玄城が反応した。

「黒噤、ゆずり？」

「はい。ここだけの話ですけどね、玄城さん。あたしのお兄にいちゃん、黒噤ゆずりという人に脅迫されているっぽいんです」

「……、ほう」

「しっ！　声が高い！」

　玄城の唇にも指を突き付けて、わらびはやりすぎなくらいに周りを警けい戒かいした。ここは黒噤学園、どこに黒噤ゆずりが潜ひそんでいるかわからない。うかつな発言は死に繫つながる。

「脅迫というのは、具体的に、どのようなことをされているのですか？」

　ひそひそと、小声で尋たずねてきた玄城に、わらびは大いに頷うなずき、

「よくぞ訊きいてくれました。なんとですね、あの人、物もの凄すごい美人のくせに、毎朝蓮にいを迎えに来るんですよ……！」

「…………」

「蓮にいが出てくるまでずっと待っているし、蓮にいが顔を出した途と端たんに、ぱっと目を輝かがやかせるし！　このあいだなんか、ちょっと手が触れ合っただけでぽーっとなって、顔なんか真まっ赤かになっちゃったんですよ！」

「それは、普通にお付き合いをしているということなのでは？」

　わらびは大げさにため息をついた。やはり玄げん城じようにもわかってもらえないのか。

「あのですね、玄城さん。蓮れんにいは、はっきり言ってボンクラなんです。ボンクラオブボンクラなんです。蓮にいのいいところは、あたしくらい長い時間を一いつ緒しよに過ごさないと、ゼッタイにわからないんですっ。ゼッタイです！　だから、あんなに綺き麗れいな彼女ができるはずなんて、ないんです！」

　そこまでまくし立てると──玄城は、なぜか耐えきれなくなったように笑い出した。

「わらびさんは、お兄にいさんのことが大好きなのですね」

　なっ、とわらびはたじろぐ。顔が熱あつくなる。言い訳をしようとしたが、優やさしい獣けもののような玄城の瞳ひとみに覗のぞき込まれると、なぜかなにも言えなくなってしまうのだった。

　もじもじと、つま先をこすり合わせながら、わらびはどうにかして別の話題を持ち出せないかと考える。

　矛ほこ先さきは、すぐに見つかった。玄城が提さげている風ふ呂ろ敷しきを指差して、

「と、ところで玄城さん。それって、なんですか？」

　玄城は、軽く風呂敷を上げ、

「忘れ物ですよ。私は、これを届けにこの学園までやってきたのです」

「へえ──。あ、お孫さんとかですか？」

　玄城の口元に、渋い苦笑が浮かんだ。

「いいえ、家族では──ありませんよ。私が仕えているお方のご家族ですから、お嬢じようさまといったところですね」

　おじょうさま！　そんな単語、少女マンガの中でしか目にしたことがなかった。どんなお嬢さまなのか見てみたいという気持ちがむらむらと湧わき上がり、わらびはポニーテールを跳ねさせながら挙手する。

「あたしもその人に会ってみたいです！　なんていう名前なんですか!?」

　玄城はにっこりと笑って、

「黒くろ噤つぐみゆずり、というお名前ですよ」

「………………」

　おや？

　聞き覚えのある名前だ。

　玄城は、どこか哀れみの混じった眼まな差ざしをわらびに送りながら、廊下の角を曲がる。

「ちなみに私たちが今向かっているのは、その黒噤ゆずりさまの実姉である、黒噤合ね歓むさまのところです。その方こそが、私がお仕えしているお人なのですが──先ほど連絡したところ、わらびさんの存在にいたく興きよう味みを持たれたようでして」

「……はい？」

「ぜひともお連れするようにとのご命令です。申し訳ありませんが、わらびさん、ご当主さまにお会いしてくださいますか？」

　わらびが返事をするより先に、玄げん城じようは重厚な扉の前で立ち止まり、ノックしていた。

「ご理解、ご協力のほど、ありがとうございます」

　玄城がにこやかに告げた、次の瞬しゆん間かん。

『理事長室』と刻印された扉が、ゆっくりと、両開きに開きはじめた。

　わらびの頭の中に、次のような言葉がぽっかりと浮かんでいた。

　大だい魔ま王おうからは、逃げられない。




　　　　◆




「……あの、黒くろ噤つぐみさん」

「……はい、なんでしょう、蓮れんさま？」

「そろそろ──決めてくれませんかね？　後ろが、つかえてるんですが」

　ゆずりの背中がぴくりと揺れて、それからしょんぼりとうつむいて、

「やり方が、わからないのです」

　小さく、恥ずかしそうな声で、彼女はつぶやいた。

　黒くろ噤つぐみ学がく園えん、学生食堂。

　昼時の学食は、ただでさえ人でごった返している。すべての食しよつ券けん機きが混雑しているのだが、ゆずりが並んでいる食券機の前にだけ黒山の人だかりができていた。

　ゆずりが食券機を前にして、五分ほども凍りついているからであり──

　そして、『あの』黒噤ゆずりが、食堂などに顔を出しているからだ。

　黒噤学園終身第一生徒であり、生徒会副会長と風紀委員長と女子空手部主将を務めるゆずりには、それだけの集客効果があるらしい。物珍しさに集まった生徒の中には、黒噤ゆずりを『奴ど隷れい』にしている蓮に、あからさまな敵意を向けているものもいた。

　これ以上ここにいたら、僕の胃に穴が開いてしまう。

「まとめて買おう。そっちのほうがいい」

　ゆずりの脇わきをすり抜けるようにしてお金を入れると、彼女は小さな叫び声を上げた。

「蓮さま、そんな！」

　その瞬しゆん間かん、ざわざわざわざわ、と、食堂のざわめきがさらに大きくなった。もちろん気のせいではなく、「蓮さまだって……」「マジでそう呼ばせてんだな……」「最低……」「ほんと、パパはお最低さんのおクズさんだよね、死ねばいいのにね……」という囁ささやき声ごえが、っていうか最後のはテパじゃねーかあの野郎あとで投げ飛ばしてやる！

　と、ゆずりがもじもじしながら、上うわ目め遣づかいに蓮れんを見上げ、

「あ、あのっ、やっぱり、蓮さまにこんなことをしていただくわけには──」

「決められないなら、僕が勝手に決めるぞ。Ｂ定でいいか。安いし」

　ひとつ五百円のＢ定食の食券を、二枚買い求める。ちょうど入れた千円分を飲み尽くし、代わりに食券が二枚出てくる。ゆずりはその様よう子すを、興きよう味み深ぶかそうに見つめていた。

　それから、蓮はゆずりの手を握った。

「あっ」

「ほら、行こう」

　ゆずりの手を引っ張って、二人ふたりは食堂のおばちゃんからＢ定食を受け取り、あらかじめ取っておいた席に座った。ようやく落ち着いた、と一息ついていた蓮は、向かいに腰かけているゆずりが、自分の手を見つめながらぽーっとしていることに気づいた。

「黒くろ噤つぐみさん？」

　ゆずりははっと我に返ると、申し訳なさそうにつぶやいた。

「……すみません……私が、お弁当を忘れてしまったばかりに……」

「相変わらず大げさだな」

　蓮は笑って手を振り、その言葉を打ち消した。

　もとはといえば、ゆずりがお弁当を忘れたところに端を発している。

　再会してから一ヶ月間、蓮蓮昼食はゆずりの手作りお弁当になっていた。最初の頃ころこそ逃げ回っていたが（なにしろゆずりは重箱を提さげてやってくるのだ）、彼女の姉である黒噤合ね歓むの口添えめいれいなどもあり、蓮はそれを受け入れるようになっていた。

　それが、今日きようばかりは、ゆずりがお弁当を忘れてしまったのだという。

「悔くやんでも、悔やみきれません……！」

　泣きぼくろの上の黒い瞳ひとみに、じわりと涙が浮かぶ。

　それを見て、蓮は自分の心しん臓ぞうがぎくりと鳴る音を聞いた。

　宵よい原はら蓮の特性のひとつに、『女の子の涙を見るとどうしようもなくイヤな気分になってしまう』というものがある。その涙を止めるためならば、たとえ自らの身が蠍さそりの火に焼かれようと構わないという、そんな気持ちになってしまうのだった。

　その原因は、蓮の成り立ちに由来していた。

　今、この場にいる宵原蓮は、人間ではない。

　悪夢である。

　自分のせいで死んでしまった蓮が、生きて戻ってきたという悪夢──。黒噤ゆずりが見たその悪夢を、『禍まが卵たまご』が現実化した姿が、今の蓮なのだった。

　生前の蓮もまた、女の子の涙に弱かったのだという。今の自分には、悪夢の現実化により、その特性が極端な形で現れてしまっているのだ。

　当のゆずりはそのことを知らず、単純に「実は蓮れんが生きていたのだ」と信じ込んでいるのが、幸いであると言えば幸いなのだが──

　そのことを、蓮は一ヶ月前のある事件で、知ってしまった。

　さすがに自らがすでに死んでいるという事実は、重たいものがあった。夜を徹てつして悩んだことも一度や二度ではないが、いまだに四度目は訪れていない。

　悩んだところで自分が生き返るわけではないし、たとえ死んでいたとしても、今はこうしておいしくご飯を食べることができている。

　ならば、それで十分なのではないかと、蓮は思うのだ。

　と、もくもくとＢ定食を口に運んでいたゆずりが、意を決したように顔を上げ、

「……あの、やっぱり、お金くらいは払います」

「いいっていうのに。ていうか、いつもお弁当を作ってもらうばかりで、ちょっと心苦しく思ってたんだよ。こんなときくらいは、奢おごらせてくれ」

「で、でも、私が蓮さまのお食事を用意するのは当然のことです。なにしろ私は──蓮さまの、奴ど隷れいなのですから！」

　周りのざわめきが、また一段と高くなった。

「ですから黒くろ噤つぐみさん、そういう単語を口にするのはやめてくださいとあれほど……！」

　蓮は冷や汗を流しながらゆずりに詰め寄るが、ゆずりは「？」と首をかしげるだけだった。このお嬢じようさまは、蓮の『奴隷』であることをなにかのステータスであると考えているフシがある。正気か。

　そのとき、すぐ後ろから声がした。

「隣となり、いいかな？」

　振り返ると、カレーをトレイに載せたスミレが立っていた。

「ああ、どうぞ」

「ありがと。──黒噤さん、さっきはおつかれさま」

「……どうも」

　蓮の隣に腰を下ろしたスミレに、ゆずりは完かん璧ぺきな無表情に戻って、小さく会釈をした。

『さっき』というのは、二人ふたりで競きそった50メートル走のことを指しているのだろう。

　結けつ論ろんから言えば、あの競きよう走そうは、スミレが勝った。

　ゆずりといえども、県内最速には勝つことができなかった。その『勝負』が後を引いているのか、二人のあいだには微妙な空気が漂っている。

　そのあいだに挟まれて、蓮は居い心地ごこち悪く身じろぎをした。テパが近くにいないのが幸いだった。テパは今、あちこちを飛び回り、隙すきを見ては他ほかの生徒の弁当を盗み食いするという行為に明け暮れている。

「……あー……っと、そ、そうそう、スミレはいつも学食なのか？」

「うん、そうだよ。購こう買ばいのときもあるけど、食堂がよほど混んでいるときだけだね。ここの学食は、安くて多くて味が良い。言うことなしだ。──では、いただきます」

　ほくほくと、幸せそうにカレーを口に運びながら、スミレはふと気づいたように、

「そういうきみたちはどうなんだ？　いつもは見かけないけど」

「ああ。いつもは、弁当……なんだけど……」

　向かいにいるゆずりが、みるみる不ふ機き嫌げんになっていく。蓮れんはこの話題に踏み込んでしまったことを後悔し、事情を知らないスミレは無邪気に笑っている。

「ははん、さてはお弁当を忘れたんだな？　うっかりさんだな、蓮は」

「……ま、まあ、な……ははは……」

「でも、たまには学食もいいだろう？　こちらにはこちらの良さがあるよ」

「うん、まあ、そう、かな」

「ふうん」

　ぎくり、と蓮は身をすくませた。

　目の前に座るゆずりが──うつむいている。長い黒髪が垂れて、その表情を覆おおい隠している。地の底から響ひびくような、重々しい囁ささやき声ごえ、

「そうですか。そうなんですか。蓮さまは、お弁当よりも、学食のほうがお好みですか」

「そ、そんなことは言ってないだろ!?」

　ゆずりは顔を上げることなく、いじいじとテーブルのふちを指先でなぞっている。

「いえ。いいです。いいですよーだ。正直に言ってくださってありがとうございました。私が今までやってきたことは、すべて蓮さまにとってご迷惑だったということですね。ふーん、なるほど。勉強になりました」

　あーもーめんどくさいなーこの子。

　スミレはぽかんと口を開けて、いじけるゆずりのことを見つめていたが、

「……そういうことか」

　くすくすと笑いながら、スミレは蓮に向き直り、

「あー、蓮、きみが食べているのはＢ定食かな？　おいしそうだね、いや、もちろん黒くろ噤つぐみさんのお弁当ほどではないのだろうけどね」

　ゆずりの耳がぴくりと動いた。

　いいぞ、スミレ！

「あ、当たり前だ。ゆず──、こほん、黒噤さんのお弁当は、本当においしいからな！」

　黒髪の隙すき間まから、ほんと？　と、黒い瞳ひとみが子供のように問いかけてきている。

　よし、と内心でガッツポーズ。この反応が、どうやら当たりのようだ。蓮はさらに畳みかけようとして──

「ところで蓮れん、ボクはから揚げが大好きでね。ひとつでいいからもらえないかな？」

　こんなときになにを言い出すのか、と蓮は不ふ審しんに思う。それでも頷うなずいた蓮に、スミレは礼を言ってから揚げをひとつ取り、ほおばった。

「おいしい。いい味だ。それじゃあ、蓮」

　そうして、スミレはカレーをスプーンでひとすくいして、

「はい、あーん」

　下に手を添えて、こちらに差し出してきた。

　その様よう子すを、ゆずりがじっと凝ぎよう視ししている。目を大きく見開いて、信じられないというような顔でその光景を眺めている。

　蓮の背中を、じっとりとした汗が濡ぬらしはじめた。

「……スミレさん、なにを、なさっているんですか」

「なにって、お返しだよ。ほら、口を開けて」

「…………いや、それはちょっと……いくらなんでも……」

「なんで？　カレーは嫌いかな？」

「そ、そういう問題じゃなくて」

「じゃあ、ボクのことが嫌いなのかな……」

「なんだその理り論ろん展開は!?」

　蓮は大声で叫んだが、スミレはちろりと舌を出すだけで悪びれた様よう子すもない。

　一方で、ゆずりの様子はどんどん悪くなっていく。割わり箸ばしを握にぎり締しめる手がふるふると震ふるえはじめ──あ、たった今べきりと音を立てて真っ二つに折れた。見開かれた黒い瞳ひとみに、悔し涙が浮かんでいるのを見て、蓮は突然死にたくなった。

　もちろん悪くなっていくのはゆずりだけではない。周囲の生徒たちも遠巻きに蓮たちを眺めながら、「なんだあれ……」「ゆずりさんだけじゃ飽き足らないの……？」「ちくしょう、爆ばく発はつしろよ……」「むしろもう爆発してるよね、パパは頭の中がいつも爆発してるんじゃないのかな……」という声が、ってまたかあの野郎！

「むう。仕方ないな。食べてくれないのか」

　じっと沈ちん黙もくしていると、スミレは残念そうにスプーンを見下ろし、

「やっぱり、口移しじゃないとイヤなのかな？」

「なっ！」

「あのときみたいにね」

「どのときだよ!?」

　がたん！　と、椅い子すを蹴けり倒すようにしてゆずりが立ち上がった。目にはいっぱいの涙、ぎりぎりと嚙かみしめた唇に、黒い髪がひとすじだけ挟まっている。悋りん気きと暗い情念が凝こり固まったその視し線せんに、蓮は首筋をちりちりと焼かれ、

「チャオ、蓮れんくん」

　そして蓮は、今までの事態が悪夢ではなかったということを理解した。

　悪夢はこれから始まる。

　黒くろ噤つぐみ合ね歓む。黒くろ噤つぐみ学がく園えんの支配者にして、独裁者。

　前髪を切りそろえた長い黒髪に、合歓の花を模した愛らしいカチューシャ。その顔立ちは妹であるゆずりとよく似ているが、どこか硬く冷たい印象のあるゆずりに比べて、いつも穏おだやかに笑っている彼女は、優やさしく温かな雰囲気を漂わせている。

　ただし、彼女はその右手に、いつもナイフを持っている。

　そのナイフをぴこぴこ動かしながら、合歓はにこやかに、

「元気してた？　お食事中のところごめんね、ちょっと用が──」

　そう言いかけて──ぴたりと口を閉じた。

　彼女の最愛の妹、黒噤ゆずりが涙を浮かべて立ち尽くしていて。

　その目の前で、蓮はスミレに「あーん」を要求されている。

　彼女は少しだけ首をかしげ、ぽつりと、

「なにしてるの？」

　ざっとギャラリーが引く音が聞こえた。先ほどまで耳を圧していたざわめきが一いつ瞬しゆんのうちに静まり返り、張本人のスミレは他人のふりをしてカレーを食べはじめる。ゆずりはぐしぐしと袖そでで涙を拭ぬぐい、その仕し草ぐさを見つめる合歓の微笑ほほえみが次第に危険域に近づいていく。

　つい、と合歓が視し線せんを動かすと、テパがどこからともなく飛んできて、まるで合歓の忠実な部下のように、彼女の傍かたわらに膝ひざを突いた。

　テパには、大好きなものが二つある。

　甘いものと、蓮の不幸だ。

「どういうこと？」

　だからテパは、ぼそりと尋たずねた合歓に、あっけらかんとこう答えた。

「パパが浮うわ気きしておゆずりさんを泣かせちゃいました」

「……。へえ」

　ただ二文字の言葉が魂を凍いてつかせる効力を持つなど、今まで知りもしなかった。

　合歓は妹のゆずりのことを、なによりも誰だれよりも愛している。

　だから、ゆずりを泣かせるものは、なんであろうと誰であろうと亡き者にする。

　短い人生だったなあ、と蓮は遠い目をして思った。

　いや、短い人生もなにも蓮はとっくの昔に死んでいるのだが、なにより恐ろしいことは、その事実を合歓だけが知っているということだ。すでに死んでいる蓮はなにをされても死なない、ということを。

　つまり合歓は、なんの遠えん慮りよもなく蓮の喉のどにナイフを突き立てることができる。

　というか、実際に突き立てられたことがある。

　そのときの恐怖と衝しよう撃げきを思い出して、蓮れんはかちこちに固まり──

「姉ねえさん。それ」

「え？」

　ゆずりの声に、合ね歓むは思わずナイフを止めて、彼女を見返した。

　しかしゆずりは、合歓のことを見ていなかった。彼女の視し線せんが注がれているのは、合歓が左手に持っている包み──なにやら重そうな風ふ呂ろ敷しきだった。

「それ、私の──！」

「ああ、そう、そうだった。これを届けに来たんだった」

　合歓はようやく本題を思い出したように、左手の風呂敷をゆずりに差し出した。これで怒りが解けたかといえばさにあらず、右手のナイフはしっかり蓮の首筋に突き付けられたままである。誰だれか早く警けい察さつを呼べ。

「玄げん城じようさんが届けに来てくれたの。あなが困ってるんじゃないかと思って。そうしたら、案の定だったね──、っと!?」

「ありがとう、姉さん！」

　ゆずりは、合歓から風呂敷包みを奪い取った。物もの凄すごい勢いでそれをほどいていく。

　包みの中からは、見み慣なれた重箱が現れた。

「こ、これさえあれば！」

　そんなことを叫びながら、ゆずりは重箱のフタを開け、そこから焼き魚を取り上げると、自分の唇に挟み込み、

「むっ！」

　と、蓮のほうに突き出してきた。

　耳が痛くなるほどの静寂が、食堂を支配した。

　その静けさの中で、ゆずりは目を固く閉じている。小さな肩が震ふるえている。愛らしい耳たぶまでもが、真まっ赤かに染まっているのを見て、蓮は自分の心がゾクゾクと疼うずくのを感じたが、それはそれとして、

「てい」

　蓮はゆずりの鼻をつまんだ。

　焼き魚をくわえているのである。つまり呼吸は鼻に頼るしかない。それを塞ふさがれたらどうなるか。

　やがて、ゆずりの顔が、羞しゆう恥ちとは別の理由で赤らんできた。肩の震えが大きくなる。目を見開き、白黒させる。一分近くもの時間、ゆずりはひとり我慢大会を続けていたが、

「っぷはっ！」

　と、息を吐き出した。焼き魚がころりと転げ落ち、テパが空中ですかさずキャッチして、自分の口の中に放り込んだ。

「にゃっ、なにするんですかっ!?」

「それはこっちの台詞せりふだ。なんだ、今のは？」

「……なにって、口移し……」

「なんで僕がそんなことをされなくちゃいけないんだ!?」

「なんですか！　黛まゆずみさんとはいつもやってるくせに、私とはできないんですか!?」

「やってねえええええええよ!!」

　蓮れんの絶叫が食堂に響ひびくが、その叫びは誰だれにも届かなかった。誰もが他人のふりをするか、軽けい蔑べつもあらわに蓮のことを見つめている。

　その中で、ただひとり合ね歓むだけが、にこにこしていた。

「……やっぱり、蓮くんには、きついお灸きゆうを据えないとダメみたいだね……」

　振り返ると、合歓が右手でくるくるとナイフを回しながら、左手をこちらに突き出していた。先ほどまで風ふ呂ろ敷しき包づつみを握っていたはずのそこに、なぜか魔ま法ほうのように、鎖くさりが現れていた。

　くさり？

　なんでそんなものが、学食に？

「わたしね、ずっと考えていたんだ。愛する妹をないがしろにされる気持ちがどんなものか、蓮くんにわかってもらうにはどうすればいいんだろう、って」

　にこにこと笑いながら、合歓はくいっと鎖を引っ張った。はるか遠く、学食の出口まで続いている鎖がぴんと張り、その向こうから人ひと影かげがととっと入ってくる。

　蓮はぽかんと口を開けた。

　わらびだった。

「よく考えたら簡かん単たんなことだったよ。だって蓮くんには妹さんがいるんだから。その妹さんに……わたしの、妹が、受けた、屈辱を、味わわせれば。蓮くんも、少しはわたしの気持ちが分かってくれるんじゃないかって、そう思ったんだ」

　わらびは、目を覆おおいたくなるような格好をしていた。

　なにしろスク水である。純白の、スクール水着、である。今は五月でここは食堂、なにひとつ状況にマッチしていない。胸元にはきっちりと『よいはらわらび』と記されてわらびの個人情報を万人に晒さらし、首筋にはなぜか首くび輪わと鎖が嵌はめられていて、極めつけに口の周りをクリームだらけにしながら、手づかみでショートケーキをもぐもぐと食べている。その瞳ひとみに人間らしい知性の輝かがやきはどこにもない。強制収容所で長い時間を過ごしたら、あるいはこんな目になるかもしれない。

　実妹の、あまりにも無惨な姿だった。

　あんぐりと口を開けていた蓮は、はっと我に返ると、合歓に喰くってかかった。

「あ、あんた、僕の妹にいったいなにをしたんだ!?」

「なにもしてないよ。ただ──ちょっと、遊んだだけ」

「ふ、普通の言葉なのにすっげー怖い！　──わらび、わらび！　しっかりしろ！」

「ウン。合ね歓むオネエチャン、アリガトウ。ケーキ、トッテモオイシイヨ」
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「ほんとになにしたんだあんた!?　脳外科手術か!?」

「……はあ……姉ねえさん、またですか？」

「またってなに!?　黒くろ噤つぐみ家けでは日常的に行われていることなの!?」

「そんなことより、ゆずり、お姉ちゃんお腹なかが空すいちゃった。一いつ緒しよにご飯食べていい？」

「あっさり世間話に戻らないでくださいよ！　そのまえにわらびを元に──」

「ワラビ、合歓オネエチャン、ダイスキ、ダイスキ、ダイスキ、ダイスキ、ダダダイダダダダイススススキキキキッキキッキキキキッ──」

「おい、わらび!?　戻ってこい！　ちくしょう……！　叩たたけば直るかな」

　事態は混迷を深め、蓮れんたちの周囲10メートルには誰だれもいなくなりはじめる。手づかみでショートケーキを食べる妹を前に、蓮は意を決して、拳こぶしを握にぎり締しめた。




　　　　◆




　十分後。

　蓮れんたちは何事もなかったように、昼食を再開していた。

　Ｂ定食は食べかけだから全部食べるとして、ゆずりの重箱はさすがに食べきれない。よって、その場にいる全員で少しずつ摘つまむことにしたのだ。蓮とゆずりとスミレと合ね歓むと──そして、白スク水を着けたままのわらびである。

「やー、ゆずりさんの料理、おいしいね！　蓮にい！」

　首くび輪わをじゃらじゃら鳴らしているわらびに、スミレとテパが口々に、

「本当に、叩たたいたら直ったね……」

「というか、迷わず叩くパパもパパだよね……」

　あのあと、蓮は問答無用でわらびのほっぺたを張り倒し、彼女を狂気の淵ふちから救い出すことに成功したのだった。白スク水に首輪という服装は今でもじゅうぶんに狂気的だったが、少なくともあの壊こわれた喋しやべり方かたはしなくなっていた。

「つーか、なんでおまえうちの高校に来たんだよ？」

「え？　えーとね──、あれ？　なんでだったっけ？」

「ああ、わかった。家から出るときに左と右を間違えたんだろ？　それでそのまま道なりに進んでたら、いつの間にか黒くろ噤つぐみ学がく園えんに着いてしまったと」

「……蓮、いくら実の妹さんとはいえ、それはいくらなんでもひどいんじゃ……」

「うーん。そうかもしれない」

「そうかもしれないの!?」

　わらびは腕を組んで、じっとゆずりと合歓を見つめながら、

「でも、ほんとになんでなんだっけ……？　合歓オネエチャンニケーキヲ──、こほん、ケーキをごちそうしてもらってから、記き憶おくがどっかいっちゃっててさ。玄げん城じようさんのことは覚えてるんだけど」

「玄城さんて誰だれだよ。あと今一いつ瞬しゆん洗脳が蘇よみがえりそうになったぞ」

「やだな、洗脳なんてしてないよ。失礼しちゃう。強制催眠をすり込んだだけだよ」

「…………」

「蓮さま、そんな目でこちらを見ないでくださいますか……。少なくとも、私と姉ねえさんを一いつ緒しよにしないでください」

「なんで!?　お姉ちゃん、ゆずりのためにがんばったのに！」

　ショックを受ける姉から、妹はそれとなく目をそらす。まあ確たしかに、こんな非人道的な人物が肉親だという事実は、なかなか受け入れがたいものがあるかもしれない。

　と、腕を組んでいたわらびが、その視し線せんを、じっとスミレに注いでいた。

「？　なにかな、わらびさん？」

　きょとんとするスミレに、わらびは首を傾けて、じっくりと考え込んでいたが、

「あ、わかった！」

　やがて、ぽん、と手を叩たたいた。

「どこかで会ったことがあると思ったら、お姉ねえさん、あの人に似てるんだ！」

「だから誰だれだよ。人類にわかる言葉で話せ」

「ほら、あの人。フェンスの向こうにいた──お母かあさんかと思っちゃってさ。でも、よくよく思い出してみたら全然違ったよ。むしろ、お姉さんに似てたと思う」

　その言葉に。

　スミレの表情が、凍りついた。

　明らかな変化に、その場にいる全員がスミレのことを見た。しかし彼女は、そんな視し線せんに気づいた様よう子すもなく、静かに席から立ち上がった。

「す、スミレ？　どうしたんだ？」

　蓮れんの問いかけに、答えることもなく──

　スミレはカバンを脇わきに抱えると、小走りに食堂から出て行ってしまった。

「なになに、どしたの、スミレってば。おトイレさん？」

　脳天気なテパの問いに、明めい確かくな答えを返せるものは、どこにもいなかった。
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　わらびを追い返した蓮れんは、テパと二人ふたり、『ベッドルーム』に向かっていた。

　結局、わらびがなぜ黒くろ噤つぐみ学がく園えんまでやってきたのかは、誰だれにもわからずじまいだった。当の本人であるわらびさえ首をひねっていたのは、彼女が空前絶後のアホだからか、あるいは合ね歓むに前ぜん頭とう葉ようを切り取られでもしたからだろう。

　もしかしたら、合歓はその理由を聞き出しているのかもしれなかったが──しかし、その合歓から聞き出すだけの勇気は、蓮にはなかった。

「ほんっっっっとに、おチキンさんだよね！」

　ふわふわと宙に漂いながら、テパは明るい声でそう言った。

「実の妹にあんなことされておいて、怖くて口が出せませんだなんて。パパってば本当に腰抜け野郎なんだから。まったくもって救いようがないよね！」

「……なんでおまえは僕を罵ば倒とうするときがいちばん楽しそうなんだ？」

「実際にいちばん楽しいからじゃない？　きひひっ」

　口元に手を当てて、ころころとテパは笑う。

　蓮はため息をつきながら、旧校舎に入り、エレベーターに近づいていく。

　しかし、テパの言うことにも一理ある。

　白スク水に首くび輪わを嵌はめられて衆しゆう人じん環かん視しの中を歩き回らされるなんて、わらびでなければ一生モノのトラウマになっているところだった。まさかこれがわらびに『禍まが卵たまご』が現れる伏ふく線せんとかじゃないだろうな。性質が『露ろ出しゆつ』の『禍まが姫ひめ』なんてイヤすぎる。

「確たしかに、妹にあんなことをされて、なにもしないというのは僕の沽こ券けんに関かかわるな」

「パパにコケンなんてあったの？」

「黙だまれ。──まあ、合歓さんに直接仕返しをするのは、怖すぎるからナシとしてだ」

「パパ？　パパのコケンとやらが、今まさにものすごい勢いで下がってるんだけど……」

「黙れ。──間接的に合歓さんにダメージを与える方法があればいいんだけどな」

「ふうん。たとえば？」

「たとえば、僕に逆らうことのできないゆずりにイタズラするとか──」

　テパがドン引きした。

「というのは、もちろん冗じよう談だんだが……」

「……いや、いいよパパ、もういいよ……もう手遅れだよ……」

「な、なにが手遅れなんだ！　ちょっと冗談を言ってみただけじゃないか」

「だって、ほら、あそこ」

　と、テパが指差したその先、エレベーターの中に、小さ夜よ町まち月げつ歌かの怯おびえた瞳ひとみがあった。

　一秒の間のあとに、月歌は迷わず『閉じる』ボタンを押す。

「ちょっと待って！　乗ります乗ります！」

「入ってくんなヘンタイ！　あたしにもイタズラするつもりか!?」

「なにを馬ば鹿かな！　っていうかあれはほんの冗じよう談だんだってば！　弁解させてくれ！」

　押し問答を重ねた末、ようやく蓮れんは自分の身体からだをエレベーターの中に滑り込ませた。

　月げつ歌かは不愉快そのものの表情をして、なるべく蓮から距きよ離りを取っている。胸が痛い。

『30』のボタンを押すと、エレベーターがゆっくりと降りはじめた。

　蓮は横目で、月歌をそれとなく観かん察さつする。

　小さ夜よ町まち月歌。『ベッドルーム』に所属するメンバーのひとりだ。

『ベッドルーム』において珍しい、ギャル風の崩したファッションをしている彼女は、黒くろ噤つぐみ学がく園えんの一年生、蓮の後こう輩はいである。しかし、少なくとも月歌のほうは、蓮に対して先輩の礼を払うつもりはないようだった。

　というか、ありていに言って嫌われているようである。

　なぜならば、宵よい原はら蓮は可か憐れんな女子生徒を奴ど隷れいにして憚はばからない、悪あく辣らつ非道の『学園の敵パブリツクエネミー』であるからだ。

　そんなものは事実無根の噂うわさに過ぎない、と蓮は何度も月歌に説いたものだが──

「……イタズラって、なにするつもりなんですか？」

　嫌悪に満ちた声は、蓮の説得がまるで無意味だったことを物語っていた。

「い、いや、だから、冗談だって」

「あんたが言うと、冗談に聞こえないんですよね。──ったく、合ね歓むさんもなんでこんなヘンタイを『ベッドルーム』に入れたんだか……」

　蓮はわざとつらそうな顔を作り、首を左右に振った。

「きみにそんなことを言われると、悲しくなってしまうな」

「──、は、はあ？　なにそれ。キモいこと言わないでくれる!?」

「いや、だってほら。小夜町さんは本当は心こころ優やさしい女の子なんだろ？　こないだだって、彼ひ岸がんに絵本を読み聞かせてあげていたじゃないか」

　月歌の頰ほおが、ぱっと紅あかく染まった。

　小夜町月歌は、ギャルな見かけによらず親切な性格であり、『ベッドルーム』に棲すみ着く謎なぞの小学生・濡ぬれ羽ばね彼岸の面めん倒どうをよく見ている。そして彼女が、そのことをひた隠しにしようとしている、照れ屋な性格であるということも、すでに明らかになっていた。

「なッ、ば、そッ、そのことは言うなって言ってんだろ!?」

　化粧を施した顔を、怒りと羞しゆう恥ちで真まっ赤かにしながら、月歌は薄うすいカバンを振り上げた。

　蓮はすかさずテパの足首を摑つかんで、空中から引きずり下ろし、自分の身代わりにした。

「ふぎっ!?」

　振り下ろされたカバンの角が、テパのド頭タマに直ちよく撃げきする。見るからに痛そうな音がした。あれが自分でなくてよかった、と蓮は胸を撫なで下ろす。

「ご、ごめんなさい、大丈夫!?」

　月げつ歌かがカバンを放り出して謝あやまるが、テパはしゃがみ込んで、ぐらんぐらんと頭を揺り動かしている。金髪の上に、くるくる回る星とひよこが見える。

　やがて──テパは、殻の王冠を抱えるようにして、ぬらりと立ち上がると、

「このッ！　ばかッ！　パパッ！　殺してやる!!」

　きーっ、と甲かん高だかい威い嚇かく音おんをあげながら、テパは両手の爪つめで蓮れんの顔を引ひっ搔かいた。

「いたたたた、やめろ！　おまえを殴ったのは僕じゃないだろ！　──小さ夜よ町まちさんだ」

「それもそうだね！　というわけで、二人ふたりとも死ねぇッ！」

「えええっ、そうなるの!?」

　縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回り、八はち面めん六ろつ臂ぴに暴あばれ回る『禍まが姫ひめ』の猛威から逃れようと、蓮と月歌は狭いエレベーターの中を逃げまどった。

　そのとき、ぽん、と音が鳴って、エレベーターの扉が開いた。

「つ、着いた！」

　蓮と月歌は、我先に外に逃げ出そうとする。それがいけなかった。半開きの扉に二人して殺到したものだから、お互いの身体からだが激はげしくぶつかり、もつれ合うよう転んでしまった。

　ごろごろと転がり出た二人は、誰だれかの足下にぶつかって、止まった。

「なにしてるんですか？」

　真っ黒なオールインワンパジャマを着たゆずりが、蓮たちを静かに見下ろしている。

「……というか……どこを、触っているんですか……!?」

　永久凍土のような声で指摘されて、蓮は我に返り、下を見た。

　そこには、月歌が蓮の下した敷じきとなっていて。

　そして、五本ある蓮の指が、月歌の豊満な胸に、なぜか沈み込んでた。

　くにくにと指を動かすと、極上に柔らかいおもちを摑つかんでいるような感触が伝わり、

　月歌は素早すばやく立ち上がると、蓮のことを突き飛ばし、尻しり餅もちをついた蓮の喉のど首くびに、

「ぎゅえっ!?」

　全力で、そのつま先を叩たたき込んだ。

「──は、は、はじめてだったんだぞっ！」

　そう叫んで、月歌は泣きながら駆け去っていってしまう。

　追いかけようという考えがちらりと浮かんだが、呼吸器官への直接攻こう撃げきは思った以上のダメージがあった。しばらくのたうち回っていると、ゆずりが静かに近づいてきて──なにをするでもなく、冷然と蓮を、見下ろしはじめた。

「……ゆ、ゆずりさん……た、助け……」

「ああいうのがお好みですか」

「ち、ちち、がっ……」

「乳が？　大きいほうが？　おこのみ？」

　その場にしゃがみ込み、ゆずりは黒い瞳ひとみに氷のような光を宿して、ただただ蓮れんを見下ろしている。Ｍなら泣いて喜ぶ、アリの行列にロウソクの蠟ろうを垂らすときの表情である。

「申し訳ありません、蓮さま。愚かな私めには、どうすれば蓮さまの苦しみを取り除くことができるか、さっぱりわかりません。せめてもの償つぐないとして、ここで蓮さまがのたうち回る姿を、たっぷりと見ていてあげますね……」

　こいつのどこが僕の奴ど隷れいなんだよ！　ドＳ丸出しじゃねーか！

　そんな蓮の叫びが、痛めた喉のどから迸ほとばしることは、ついになかった。




　数分後。

「あー……死ぬかと思った……」

　蓮は喉をさすりながら、『サロン』のソファに腰を下ろしていた。

『ベッドルーム』の玄関口である『サロン』は、体たい育いく館かんほどの広さと高さがある、純白の大おお部べ屋やだった。天てん井じように無数に開いた孔あなから無む機き質しつな光が射さし込んでいて、壁へき面めん上部に取り付けられた巨大ファンが、ごうんごうんと重く低い音を響ひびかせている。

　目の前に座っているゆずりが、いまだに冷たさの残る目をこちらに向けながら、

「大丈夫ですか？　のどあめならありますよ」

「のどあめで喉を蹴けられた痛みは消えないと思う……」

「あらそうですか。私ったらうっかり」

　ゆずりさんから、そこはかとない悪意を感じる……。

「それよりも」

　こほん、と咳せき払ばらいをして、ゆずりは背筋を正して蓮に向き直った。毅き然ぜんとした無表情。恐ろしいほどにまっすぐな眼まな差ざしは、ライフルの銃口を連想させた。

「こちらを、ご覧らんになっていただけますか。蓮くん」

　そっと差し出されたＡ４用紙に、蓮は目を通す。

　そこには、こう記されていた。





『宵よい原はら蓮くん共有スケジュール表』

　月げつ曜よう日び　黒くろ噤つぐみゆずり

　火曜日　黒噤合ね歓む

　水曜日　黛まゆずみスミレ

　木曜日　小さ夜よ町まち月げつ歌か

　金曜日　濡ぬれ羽ばね彼ひ岸がん

　土曜日　週替わり　要相そう談だん

　日曜日　蓮くんの気持ち次第

　※曜よう日びを越えて添い寝したい場合、担当曜日の女子に相そう談だんしてみてください。テパさんは二人ふたりの夢までならば食べられることが確かく認にんされています。






　蓮れんは顔を上げて、目をぱちぱちと瞬しばたたかせながら、

「ナニコレ？」

「……私が聞きたいです……」

　蓮はもう一度、Ａ４用紙に目を通した。一週間を通じて『ベッドルーム』の女の子たちの名前が記されてあり、さらには『共有』という単語から推測すると、

「つまり、その、一いつ緒しよに寝る曜日をあらかじめ決めておこうっていうことか？」

「…………」

　こくん、と頷うなずいて、ゆずりは身を乗り出した。

「元はといえば──これは、黛まゆずみさんが言い出したことなのです」

「スミレが？」

「ええ。今までのように、誰だれかが好き勝手に蓮くんを独占して、テパさんに夢を食べてもらうのは、あまりにも不平等だ──なんて言って。私としては、こんなふうに形にしてしまうことは、蓮くんに義務を押しつけるみたいで気が進まなかったのですが──」

「ほんとにー？」

　と、横からテパが口を挟んできた。

「そんなこと言ってー、ゆずりってば本当は、パパが他ほかの女の子に取られちゃうのがイヤなだけだったんじゃないの？」

「なっ、なななななななにをををを証拠にそそそそのようなななな」

「落ち着けゆずり。さっきのわらびみたいになってるぞ」

「と、とにかく。姉ねえさんはそれに対して、許可を与えました。ただし──『ベッドルーム』メンバー全員の同意を得ること、という条件をつけて」

　ぺらぺらとＡ４用紙を前後させながら、蓮は先んじて言う。

「これが今僕の目の前にあるということは、他の全員の同意を得た、ということか」

「遺い憾かんながら、そういうことです」

　ゆずりの表情は、屈辱と悔かい恨こんをない交ぜにしたようなものだった。

「私は、最後まで抵抗したのですが……武運拙つたなく、討うち取られてしまいました……」

「なんだそりゃ」

「あー。さっき話したのって、これのことなの？」

　テパがふと思い出したように、ぽん、と手を打ち合わせ、

「ほら、パパも見てたでしょ？　さっき、ゆずりとスミレがやってたかけっこだよ。あそこで確たしかに、きょーゆースケジュールがどうのこうのって、言ってた気がするなあ」

「……聞いていたのですね。ええ、テパさんの言うとおり。あの50メートル走で私が勝てば、黛まゆずみさんの馬ば鹿かげた提案を、破は棄きできるはずだったのですが……」

　自信はあったのだろう。黒くろ噤つぐみゆずりは──自分のせいで死んでしまった蓮の代わりを務めるために、あらゆる努力を重ねてきたのだから。『県内最速』相手にも勝つという、確たしかな自信があったはずだ。

　しかしゆずりは、スミレを相手にして、負けてしまった。

「申し訳ありません。蓮れんくんを守るのが、私の使命であるはずなのに──それも、叶かないませんでした。あ、で、でも、でもですよ！」

　と、ゆずりは『ここが重要』とばかりに腰を浮かした。

「大事なのは、蓮くんの意見だと思うんです！　姉ねえさんが出した条件は、『ベッドルーム』メンバー全員の同意なわけですから、蓮くんさえイヤだと言ってしまえば、こんなスケジュールは──」

「いやまあ、別にいいんだけどね」

「──、え？」

「こういうふうにスケジュールを組んだほうがやりやすいと言うなら、そうしてもらって構わないよ。僕は『ベッドルーム』の決定に従う」

　ゆずりは両手でばんばんとテーブルを叩たたき、

「れ、蓮くん！　蓮くんは周囲に流されすぎです！　同どう調ちよう圧力に屈しすぎです！　もう少し、自分の意見というものを主張してもいいのではないでしょうか!?」

　なんでこんなに必死なの、この人？

「だから、みんなの決定に従うっていうのが僕の意見だってば」

「じゃあみんなが死ねっていったら死ぬんですか!?」

「小学生かおまえは！」

　蓮がそう突っ込むと──ゆずりの身体からだから、ふっと力が抜けた。

「……そうですか。いいんですか」

「悪夢を消すためなら、仕方ないだろう」

「そうですね。仕方ありませんよね。蓮くんは、仕方ないという理由で、いろいろな女の子と一いつ緒しよのベッドに入っても、なんにも思わない方なのですものね……」

　その髪が、ふるふると、怒りに震ふるえている。

「な、なんだ？　なにを怒ってるんだ？」

「怒ってません、怒ってませんよ。ええ。怒ってませんとも。私が怒る道理なんて、これっぽっちもないのですからね！」

　ゆずりはきっと顔を上げる。じっとりとした嫉しつ妬とを表情に滲にじませて、拳こぶしを固く握にぎり締しめているゆずりの姿は、誰だれがどう見ても怒っている。というか拗すねている。

　蓮れんとテパは、ゆずりのいじけた姿をしみじみと眺めていたが、やがて口を揃そろえて、

「「めんどくさいなあ……」」

「な、なんですか！　わ、私はめんどくさくなんか……ありません、よ？」

「なんで疑問系なのさ？　──それはそれとして、おゆずりさんや」

　と、テパが額ひたいに手を当てて、遠くを見るような仕し草ぐさをしながら周囲を見回した。

「お発案者さんのスミレはどこにいるの？　こういうのって、普通言い出しっぺが渡しにくるものじゃないのかな？」

「……私もそう思うのですけれど、スミレさん、他ほかになにか用事があるみたいで。蓮くんに伝えるよう、私にこれを押しつけて、すぐにどこかに行ってしまいました」

　ゆずりの表情を見る限り、スミレの行動に不満を持っているのは明らかだ。それでも彼女が、不本意な『共有スケジュール』を蓮にちゃんと渡したのは──なによりも『正しくあること』こそが、彼女の行動理由になっているからだろう。

「ふうん。……ま、いいや。それじゃあ、パパ？」

「うん？」

「早速、やってみよっか。きひひっ」

　イタズラっぽく笑って、テパが指差したのは──

　本日の曜よう日び当番であり、先ほど蓮が泣かせてしまった少女、小さ夜よ町まち月げつ歌かの項だった。




　　　　◆




　そして蓮は、月歌の寝室に足を踏み入れた。

「……お邪じや魔まします……」

　月歌は──答えない。クッションを盾のように抱えて、じっと警けい戒かいしている。

　ベッドの上に座る月歌は、すでに着替えを終えていた。

　大きめの、水玉模様のパジャマだ。袖そでのところなどはぶかぶかで、少しだけ見えている指先がなんとも言えず愛らしい。なぜこんなに大きいのだろう、と少し思案して、すぐわかった。『ベッドルーム』どころか、学内で一・二を争う大きな胸を隠すために、体格に合わない大きめのパジャマを着るしかなかったのだ。

　しかしなぜこんなに大きいのだろう。

　蓮が哲学していると、月歌は顔を真まっ赤かにして、自分の胸を両腕で隠した。

「どっ、どこ見てるんだよ!?」

　指摘されて、蓮は慌てて視し線せんをそらした。代わりに、室内を観かん察さつする。

　動物まみれの部へ屋やだった。

　ガラステーブルには犬の浮き彫り、白いテーブルクロスには肉球のプリント。下に敷しかれているラグは大きなトラの顔を模したもので、その近くにあるロードレッサーはペンギンの形をしている。パステルカラーのベッドクロスは動物園もかくやというほどゾウやらキリンやらカピバラやらが満載で、枕まくら元もとにはぎっしりとぬいぐるみが敷しき詰められている。

　思う。

　一見すると不良のような格好をしているが──月げつ歌かは、『ベッドルーム』でいちばん女の子らしい女の子なのではないか。

「な、なんだよ。あたしの部へ屋やに、なんか文句でもあるのか!?」

　声こわ高だかに言った月歌を見返して、蓮れんは枕元のぬいぐるみを指差した。

「あれ、全部きみのか？」

「……っ、そ、そうだ。あ、あたしが、ぬいぐるみ持ってちゃ……おかしいかよ……」

「おかしいということはないけど──」

「いちいち引っかかるな！　言いたいことがあるならはっきり言え！」

「いや、ただ、見かけによらず可愛かわいいところがあるなーと思って」

　ぽん、と音を立てて、月歌の顔が茹ゆで上がった。

　彼女は立ち上がると、抱えていたクッションを振り上げて、

「こ、この！　このッ!!」

「うわ、やめろ！　はっきり言えっていうからはっきり言ったんだろ！」

「は、恥ずかしいこと言うな！　恥ずかしいだろ！　ばか！　ばかセンパイ！」

　ばふばふと、十回ほど叩たたいたところで、月歌は不意に手を止めた。ぜーはーと、肩で息をする。体力は、あんまりないらしい。

「うう～っ……こんな奴やつに、頼らなくちゃいけないなんて……！」

　月歌はパステルカラーのベッドの上で、もじもじと腰を動かした。

　と、そんな月歌の後ろから、ひとりの少女がひょこっと顔を出した。

　蓮は、少し驚おどろきながら彼女の名前を口にする。

「……彼ひ岸がん、か？　なにしてるんだ、こんなところで」

　濡ぬれ羽ばね彼岸。『ベッドルーム』メンバーのひとりだ。

　クセモノ揃ぞろいの『ベッドルーム』でも、彼女だけは一際異彩を放っている。銀に輝かがやく長い髪と、同じく銀ぎん色いろの美しい瞳ひとみ、すらりと伸びた手足は抜けるように白く、どうやら異国の血筋であると話に聞いたことがある。なによりも特筆すべきはその年ねん齢れいで、高校生ばかりの『ベッドルーム』にあって、ただひとりの小学生なのだ。

「いっしょに、ねる」

　ぼんやりとした彼岸の言葉に、月歌が付け加える。

「……テパさんは、二人ふたり分ぶんの夢を食べられるんだろ？　それだったら、彼岸も一いつ緒しよに食べてあげてほしいんだ。『共有スケジュール』にも、確たしかそういうことができると書いてあったはずだぞ」

「んー？　まあ、テパとしては、たくさん食べられたほうがいいんだけど──」

　顎あごに指を当ててつらつらと考えながら、テパの口元に意地悪な笑えみが浮かぶ。

「でも、いいの？　二人ふたり分ぶんの夢なんて食べちゃったら──間違いなく、げっぷしちゃうよ？」

　月げつ歌かはぐっと唾つばを飲み込んだが、それでもテパの紫の瞳ひとみを見返し、

「……い、いいよ、別に……だって、それは悪夢じゃないんだろ？　普通の、夢なんだろ？」

「普通かどうかは、意見の分かれるところだなあ。参考までに、昨日きのうパパがスミレと一いつ緒しよに寝たときに、パパがどんな夢を見たのか教えてあげよっか？」

「おいやめろ」

「聞かせて。お願ねがい」

「えっとね、パパが四よつん這ばいになって、スミレがそこに座ってる夢だったかな。スミレは女教師さんの格好で、なんでか知らないけど鞭むちでパパのお尻しりをぺちぺち叩たたいてるの」

「…………………………………………………………」

「ちなみにばっちり現実化したよ？　パパ、スミレのお椅い子すさんみたいな格好で目が覚めたよね？　いやあ、あれはキツかったねー」

「おまえが選んで喰くったからだろ……！」

　蓮れんは怨おん念ねんが混じった声で反はん論ろんするが、すでに月歌の態度は帰還ポイント・オブ不能点・ノー・リターンへと到達してしまっていた。青ざめた顔をゆるゆると振りながら、彼ひ岸がんの身体からだをぎゅっと抱きしめている。

　しかし、抱かれている彼岸のほうはといえば、眉まゆひとつ動かさずに、

「べつにいい」

　それだけを、ぽつりとつぶやいた。

「イヤな夢を見るくらいなら、──それが、本当になってしまうくらいなら、そっちのほうがずっといい」

　彼岸の言葉に、月歌は唇を嚙かんで、うつむいた。

　その顔には、かつてスミレやゆずりが浮かべたものと同じ表情が貼はりついている。

　自らの過去を──悪夢として、毎夜のように蘇よみがえる悲惨な体たい験けんが、再び現実のものになることを、彼女たちはなによりも怖れている。

　いつもぼんやりとしている彼岸でさえ、どこか緊きん張ちよう感かんを漂わせていた。彼岸とて、まだ小学生なのだ。悪夢に怯おびえる気持ちは、月歌よりもずっと強いのかもしれない。

「……そうだな。彼岸の、言うとおりだ」

　やがて、月歌は諦あきらめたように、ぽつりとつぶやいた。

「恥ずかしいとか、気持ち悪いとか、こんなヘンタイと一緒の部へ屋やにいるだけで死んでしまいたいとか、そんなことを言っている場合じゃない、よな」

　いつだったか、スミレが『月歌も蓮と寝たいと言っていた』と口にしていたことがあったが、どうやらあれは蓮れんの幻げん聴ちようだったらしい。

「わかった。覚悟を決めた。仕方ない。それじゃあ──」

　と、月げつ歌かは床を指差して、

「センパイは、そこでよろしく。あたしと彼ひ岸がんはベッドで寝るから、」

「なに言ってんの、月歌？」

「え？」

「パパと一いつ緒しよのベッドに入らないと、テパは夢を食べることなんてできないよ？　ものすごーく近くじゃないと、少なくとも、手が触れるくらいの距きよ離りにいてもらわないと」

　みるみるうちに、月歌は耳まで真まっ赤かに染まっていく。

「そ、そっ──そんなこと、聞いてないぞ!?　彼岸、おまえは!?」

「しらない。でも、それでもべつにいい」

「よくないだろ!?　い、い、一緒のベッドだなんて──そんな、そんな──こっ、子供ができたらどうするんだよ!?」

「ていうか、そんなの今さらだよ？　ゆずりやスミレが、何十回パパと身体からだを重ねたと思ってるの？」

「そんなにやってない、っていうかその言い方やめろ！」

「か、からっ──、かさねっ──!?」

　月歌の顔は、はちきれんばかりに赤くなっている。『ベッドルーム』でいちばん垢あか抜ぬけた月歌は、いちばん純真な子であるらしい。見た目は男と遊び回っているギャル系雑誌の読者モデルのような感じなのに、ここまで外見と性格が一致しないのも珍しい。

　しかし、覚悟を決めたという言葉に、噓うそはなかったらしい。

　彼女はゆっくりと顔を上げると──蓮に譲ゆずるように、ちょっと身体を動かして、パステルカラーの掛け布団をずらしてみせた。

　少女の魂のような純白のシーツを晒さらしながら、月歌は小さな声で、

「……えっちなことしたら……殺すからなっ……！」

　そうつぶやいて、蓮の頭をくらくらとさせた。




　　　　◆




　そういうわけで、床入りである。

　女の子と一緒に寝るようになってから、一ヶ月くらいが経たつが、蓮が慣なれることは決してなかった。どのような状況でも、パジャマを着た女の子と一緒の布団に入るということは、かなりの緊きん張ちようを伴うのだが──

　いくら緊張しているといっても、月歌ほどではない。

　蓮れんは首をかたむけて、すぐ左で横になっている月げつ歌かを見た。

　がちがちである。

「……なあ」

「──ッ、な、なんだ!?　は、は、早く、寝ろよ、あたしが眠れないだろッ！」

「隣となりでそんなふうに固まられると、眠れるものも眠れないんだよ……」

　そのとき、蓮の右側で、彼ひ岸がんがむくりと起き上がった。

「……ふたりとも、うるさい。ねむれない」

「っていうか、彼岸はまだ寝ちゃダメだからね？　少なくともパパがおねんねさんになるまでは、寝たら大変なことが起きるんだからね？　その辺、わかってる？」

　彼岸は銀の目を瞬しばたたかせながら、ふるふると首を振り、

「わかってない。どうして？」

「……。パパ。説明」

「僕が眠る前にきみが眠ってしまったら、きみの悪夢が現実化してしまうからだ」

　そう言われて、彼岸は、自分の手のひらを覗のぞき込んだ。

　そこには、黒い糸によって彼岸と繫つながれた、鶏けい卵らんほどの大きさのタマゴがある。

　悪夢を食べ、悪夢を現実化し、悪夢の姫君を産み出す悪夢のタマゴ──『禍まが卵たまご』。

　彼岸のタマゴには、灰はい色いろの正方形をいくつも並べたような幾何学模様が浮かんでいる。蓮のタマゴは紫の流水模様であり、月歌のそれは、深い青あお色いろの縞しま模も様ようだ。

「『禍卵』が悪夢を食べるより先に、テパがきみたちの悪夢を食べる。だから、テパと一緒に寝ることで、悪夢を防ぐことができるんだけど──テパは宿やど主ぬしの僕が眠っていないと、夢を食べることができないんだ。そもそも、こいつは僕の夢を食べるついでに、きみたちの悪夢を食べるわけだからな」

「そうだぞ、彼岸。だからあたしたちは、宵よい原はらセンパイが先に寝てくれないと、眠ることもできないってわけだ」

　彼岸はぼんやりした眼まな差ざしで蓮を見み遣やり、

「それじゃあ、はやくねて」

　言われなくてもそうしたい。蓮はベッドの上で横になり、目を閉じた。

　しばらくしてから、蓮は薄うすく目を開ける。

　彼岸と月歌は、息を詰めるようにして、蓮の顔をじ──────っと凝ぎよう視ししていた。

「寝れるか！」

　ばしん！　とベッドを叩たたいて、蓮は起き上がった。

「な、なんだよ。静かにしてただろ。じっと目を閉じて羊でも数えていれば、そのうち眠れるんじゃないのか？」

「あんなにガン見されてて眠れる奴やつなんているわけないだろ！」

「じゃあ、見ていなければねむれるの？」

「……まあ、努力はしてみるけど……」

　彼ひ岸がんは、黙だまって蓮れんのことを見つめた。銀ぎん色いろの目が、しょぼしょぼしている。身体からだは不安定にゆらゆらと揺れ、何度も何度も小さなあくびを漏らしている。

　月げつ歌かが、恐る恐る、というように、

「ひょっとして、彼岸、ものすごく眠かったりするのか？」

「さっきから、何回か、ちょっとねちゃってる……」

「宵よい原はらセンパイ！　あんた、なんにも思わないのか!?　こんな小さな子が、眠気をこらえてあんたが寝るのを待ってるんだぞ！」

　義ぎ憤ふんに駆られて、月歌は険しい表情で叫んだ。

　そう言われても、と蓮は表情を曇くもらせる。自分だって眠れるものならばさっさと寝てしまいたい。この『ベッドルーム』での睡眠が生活の起点になりはじめているのだから、ぼんやりとした眠気は浮かびはじめている。

　それなのに眠ることができない理由は、ただひとつ。

「きみが悪い」

　ひたりと指を差されて、月歌は困惑する。

「──あ、あたし？　な、なんだよ、あたしはなんにもしてないだろ」

「いや、だってさ、さっきから──僕の腕に抱きついてきてるだろ？」

　確たしかに。月歌はがちがちになりながら、蓮の腕にひしと抱きついている。

　改めてそれを指摘されて、月歌の頰ほおがぱっと赤らんだ。

「そっ、それは、だって、こうしないと夢が食べられないっていうから！」

　蓮はしみじみと首を振り、

「だからって、そんなにぎゅっとくっつかなくてもいいじゃないか。おかげでさっきから、きみの大きな胸が肘ひじに当たって、寝るどころか目が冴さえていくばっかりごッ!?」

　月歌は思いっきり身体を仰のけ反ぞらせて、自分の額ひたいを蓮の額にブチ当てた。

　蓮の目の前に火花が散る。月歌も同様、パステルカラーのベッドの上で、二人ふたりしてごろごろと悶もん絶ぜつするさまを、テパの紫眼と彼岸の銀眼が冷たく見据えていた。

「～～～～～～ッ、む、胸のことを言うな！　恥ずかしいだろ!?」

「だって実際にそうなんだから仕方ないじゃないか！　もう少し気を遣つかって、同じ抱きつくにしてもその柔らかい胸が触れないようにだな、」

「うわあああああああっ！　言うなって言ってるのにッ!!」

　腕を振り回して、月歌は蓮に殴りかかる。ぽかすかと殴られて、蓮は閉口した。大して痛くないが、おかげで眠気の雲がどこかに吹き散らされてしまった。

　と、彼岸がぽつりと、

「月げつ歌かのおっぱいが大きいと、どうして蓮れんくんがねむれなくなるの？」

「彼ひ岸がんまで！　そんな言葉を言うんじゃありません！」

「それはな彼岸、不ふ思し議ぎなこともあるもので、僕くらいの歳としになると男の子は、」

「あんたも小学生になに言ってんだ!?」

「小学生だからこそ正しい知ち識しきと理解を必要としてるんだろうが！」

「開き直ってんじゃねえ！　やっぱ噂うわさは本当だったんだな、このヘンタイ！」

　彼岸はしばらくのあいだ、二人ふたりの言い争いを見つめていたが、

「わかった」

　そう言って、彼岸はベッドの上に膝ひざを揃そろえ、ちょこんと座った。

「蓮くん。おいで」

　ちょいちょいと、小さな手のひらに誘われて、蓮は思わず真顔になってしまった。

　月歌は目を丸くし、テパは「面おも白しろそうなことが始まった」とばかりに身を乗り出した。

「なになに、彼岸、なにしてるのかな？　パパに、なにをさせるつもりなのかなっ!?」

　なんでおまえはそんなに楽しそうなんだ。

「なにって。ひざまくら」

「……なぜ、そんな、ことを……？」

「わたしにもねむれないときがある。そういうとき、いつも、月歌がひざまくらをしてくれる。そうすると、すぐにねちゃう。こうかバツグン」

　そうして、彼岸はもう一度、「おいで」と手招きをした。

　蓮は別にロリコンではないが──しかし、小学生の女の子が、舌っ足らずに「ひざまくらをしてあげる」と申し出る姿には、なにか、惹ひかれるものがあった。

「おい。ちょっと待て。あんた、なに考えてる……？」

　ふらふらと彼岸に近づきかけた蓮の後ろ頭を、月歌はがしりと鷲わしづかみにした。

　蓮は、むしろ心外だとでも言うように月歌を振り返り、

「なにって。ひざまくら」

「正気か!?　子供にひざまくらしてもらうつもりか！」

「だってまーしょうがないよね。月歌はひざまくら、したくないんでしょ？」

　月歌はテパを見上げ、うろたえたように、

「な、な、なんであたしが」

「いつもは月歌がやってあげてるんでしょ？　優やさしいね、お親切さんだね。でも、月歌はパパのことが嫌いだから、ひざまくらなんて世界が滅びてもやりたくないんでしょ？」

　月歌はちらりと蓮のことを見て、小さく頷うなずいた。

　傷つく。

　自業自得だが。

「だから代わりに、彼ひ岸がんがやろうとしてるんじゃん。自分がやらないんだったら口を出すべきじゃないって、テパは思うな」

「ぐっ……！」

　テパに正せい論ろんを言われると、正しいとわかっていても従いたくなくなるのはどうしてだろう。

　とはいえ、月げつ歌かは蓮れんほどひねくれてはいなかったらしい。観かん念ねんしたようにがっくりと肩を落とすと、彼女はその場に膝ひざを揃そろえて、

「…………ほ、ほら」

「？」

「ひざまくら！　──あ、あたしが、してやる。彼岸は、やらなくて、──いい」

　屈辱に、肩と声を震ふるわせながら、月歌はようやくそれだけを言った。

　彼岸は銀の目をぱちぱちと瞬まばたきさせてから、体育座りの姿勢になった。

「じゃあ、どうぞ。蓮くん」

　のんびりと言った彼岸に、蓮は四よつん這ばいになったまま、首だけをぐるりと回して月歌のことを見た。

「……猫みたいだな」

　ぽそりと月歌がつぶやいた。それから、自分の言葉に自分で頷うなずいて、

「そ、そうか。宵よい原はらセンパイだと思うからいけないんだ。猫だと思えば……うん……」

　月歌は目を閉じた。膝の上を叩たたきながら、ちちち、と舌を鳴らす。

「ほら。おいで」

　この子はちょっと頭がアレだな、と思いながら、蓮は言われたとおり、ぎしぎしとベッドを揺らしながら月歌に近づいて、その膝にぽすんと頭を載せた。

　月歌の太ももが緊きん張ちようにこわばるのが、パジャマ越しに伝わってきた。

　ほう、と息を吐いて、蓮は目を細める。やわらかな肌、ほのかな体温。女の子の良い香りが鼻をくすぐり、恥ずかしいようなむずがゆいような、不ふ思し議ぎな気分に浸ひたる。

「どう？　蓮くん」

「眠れそう？　パパ」

　気がつけば、彼岸とテパが目の前にいた。ベッドの上に揃って寝転び、ぱたぱたと足を上下させている。銀と紫の瞳ひとみに、蓮は口を開いて答えようとして、閉じた。

　猫は言葉を喋しやべらない。

　だから彼は、代わりに親指を立てて、「グッドだ」という意思を示した。

「そう。蓮くん、きもちいいって、月歌」

「……猫……猫だ……これは猫……大きめの、ふとめの猫……」

　月歌はぶつぶつと自己暗示をかけている。

　彼岸は不思議そうに首をかしげ、

「でも、まだねむれないみたい」

　そう言って、物思いに耽ふけるような沈ちん黙もくのあと、ぽつりと、

「なでなで、してあげて？」

　月げつ歌かの頰ほおが、ひくりと引きつった。

「なでなで？　なでなでってなに？」

　こういうとき、すかさず食いついてくるのはテパだ。

「ひざまくらでもねむれないとき、月歌はいつも、わたしの頭をなでなでしてくれる」

「へえ……そうなんだあ……月歌ってば……」

　テパはにやにやと笑う。しかし月歌はそれを見ていない。目を固く閉じて、顔を真まっ赤かにして、震ふるえる手を動かして、

「……い、良い子、良い子……！」

　苦しそうな声とは裏腹に、月歌の手のひらは、優やさしく、やわらかく、蓮れんの頭を撫なでた。

　あまりの心地ここちよさに、蓮は静かにまぶたを落とした。

　月歌の細い指先が、蓮の髪の毛を梳すくように動いている。耳の後ろを滑り落ちて、そのまま頰を撫でてくれる。まさしく猫になった気分だ。

　それでもまだ足りないと思ったのか、彼ひ岸がんは無情にも、

「子守歌、うたってあげて？」

　月歌の顔が、泣きそうに歪ゆがんだ。

「子守歌!?　子守歌ってなに!?」

　彼岸はテパを見返し、若干「うるさいなあ」というような顔で、

「なでなでしてもらってもねむれないとき、月歌はいつも、子守歌をうたってくれる」

「こ、こっ、子守歌!?　きひひひひひひっ、す、すごいね月歌、お親切さんどころじゃないね！　おママさんだ！　そんな不良みたいな格好してるのにね！」

「………………っ」
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　ぷるぷると、月歌が震ふるえはじめた。唇を固く引き結んで、その顔は今にも爆ばく発はつしそうである。目の端には恥ずかしさのあまり涙さえ浮かんでいたが、幸いにも蓮は猫のように身を委ゆだねて目を閉じていたから、それを見ずに済んだ。

　やがて、月歌は静かな歌声を響ひびかせはじめた。

「──ね、ね、────ねん、ねん、ころりよ、──おこ、ろり、よっ……！」

「……？」

　彼岸が妙な顔をしているのは、月歌の歌声がやや調ちよう子し外はずれだったからだろう。あまりのおかしさに、テパは口を押さえて笑い声を殺しながら、ばたばたとのたうち回っている。こいつには人の情がないのか。

「──ぼうやは、よいこだっ……ね、ね、ねんね、しな……」

　テパの反応に動揺したのか、月げつ歌かの声はどんどんおかしくなっていく。それを聞いたテパが、ついにこらえきれなくなって「きひひひひひひひっ！」と甲かん高だかい笑い声を漏らした。それを聞いた月歌のリズムが、さらに狂っていき──

　耐えきれなくなって、自分の髪を撫なでる月歌の手に、蓮れんはちょっと触れて、

「……落ち着け。テパのことなんて、気にしなくても──」

「猫が喋しやべるな!!」

　いっぱいいっぱいになった月歌は、大声で叫んで蓮のこめかみに肘ひじ打うちを喰くらわせた。

　ひどい。




　　　　◆





「ドレイふぜいが、だれのゆるしをえて休んでおる」

　平坦な声を頭上から浴びせられて、蓮はのろのろと顔を上げた。乾いた空気が頰ほおを撫でる。頭上から射さし込むぎらぎらとした陽光が、真ま砂さごの宮殿を白く染め上げていた。

「きょういくが、なっていないのではないか」

　精せい緻ちな彫刻が施された玉座に深々と腰かけているのは、おお、尊顔を拝することすら畏おそれ多い、いと貴とうとき女王陛下にあらせられる。

　蓮れんはその足下に跪ひざまずき、監かん督とく官かんが宙を飛び回りながら叫ぶ。

「ははーっ。たいへんなご無礼をいたしました、ヒガン女王陛下！　なんでしたら、パパに鞭むち打うちのお仕置きをしちゃいましょうか？　──きひひっ」

「よい。それよりも、早はよう余をあおぐのだ。あつうてたまらぬ」

「あいやさいさい、仰おおせのままに。ほれ、パパ、きりきり働いて！」

　ぴしっ、と甲かん高だかく鞭の音が鳴り、蓮は機き械かい的てきに立ち上がった。いつの間にか、彼の手には大きな植物の葉が握られていた。一枚が蓮の上半身くらいある。それを使って、蓮は足首しか見えない女王陛下のことを、ゆっくりと煽あおぎはじめた。

　女王陛下の裸足はだしが、嬉うれしそうに砂の床を踏み鳴らした。

「うむ。よい心もちじゃ。──おい、そこな女。おまえはなにをしておる？」

「へ？」

「へ？　ではない。そちもあおぐのだ。これは、ちょくめいであるぞ」

　ちらり、と蓮はそちらに目を向けた。

　そこには、女おんな奴ど隷れいが立ち尽くしていた。蓮と同じように巨大な葉っぱを持っているし、蓮と同じように玉座の脇わきに跪いているし──

　それに、蓮と同じように、草の腰ミノしか身につけていない。

　そのほかは、全裸である。

「むむっ。なにしてんの、月げつ歌か？　女王陛下の仰せだよ！　早く煽いで！」

　鞭の音に、女奴隷──月歌は怯おびえたように身体からだをすくませて、

「で、で、でも……手、手を、動かしたら……」

「動かしたら？　どうなるっていうのかな！」

「…………みえちゃう…………」

　月歌はその大きな胸を、両腕で抱えるようにして隠している。女王陛下を煽ぐためには、その両手を使って葉っぱを大きく上下させなくてはいけない。

　そうなったとき、月歌の胸はどうなるか。

　空中にいる何者か、っていうかもうぶっちゃけてしまうとテパが、ぴしゃん、と壁かべに鞭を打ちつけた。

「月歌のおっぱいのことなんて知らないよ！　テパは、ただ、女王陛下によくお仕えしなさいと言ってるの！　さあ、自分の仕事をちゃんとして！」

「……ううっ……」

　月歌は涙ぐんだ目を閉じて、羞しゆう恥ちに唇を嚙かみながら、ゆっくりと両腕を上げていき──

　不意に、蓮の視界を、テパが埋め尽くした。

「おおっと、残念。サービスはここまでだよ、パパ」

　紫の瞳ひとみを、楽しそうに細め、

「ここから先は──テパに、ごちそうしてからね。というわけで」

　ぱちん、とテパは両手を打ち合わせる。彼女の金髪に載った殻の王冠が、蓮れんをあざ笑うようにかたかたと動きはじめる。

　そうして、テパは、高らかに叫んだ。

「いただきます！」






　　　　◆




　そして宵よい原はら蓮は目を覚ました。

「……なんだ、」

　夢か──と続けようとした声は、重いため息に変わった。

　自分をごまかすのにも、限度というものがある。

　なにしろ、月げつ歌かの寝室が、まるごと砂の宮殿に生まれ変わっているのだから。

　さすがに部へ屋やの規模までは変わっていないが、内装は完全にエジプト的な王宮になっている。砂岩で作られた壁かべがぐるりと蓮たちを取り囲み、犬や鳥の頭を持つ神々を描いた不ふ可か思し議ぎな壁へき画ががそこに広がっている。あちこちに熱ねつ帯たいの植物が生い茂り、乾いた熱気が肌を撫なでている。

　玉座には、宝石をたくさんちりばめた水着のような服を着た彼ひ岸がんが、すやすやと健すこやかな寝息を立てていた。

　蓮は、どんよりとした目でそれを見つめる。

「あー、もう、食べ過ぎ。死ぬかと思ったよー」

　と、頭のすぐ後ろから、そんな声が降ってきた。

　蓮は、彼女を見上げもせずに答える。

「そうか。そのまま死ねばよかったのにな」

「おや？　なんだかお不ふ機き嫌げんさんだね、パパ。なにかイヤなことでもあったの？」

「今、この状況が、とても、イヤで、仕方ない」

　テパは、ぽっこりとふくらんだ下腹部を満足げに撫でながら、

「ああそうなの？　たいへんだねー。でもテパも大変なんだよね。だってほら、夢がたくさんありすぎてさ。もうお腹なかいっぱい。お腹ぽんぽんさん。破裂しそうだよ──、けぷっ」

　テパがげっぷした瞬しゆん間かん、上からひらひらとなにかが舞まい降りてきた。

　手に取ってみると、それは、葉っぱで作った扇のようだった。

　うろんな目でそれを見つめながら、蓮はぽつりと、

「……エジプトの女王と、その奴ど隷れいたち……？」

「おお、珍しいねパパ。自分の夢、覚えてるの？」

「んなわけないだろ。ただの推測だ」

　テパに夢を食べられた場合、その夢の記き憶おくは抜け落ちてしまう。それでも、『現実化』した周りの痕こん跡せきから、どんな種類の夢を見たのか、ある程度は想像することができる。

　女王陛下であらせられるところの彼ひ岸がんを見上げながら、蓮れんは頭を搔かく。

　まあ──逆でなくてよかった。幼女を奴ど隷れいにするくらいなら、幼女の奴隷になったほうがまだ体面が保てる。どっちもどっちという気もするが。

「ん……んん……」

　そのとき、彼岸を挟んで反対側にいた少女が、身じろぎをした。

　小さ夜よ町まち月げつ歌かである。

　彼女もまた、気持ちよさそうに眠っていた。悪夢をすっかりテパに食べられて、安眠に身を委ゆだねているのだろう。片手を額ひたいにかざすような格好で、静かに寝入っている。

　ただし、彼女の服装は、蓮と同じである。

　腰ミノしかつけていない奴隷装しよう束ぞく。

　上半身は、まるっきりの、裸である。

「………………………………………………………………」

　蓮は凍りついたように、寝息に合わせて上下する双そう丘きゆうを見つめていた。

「パパ？」

「ッ！　な、なんだ!?　ぼ、僕は、なにも、して、いや、見ていないぞ!!」

　顔が熱あつくなっていくのを自覚する。蓮は目をそらし、手にした葉っぱの扇で月歌の胸元を覆おおい隠した。二枚の扇は、合わせればちょっとした掛け布団ほどの広さになる。

　うーん、とテパが腕を組み、難むずかしい顔をした。

「パパってお変態さんのくせに、そういう純情なところもあるんだよね……」

「うるさい！　だ、誰だれのせいだと──！」

　テパは紅あかい唇をにやりと笑えませて、ひらひら手を振った。

「だから何度も言ってるでしょ、テパのせいじゃないよ、こんな夢を見たパパのほうが悪いんだよって」

「ぐぐっ……！」

「ていうか、そんなことをしてる場合なのかな？　今、二人ふたりが目を覚ましたら、どうなっちゃうと思うのかな？」

　テパに指摘されて、ハタと気がついた。

　そのとおりだ。彼岸はまだいいとして──月歌のほうは、まるで言い訳が立たない。なにしろ蓮も揃そろって上半身裸なのである。外見に似合わず純真な月歌のこと、起き上がってこんな状況を目にしたら──

　悲鳴をあげるだろう。

　ゆずりや合ね歓むに届くほど、大きな悲鳴を。

　握にぎり締しめた拳こぶしの重さと、銀のナイフの鋭するどさを思い出した。

「…………」

　リアルな死の予感に、背筋が冷えていく。

　静かに立ち上がり、そろそろと出口に向かう。腰巻きひとつだったが致し方なし。自分の部へ屋やに戻ってなにか着替えを──と思いかけて、自分に予備の着替えなどないことを思い出した。

　そのとき、後ろで物音がした。

「……ん……んん……？　宵よい原はら、センパイ……？」

　ドアノブを回しかけたままの姿勢で、蓮れんは、ゆっくりと後ろを振り向いた。

　月げつ歌かが上半身を起こしていた。

　寝ぼけまなこをこすっていた彼女は、蓮の格好を見て、くすりと笑いを漏らした。

「なに、そのカッコ……ヘンなの…………、？」

　そこまで言ったところで──彼女の胸元を隠していた葉の扇が、ひらりと落ちた。

「……………………、…………………………!?」

　ざわり、とハニーブラウンの髪が逆立ったのを、蓮は見ることがなかった。

　なぜならそれより先に、素早すばやくドアを開けて、脱だつ兎とのごとく逃げ出していたからだ。

「──い、いやああああああああああああああああああああああああっ!?」

　閉じたドアの向こうから響ひびいてきた、絹を裂くような月歌の悲鳴に、さすがの蓮も走りながら頭を下げて、「ごめん」とつぶやいた。




　　　　◆




『──ええ。こっちにも来たわ。会わせるわけにはいきませんって、何度も何度も追い返したんだけど──聞かなくて』

「……そうですか」

『ごめんなさい。彼女がこちらに現れたときに、あなたに連絡しておくべきだったわ。余計な不安を、与えたくなかったんだけど、それが裏目に出たみたい』

「いえ、ありがとうございます。ボクも──まさか、あいつが、ここまで現れるとは、考えていませんでした」

『青せい年ねん会かいの人たちには、一応話しておいたわ。あなたからも、ご当主さまに伝えておいて。『閨ねや』に──、ああ、今は『ベッドルーム』だったかしら。そこにいるの？』

「ええ。でも、合ね歓むさんはいないみたいですけど」

『なら、ゆずりさまでも玄げん城じようさんでも構わないわ。黒くろ噤つぐみに連なる人に助力を乞こいなさい』

「はい。……あの」

『なに？』

「今日きようは──帰らなくても、構いませんか？」

　少しの間。

『……そうね。そうしたほうが、いいかもしれない。彼女、まだ寮りようの周りをうろついているかもしれないし。でも──当てはあるの？』

「なんとか、してみます。それでは」

　それを最後に、黛まゆずみスミレは、通話を切った。

「っ…………！」

　ぎしり、と、手の中の携帯が軋きしむ。立たち眩くらむような感覚に、スミレは奥歯を嚙かみしめて、頭に手を当てて、必死でそれをやり過ごさなければならなかった。

「どこまで──」

　知らず、声が漏れる。『サロン』の白い光の下で、ひとりきり立ち尽くしながら、スミレは自分が今にも泣き出しそうな顔をしていることに気づいていなかった。

「あの人は、どこまで、ボクを────！」

　そのとき、どこか遠くから、誰だれかの悲鳴が聞こえてきた。

　思わず身構えて、悲鳴の聞こえた方向に目を向ける。恐らく、月げつ歌かの悲鳴だ。彼女の身に、なにかあったのだろうか？

　その疑問は、蓮れんが『サロン』に入ってきた瞬しゆん間かん、弾はじけて消えた。

「………………なにやってるんだ、きみは」

　先ほどまでの、身体からだが冷え込んでいくような感覚も忘れて、スミレは呆あきれきった目で蓮を観かん察さつした。

　なにしろ蓮は、石せつ器き時じ代だいの原人のように腰ミノ一丁というステキにヘンタイな格好なのだ。ここが『ベッドルーム』内だからまだいいようなものの、こんな格好で外をうろついていたら通報されても文句は言えない。

「スミレ!?　い、いや、これは──」

　蓮が弁解しようとした瞬間、遠くから「ずがん！」という凄すさまじい音が聞こえてきた。

　純じゆん潔けつを汚されて怒り狂った乙おと女めが、汚した男の部へ屋やのドアを思いっきり蹴けりつけたような、そんな音だった。

「よ、宵よい原はらセンパイ！　いるんだろ!?　出てこい！　せっ、──責任を取れっ!!」

「………………」

「………………」

「きひっ、きひひひひひひひひひひひひひっひひひひひひ！」

　スミレはジト目、蓮はうつむき、テパは爆ばく笑しようしている。

　と、エレベーターが『サロン』に到着した。蓮はすかさずそこに乗り込み、スミレもそれに続く。

　エレベーターの扉が閉じた瞬しゆん間かん、スミレはぽつりと、

「蓮れん」

「はい」

「月げつ歌かに、なにしたの？」

　ごうんごうん、とエレベーターが稼か働どうする音だけが、しばし響ひびいた。

　さすがに、こめかみがひくつくのを抑えられない。スミレは腰ミノだけの蓮の前に立ち、腕を組んでその顔を見上げた。

「蓮。言っておくけど、月歌はボクが『ベッドルーム』でいちばん仲良くさせてもらっている友人なんだ。彼女にヘンな真ま似ねをしたら、いくらきみでもただじゃおかないよ」

「ご、誤解だ！　僕じゃない、テパが勝手に！」

「えーなになに、テパのせいにするの!?　もとはといえばパパがあんな夢見るからいけないんじゃない！」

　何度か聞いたことのあるやり取りである。スミレは、深いため息をつくしかなかった。

　まあ、なにがあったのかは、だいたい予想できる。

『禍まが姫ひめ』テパは、宿やど主ぬしである蓮と一いつ緒しよに眠った女の子の夢を食べる代わりに、宿主である蓮の夢を実体化させる。普通の夢ならば少しも問題はないのだが──もっとも大きな問題は、蓮がえっちな夢ばかりを見るということなのだ。

　自分の身に降りかかったあれこれを思い出して、赤面しながらスミレは言う。

「月歌は、とっても繊せん細さいな女の子なんだ。蓮の欲望をそのままぶつけたら、男性不信になってしまう。そこのところを、よく考えて行動してくれないか」

「言わせてもらうが、あの程度で男性不信になっていたらこの先やっていけないぞ」

「……腰ミノ一丁でキメ顔をしないでくれるかな。ムカつくから」

　そんなことを言い合っていると、エレベーターが地上に到着した。

「さ、さすがに上は冷えるな……！」

「まあ、そんな格好じゃあね」

『ベッドルーム』とは違い、すでに使われなくなって久しい旧校舎に、空くう調ちよう設備などという上等なものは存在しない。五月とはいえ時刻はもうすぐ午後七時、高地にある陽ひの守かみ地方の夜は思いのほか冷える。

　かたかたと震ふるえる蓮を見かねて、スミレは提案した。

「一度、下に戻ったらどうだい？　着替えくらいはあるんだろ？」

「い、いや──着の身着のままで小さ夜よ町まちさんと一緒に寝たから──なにもないんだ。それに、そもそも今降りたら、小夜町さんに殺される」

「まあ、それはそうかもしれないが──、じゃあ待て。着替えはどこにもないのか？」

　こくん、と蓮は頷うなずいた。スミレは、呆あきれたように眉まゆ根ねを広げ──

　その瞬しゆん間かん。

　あることを、思いついた。

　スミレがやらなくてはいけないことと、今、隣となりで震ふるえている蓮れんの有あり様さま。

　使える、と一瞬だけ思ってしまい、そんなことを思った自分を嫌悪した。それは、ある意味では蓮を利用することだったからだ。かつて同じようなことをして、蓮を危険な目に遭わせかけたことを、思い出したのだ。

　──黛まゆずみさん。私は、あなたのそういうところが好きではありません。

　昼間、ゆずりから投げつけられた言葉が、不意に頭に浮かんだ。

　同感だった。スミレも、自分のそういうところが好きではない。弱くて、卑ひ怯きようで、あれこれと画策してしまうところを──スミレは、憎んでいる。

「スミレ？　どうしたんだ？」

　心配そうに声をかけてきた蓮のことを、スミレはゆっくりと見み遣やり、

「……蓮。ちょっと思いついたんだけど……」

「うん？」

「黒くろ噤つぐみさんのお屋や敷しきに行くというのはどうだろう。ここから五分も離はなれていない場所にあるんだ。そこに行って事情を説明すれば、着替えくらいは貸してもらえるだろう──」

　そこまで言って、スミレはぴたりと口を閉じた。友人を利用しているという、強烈な自己嫌悪が襲おそってきて、それ以上はなにも喋しやべれそうになかった。

　しかし蓮は、「おお」と手を打って、

「なるほど、その手があったか！　さすがスミレだ！」

「うん、さすがパパだね！　自分の都合が悪いときだけゆずりを利用するだなんて、そんなの普通は思いついても実行しないよね──あにゃにゃにゃにゃにゃっ!?」

　蓮は空中からテパを引きずり下ろして、そのほっぺたを左右に思いっきり引っ張った。

　その光景にも、スミレはじっと足下を見下ろすことしかできない。

　テパの言葉は、そのまま、スミレにも突き刺さっていたからだ。

「そういうことなら、早く行こう──、っくしゅん！」

「……ほら」

　せめてもの、罪滅ぼしのつもりだったのだろうか。

　スミレはジャージの上を脱いで、蓮に羽は織おらせた。

「えっ──、いや、悪いよ。スミレだって寒いだろう」

「そっちほどじゃないよ。ていうか、きみの格好は見ているこっちが寒くなるんだ。いいからそれを着て、そして──早く、黒噤さんのところに行こう」

　それだけを言って、スミレは足早に、旧校舎の外へと出た。

　少し迷うような間のあとに、後ろから蓮がついてくる足音が聞こえる。罪悪感に、ぎゅっと目を閉じながら、スミレは記き憶おくの底から黒くろ噤つぐみ家への道順を呼び起こしはじめた。







[image: 第三幕　黒噤家の一夜]







　黒くろ噤つぐみ家けのお屋や敷しきは、大きな、古びた洋よう館かんだった。

　しっかりとしたレンガ造りの、歴史と風格を漂わせる建物だ。館やかたの面めん積せきは、黒くろ噤つぐみ学がく園えんの校舎ほどもあるだろう。三つの棟むねが一列に連なっているという造りだが、そのうちの二つは火が消えたように静まり返っていて、人が住んでいる気け配はいはない。

　ただひとつ、正面玄関のある中央棟だけが、細々とした明かりを漏らしていた。

　両開きの大きな扉を見上げながら、スミレはごくりと喉のどを鳴らした。

「……こ、これを、叩たたけばいいのかな……」

　扉には、獅し子しを模したノッカーが取り付けられている。蓮れんがおずおずと、それに手を伸ばそうとした、その瞬しゆん間かん。

　扉が内側から開かれて、ひとりの執事が現れた。

　白い髪を後ろに撫なでつけて、同色の顎あご鬚ひげを綺き麗れいに整ととのえている。歳としの頃ころは初老というところだろうが、引ひき締しまった身体からだつきに老いの翳かげりは見当たらない。

「宵よい原はらさまに、黛まゆずみさま。いらっしゃいませ」

　初対面でいきなり名前を呼ばれて、ぴくりとも動くことができない蓮とスミレに、老人は深く腰を折り曲げて、

「本来ならばご用件を伺うかがうべきなのでしょうが──今はともかく、暖を取るほうが先決のようですね。ご案内いたします」

　そう言われて、蓮とスミレは恐る恐る、黒噤の家へと足を踏み入れた。




　執事服の老人は、玄げん城じようと名乗った。

「先々代のご当主さまから、このお屋敷に仕えさせていただいております。現在のご当主さまである黒噤合ね歓むさまが、今の主人ということになりますね」

　暖炉のある応接室に通されて、ふかふかのソファに座りながら、蓮とスミレはホットミルクをすすっている。夜風に吹かれて冷え切った身体に、熱あつ々あつのミルクを注ぎ込むと、生き返ったような気分になった。

「──、ありがとう、ございます。玄城さん。助かりました……」

「いえ。『ベッドルーム』の方々は丁てい重ちようにおもてなしするよう、主人から承うけたまわっております」

　なるほど、と蓮は頷うなずく。合歓ならではの手回しの良さだ。

　ちなみに今の蓮は、すでに腰ミノ一丁ではなく、その上から作さ務む衣えを着込んでいた。あんまりにもあんまりな蓮の格好を見かねて、玄城が持ってきてくれたものだ。

　一息ついてから、蓮は自分の服装について弁解しなくてはならなかった。

「……えっとですね、あの格好はその、僕の趣しゆ味みとかではなくて──」

「『禍まが卵たまご』関連の現象ですね」

　涼しい顔でそう言った玄城に、スミレが驚おどろきの声をあげる。

「玄げん城じようさん、『禍まが卵たまご』のことを知ってるんですか？」

「はい。僭せん越えつながら、私はご当主さまの補佐役を務めさせていただいております。黒くろ噤つぐみ家けの代々のご当主さまには、『禍卵』や『禍まが姫ひめ』、それに関かかわる人々を監かん督とくする義務がおありですから、自然と私もそういった事柄に関わることになるのですよ。……それに」

　と、玄城はふと、どこか遠くを見つめるような目をした。

「かつては私も、『禍卵』を抱えたことがありましたから」

「え……」

「昔の話です。今はもう、なにも見えない」

　静かにそう言って、玄城は再び頭を下げ、応接室から出て行った。

　三人きりになった応接室で、ぱちぱちと薪まきの爆はぜる音が響ひびく。

　ソファに深く腰かけながら、蓮れんはぼんやりと、つぶやいた。

「あの人も、昔は『ベッドルーム』にいたのか。いや、そもそも『ベッドルーム』ってどれくらい前からあるんだ？」

「『ベッドルーム』という名前になって、旧校舎の地下に作られたのは、ごく最近のことらしいけどね。『禍卵』や『禍姫』に憑つかれた人の面めん倒どうを見る施設自体は、それこそ何百年も前からあったらしいよ」

「何百年……」

　それほどの昔から、『禍卵』や『禍姫』、そして黒噤家は、この土地に根付いているのか。

　ふと、テパがつぶやいた。

「……今のあの人に、テパは見えないんだよね」

　テパは、珍しく笑っていなかった。応接室の片隅、天てん井じよう近くに浮き上がり、紫の流水模様のタマゴに腰かけて、足をぷらぷら遊ばせている。

「合ね歓むが言ってたよね。『禍卵』は、いつまでもあるものじゃないって。あの人も、昔は『禍卵』を持っていたんだけど、今はもうなくしちゃったんだよね。そうして、他ほかの『禍卵』も──テパのことも、見えなくなっちゃったんだよね。そしたらさ」

　揺らめく暖炉を見つめながら、テパは淡々と、

「ゆずりも、合歓も。スミレも、月げつ歌かも、彼ひ岸がんも──いつかは、テパのことが、見えなくなっちゃうっていうことなのかな？」

「……テパ」

「それに、もしかしたら、パパも？」

　紫の瞳ひとみに見つめられて、蓮はなにも言うことができなかった。

『禍卵』は、思春期のひとときに現れるまぼろしのようなもの──合歓は、そう言っていた。自分はわからないが、ただ『禍卵』を持っているだけの他のメンバーたちは、いずれ『ベッドルーム』から卒業するのだろう。

　そうなれば、彼女たちはテパを見ることも、テパと話をすることもできなくなる。

　テパを追い払うことが、蓮れんの目的のひとつであるはずだったが──このときの蓮は、なぜか、なにも言うことができなかった。

「なんだか、寂しいね」

　目を細めて、そうつぶやいたテパの表情が、本当に寂しそうだったからかもしれない。

　しんとした沈ちん黙もくが、しばらくのあいだ、応接室に立ちこめた。

　ややあって、扉が開く。その向こうから、玄げん城じようと──そして、ゆずりが姿を現した。

　自宅だから当然なのだが、私服姿である。白地に黒の縦たて線せんが入ったタートルネックセーターと、スリムフィットのデニムジーンズというラフな姿だ。

「蓮さま。なんですか、その格好は？」

「……ちょっと、事情があってね……」

　頰ほおを搔かきながら、蓮は状況を説明しはじめた。それを聞き終えると、ゆずりは呆あきれたような、怒ったような、そんな表情で、

「……なにをしてるんですか、まったく」

「いやあ」

「面めん目ぼくない」

　蓮とテパは、まったく同じ動作で頭を搔いた。ゆずりはイタズラした子を見る母のような目でそんな二人ふたりを見つめていたが、やがて小さく笑い出した。

「そういうことなら仕方ありませんね。しばらく暖を取っていってください。──そうそう、姉ねえさんは黒くろ噤つぐみの用事がありまして、先ほど出かけてしまいました。恐らく今晩は、もう戻らないと思いますよ」

「よかった、死なずに済む……」

「……姉さんが聞いたら泣きますよ」

　さすがのゆずりもジト目になるが、そう言われても怖いものは怖いのだから仕方がない。あの人のナイフに喉のど元もとを切り裂かれたときの衝しよう撃げきは、今でも色いろ濃こく残っていた。まったく、僕が死んでいなかったらどうするつもりだったんだ。

　と、それまで黙だまっていた玄城が、不意に口を開いた。

「お嬢じようさま。私はそろそろ──」

　ゆずりは柱はしら時ど計けいに視し線せんをやってから、小さく頷うなずき、

「わかりました。あとのお相手は、私がしておきます。ありがとうございました」

「はい。それでは、失礼します」

　再び丁てい寧ねいな辞じ儀ぎをして、玄城は応接室から出て行った。

　それをきっかけとしたように、スミレがソファから立ち上がり、

「黒噤さん。ちょっと、お願ねがいがあるんだ。聞いてもらえないかな」

　ゆずりは、どこか警けい戒かいするような色を浮かべながら、スミレに向き直った。

「──ボクを」

　小さく息を吸い込んで、スミレはまっすぐにゆずりを見て、意を決したように、

「ボクを、『ベッドルーム』に、泊めてほしい」

　ゆずりは、眉まゆを寄せた。

「理由は？」

「……理由、言わなくちゃ、ダメかな」

「もちろん。『ベッドルーム』の管理は、黒くろ噤つぐみの役目です。私の権限でも、あそこを一晩使わせることはできますが──それには、正当な理由をお聞かせください」

　胸を張り、ぴんと背筋を伸ばして、ゆずりはスミレにそう告げた。

　普ふ段だんのあんぽんたんな反応を見ていると、ときどき見失ってしまいそうになるのだが、こう見えて彼女は黒くろ噤つぐみ学がく園えんにおける最さい優ゆう等とう生せいなのだ。間違っていると思うことは、絶対に許容しない──そんな『正しさ』が、ゆずりの芯しんに通っている。

　もっとも、その『正しさ』そのものが、ゆずりの悪夢でもあるのだが。

　スミレは、蓮れんのことをちらりと見た。その瞳ひとみが、かすかに潤うるんでいる。

「……あの、席を外していようか？」

　なんとなく居たたまれなくなって、蓮はそんなことを言った。

　スミレがどうして『ベッドルーム』に泊まりたがっているのか、それはわからない。だが、少なくとも、人に知られたくないような理由によるものなのだろう。ゆずりはともかく、自分やテパはいないほうがいいと判断したのだ。

　しかしスミレは、ふるふると首を振った。

「いや。いいんだ、きみはここにいてくれ」

　それから、彼女は再びゆずりに視し線せんを戻し、

「──施設に、帰りたくないんだ」

　施設。

　いくつかの記き憶おくが、瞬しゆん間かん的てきに蓮の脳裏をよぎった。

　スミレの悪夢の性質は、『暴ぼう力りよく』だ。毎夜、悪夢にうなされることになるほどの『暴力』。今し方、スミレが口にした『施設』という単語と、その記憶は容易に結びついた。

　スミレは、もしかして──

「ですから」

　蓮の思考を遮さえぎるように、ゆずりの冷静な声が響ひびいた。

「その理由を、お尋たずねしているのです。……あなたが置かれている環かん境きようは、私も理解しているつもりですが、なぜ今日きように限ってそんなことを言い出すんですか？　それがわからない限り、特例を認めるわけにはいきません」

「……それ、は……」

　スミレの小さな肩が沈み込むのを見て、蓮れんは思わず口を挟んでいた。

「たった一晩、『ベッドルーム』に寝泊まりするだけのことなんだろ？　そんなに固いことを言わなくてもいいじゃないか。貸してあげれば──」

　ゆずりは、きろりと蓮に目を向けて、

「蓮さま。それは、ご命令ですか？」

「え」

「私は──あなたの、奴ど隷れいです。あなたへの罪を償つぐなうために、自ら望んでその位置にいるのです。あなたが仰おつしやることであれば、私はどんなことでも、喜んで聞くつもりです。──たとえ、それが、自分の正しさをねじ曲げることでも」

「…………」

「ご命令ならば、そう仰ってください。従います」

　愚かなことを言った──そう思う。

　ゆずりも、スミレも、自分の大切な友達だ。友達であるがゆえに、口を出すべきこととそうでないことがある。

「いや、なんでもない。気にしないでくれ」

「……ありがとうございます。蓮さま」

　ゆずりは、見るからにほっとして、そうつぶやいた。

　対照的に、スミレはうつむいていた。唇を嚙かみ、肩を震ふるわせて、何事かをじっと考えていたが、やがておもむろに立ち上がり、

「……わかった。今の話は、忘れてくれ。諦あきらめる」

　そう言って、応接室から出て行こうとした。

　今度は、蓮が彼女の手を摑つかむ番だった。

「スミレ。どこに行くつもりなんだ？」

　そう言われて──スミレは、むしろ驚おどろいたように目を見開き、

「どこって──、そんなの、ボクにもわからないよ。でも、探せば、どこかに眠れる場所があるだろう。もう五月なんだ、風は寒いけど、それさえ防げれば──」

「……野宿するつもりですか!?」

　驚きの声をあげたゆずりに、スミレは小さく頷うなずき、

「そうだ。そうするしかない。とにかく、ボクは、絶対に、施設には帰りたくないんだ。あいつがいなくなるまでは──」

「あいつ？」

「──、な、なんでもない！　離はなしてくれ、蓮！」

「離すか！　女の子がひとりきりで野宿なんて、なにかあったらどうするんだ!?」

　そのとき、空中をふよふよ漂っていたテパが、ぽつりと、

「うちに泊めてあげればいーじゃん」

　誰だれもがぴたりと動きを止めて、宙に浮かぶテパを見上げた。

「スミレは──シセツ？　だっけ？　そこには帰りたくないんでしょ？　んで、『ベッドルーム』に泊まらせることもできないんでしょ？」

「そう、ですけど……」

「それで野宿もダメだってんならさ、うちに──パパの家に泊めてあげたら？」

　テパの言うことである。真ま面じ目めに受け止めてはいけない。

　しかし、よくよく考えてみれば、テパの提案を退しりぞける理由はどこにもないのだ。蓮れんの家族は基本的にのんきな人たちだから、事情を聞けばすんなりスミレを泊めてくれるだろう。女の子を家に泊めるということに、抵抗がなくはなかったが──この場合は、仕方がない。

　蓮はスミレを見た。

　スミレも、蓮を見ていた。

　わずかに顔を赤らめて、スミレはもじもじとつま先をこすり合わせ、

「蓮が、いいって言ってくれるなら……ぼ、ボクとしては、そうしたいけど……」

　その瞬しゆん間かん、呆ほうけたような表情を浮かべていたゆずりが、猛然と立ち上がった。

「だっ、だめですよ！　そんなのっ!!」

「なんでー？」

　テパがのほほんとした声で、そんなゆずりにカウンターを喰くらわせる。

「『ベッドルーム』に泊めちゃいけないって言ったの、ゆずりじゃん。なに？　そんなにスミレに野宿をさせたいの？」

「そ、そういうわけじゃ──！」

「じゃあ、なんで？」

「で、ですから、それは──そう！　高校生の男女がひとつ屋根の下に泊まるなんて、言語道断です！　風紀委員的に考えて!!」

「野宿しようとしている女の子を見過ごすのは、風紀委員的に考えてだいじょぶなの？」

「ぐぐっ……！」

　歯ぎしりをするようにして、ゆずりは黙だまり込んだ。そのまま床をにらみつけ、じっと考えていたが、やがてぱっと顔を上げると、

「ま、黛まゆずみさん！　私の家に泊まってください！」

「え？」

「『ベッドルーム』に泊めるのが問題なのであって、この屋や敷しきならまったく問題はありません！　ちょうど客室は有り余っていますし──ですから、蓮くんの家にお泊まりするなんてことはやめて、私の家に泊まりましょう！　そうです！　そうしましょう！」

　必死だ。

　ゆずりはスミレににじり寄り、その胸ぐらを摑つかむようにして、彼女の身体からだをがくんがくんと揺すぶっている。「あの」とか「ちょっとやめて」とかいうスミレの言葉も、まるで耳に入っていない。目が据わっている。

　蓮れんはゆずりの後ろに回り込み、そのリボンをかくんと引っ張った。

「はうっ」

「落ち着きなさい。それで、スミレ、どうする？」

「……、ぼ、ボクは、施設に帰るんじゃなければ、どこでもいいよ」

「そうか。じゃあ決まりだ。黒くろ噤つぐみさん、よろしくお願ねがいする」

　蓮が頭を下げると、スミレが不満そうに、

「それは、ボクの役目だ。──そういうわけで、よろしくお願いします、黒噤さん」

　二人ふたりそろって頭を下げられて、さすがのゆずりも、目を白黒とさせていた。
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　お夕飯をご一いつ緒しよしませんか、と誘われた。

「玄げん城じようさんは、いろいろな分野で私のお師匠さまを務めてらっしゃるんです。料理はそのうちのひとつで、あの方の作るご飯はまさしく絶品の一言。いずれ蓮さまに食べていただきたいと、ずうっと思っていたのです。この機き会かいにぜひとも食べていただかなくてはなりません。これを食べさせないということは、私の蓮さまに対する背信ということになりかねません。いいですか。いいですね。ありがとうございます。では食堂はこちらです」

「……素直に、一緒にごはん食べたいって言えばいいのに」

「なにか言いましたか、黛まゆずみさん!?」

「いや、別になにも」

　そんなやり取りを交わしたあと（蓮はなにひとつ口を挟めなかったが）、三人は連れ立って、食堂へ続く通路を歩いていた。

「それにしても、広いお屋や敷しきさんだねー」

　テパの感嘆に、ゆずりは振り返りもせず答える。

「ただ広いだけですよ。私たちだけでは、本棟を維持するだけで精いっぱいです」

「ふうん？　そういや、ゆずりのパパとママって、どこにいるの？」

「……今は、もう、いません」

　さすがにテパも口を閉じ、蓮は彼女の金髪を「ぱしり」と叩たたく。

　蓮もスミレも、気まずそうにうつむいたが、ゆずりは特に気にする素振りも見せなかった。角を曲がったところで、ふと思い出したように立ち止まり、

「……あの、これから食堂に入るんですけど……」

　と、ゆずりは蓮れんたちを振り返り、ちょっと言いにくそうに、

「あんまり、驚おどろかないでくださいね？」

　蓮とスミレは、顔を見合わせ、

「「なにが？」」

　声まで合わせてそう尋たずねたとき、食堂の扉が開いた。

　中から姿を現したのは、

「ゆずり、遅かったじゃねえか。なにしてたんだ？　まあいいや、さっさと席につけ。せっかく作ってやったスパゲッティ・アラビアータが冷めちまうだろ」

　玄げん城じようだった。

　ロマンスグレーの髪を、気軽な感じに後ろで束たばねている。老ろう眼がん鏡きようの奥で、歳としの割に子供っぽい瞳ひとみが陽気な光を宿している。動きやすそうな新緑色の着流しに、渋いねずみ色のエプロンを身につけて、片手にはフライ返しを手にしている。

　蓮とスミレとテパは、同時にこう思った。

　誰だれこの人。

　そんな三人を見返して、玄城は「ん？」と首を傾かしげる。

「ゆずり、こいつらも喰くうのか？」

「……え、ええ、お夕飯にご招待しました」

「アホか！　もっと早く言え！　足りねえじゃねえか！」

　くわっと怒ど鳴なりつけて、玄城はエプロンを翻ひるがえして、食堂へと戻っていった。

　さすがのテパが、呆ぼう然ぜんとした声で、

「今の、玄城ってヒト、だよね？」

　ゆずりはちょっと照れたようにうつむき、

「……そうです。あの人は玄城棕しゆ櫚ろさん。私たちの面めん倒どうをなにかと見てくれる、頼りになる執事の人なんですけど、その──」

「執事やってるのは、七時までなもんでね」

　ひょい、と食堂から玄城の顔が覗のぞいた。皺しわだらけの顔が、不敵に笑っている。

「午前七時から午後七時までの十二時間だ。午後七時から午前七時までは、俺おれのプライベートな時間ってわけさ。ま、ゆずりやご当主とはひとつ屋根の下で暮らしてるんだから、食事の面倒くらいは見るがね」

　そう言って、引っ込んでいってしまった。

「……なんというか」

「オンオフがはっきりしている、と言うべきなのかな」

「ま、まあ、行きましょう」

　呆あつ気けに取られた三人は、ゆずりにうながされるようにして、食堂に入った。

　屋や敷しきの規模に比べれば、ずいぶんこぢんまりとしたダイニングだった。それでも十二畳ほどの広さがあり、ダークブラウンのラウンドテーブルが中央に置かれている。天てん井じようから吊つり下がる白銀のシーリングランプが室内を柔らかく照らし出し──その下にいる人物を、ぼんやりと浮かび上がらせていた。

　銀髪銀ぎん眼がんの幼女、濡ぬれ羽ばね彼ひ岸がんだ。

「蓮れんくん。スミレ。ちゃお」

　ひらひらと手を振る彼女に、スミレが驚おどろきの声をあげる。

「彼岸？　なんでここにいるんだ？」

「……あれ、言ってませんでしたっけ？　彼岸は私たちと一いつ緒しよに住んでるんですけど」

「全然聞いてないよ!?　そんなこと！」

　彼岸はなぜかＶサインを作り、

「ここで、ずっとめんどうを見てもらってる。シュロとは仲よし」

「シュロ……」

　玄げん城じようのファーストネームをさらりと口にする辺り、かなり長い付き合いのようだ。『家族の一員』と言われても、なにも不自然ではない。

　そのとき、玄城が大きなトレイを抱えて入ってきた。

「ほら、飯喰くうときにくだらない話なんかしてんじゃねえ。喰え喰え。若いんだから、たっぷりと喰え。でっかくなれねえぞ」

　木のボウルに入れられたサラダはみずみずしさに満ち、大皿に山盛りになったパスタはアラビアータ・ソースに和あえられて、食欲をそそる香気を立てている。その匂においを嗅かいだだけで、蓮の腹が「きゅるるる」と情けない音を立てた。

「なにしろ急なことだったからな、この人数じゃちいっとばかし足りねえんだわ。今、追加を茹ゆでてるから、とりあえずこれでごまかしとけ」

「あ、あの、お気き遣づかいなく……」

「誰だれも気遣いなんかしてねえよ。俺おれの分が足りねえから、ついでに茹でてくるっつってんだ。相しよう伴ばんするかしないかはおまえらの勝手だ」

　あっさりとそう言って、再びキッチンへと戻っていった。

「「いただきます」」

　呆気に取られている蓮とスミレを尻しり目めに、ゆずりと彼岸は「ぱちん」と手を合わせた。専用の菜さい箸ばしで、大皿に盛られたパスタを豪快に巻き取っていく。

　出遅れたら食いっぱぐれる。

　その事実に気づいて、蓮たちも我先にと、熱あつ々あつのパスタに殺到していった。
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　食後。

「──ふう。おい、おまえもどうだ、少年？」

　白ワインを空けた玄げん城じようは、瓶を傾けようとして、ちらりと蓮れんのことを見た。

「ぼ、僕ですか」

「おまえだ。一杯くらい飲めねえようじゃ、男の沽こ券けんに関かかわるってもんだぜ。ほれ──」

「玄城さん」

　食べ終えたあとの食器を片付けていたゆずりが、咎とがめるように眉まゆをひそめた。

「私たちは、高校生ですよ。未成年の飲酒は法律で禁止されています」

　玄城は、娘に咎められる父親のような表情をした。

「んだよ。固いこと言うなよ、ゆずり」

「ダメと言ったら、ダメです。玄城さんも、飲み過ぎは控えてください」

　ワインの瓶にまでゆずりの手が伸びてきて、玄城は慌てて自分の杯に葡ぶ萄どう酒しゆを注ぐ。瓶は取られてしまったが、さすがのゆずりも杯に注がれたばかりのワインまでは、没収しようとしなかった。

「ところで──」

　と、白ワインをちびちびとなめながら、玄城がスミレを見た。

「そっちのお嬢じようちゃんが泊まるってのは、了解した。すぐに客室に案内しよう。本棟の客室は掃除を怠おこたってねえからな、すぐ使えるはずだ」

「あ、ありがとうございます」

「おう、有あり難がたく使えよ。着替えは──まあ、ご当主かゆずりの予備でいいか。その辺は問題ないとして、だ」

　それから、玄城は酔すい眼がんを蓮のほうに向け、

「おまえはどうすんだ、少年？」

　蓮は戸惑うように玄城を見返した。

「えっと……食べ終えたら、帰ろうかと思ってるんですが」

「ふむ。おまえの家は、確たしか──陽ひの守かみ市し街がい方面に、ここから三十分ってとこだったか。さっきわらびの嬢ちゃんを送り届けたばかりだから、よく覚えてるぜ。本当なら、少年のことも俺おれが送らなきゃいけないんだろうが──」

　くい、とワインを傾けて、

「飲酒運転は法律で禁止されている」

　よく言うなあ……。

「つーわけで、だ。めんどくさいからおまえも泊まってけよ、少年」

「なにを言うんですか、玄げん城じようさん、そんな！」

　ゆずりが声を高くして、玄城を非ひ難なんした。

「ご迷惑ですよ！　確たしかにうちには客室が余ってますけど！　余りすぎて困っているくらいですけど！　蓮れんさまに泊まっていただければ余っている客室が喜びますけど！　むしろ泊まっていただかなくてはいけないくらいですけど！　だからって、そんな！」

　ひとつ「！」が挟まるたび、ゆずりは「ちらっ」とこちらを見てくる。ややウザい。

　ふと、彼ひ岸がんがフォークをくわえながら、独り言のように、

「……蓮くんも、とまっていけばいいのに。みんな一いつ緒しよのほうが、たのしいよ」

　彼岸の無感情な声は、抗あらがいがたい力があるように響ひびいた。

　そして、最後に、

「蓮」

　スミレだった。

　蓮の隣となりに座る彼女は、じっと蓮のことを見つめていた。鳶とび色いろの瞳ひとみに宿るのは不安の影かげ。ゆらゆらと揺らめく視し線せんを蓮に向けながら、彼女はぽつりと、

「……一緒に……」

「え？」

「一緒に、いて、くれないか。ボクと──」

　顔を赤くして、消え入るような声で、そう言った。

　玄城が声を殺して笑う。ゆずりがむっと小鼻をふくらませる。彼岸はティラミスの賞しよう味みに戻り、テパはそれをどうにか横取りできないか虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。

　しばらくのあいだ、なんとも言えない沈ちん黙もくが続き、

　不意に響いたけたたましい騒そう音おんに、誰だれもがびくりと身をすくませた。

「おっと。失礼」

　言って、玄城は懐ふところから携帯を取り出した。今し方の騒音──よく聴きくと音楽──は、彼の着メロらしい。曲名はわからないが、やたらとアップテンポでハードコアな曲だった。つくづくファンキーなじいさんだな、と蓮は内心で舌を巻く。

「はいはい、俺おれだ、玄城だ。──よう、ご当主、ごきげんよう。もう搭乗手続きは済ませたのか？　──ああ、そうだよ、酔ってる。それが問題か？」

　ワインを一口、

「で、なんの用だ。──うるせえな、別にいいだろ酒吞のみながら話したって、ゆずりじゃねえんだから細かいことを言うなよ。──そうそう、さっさと本題に入ってくれ」

　グラスをくるくる回し、

「──ああ、そうだぜ。よくわかったな？　──あのな、屋や敷しきにそんなもん仕掛けてるんじゃねえよ。仕掛けるなら俺おれに一言断ってからにしろ。──ふむ、わかった、了解した。──ああ。俺も自分の命が惜しいからな。それじゃ」

　通話を切った玄げん城じように、蓮れんは尋たずねる。

「あの、今、合ね歓むさんはどこにいるんですか？」

「ああ。今ごろは成なり田たでロス行きの飛ひ行こう機きを待ってるところさ。まったく、わらびの嬢じようちゃんにちょっかい出してる場合じゃねえっていうのにな」

「……ロスって……」

「ロサンゼルスだよ。シリコンバレーにある海外本社にちょっとした問題が発生したようでな。いやはや、高校生をやりながらご当主するのも楽じゃない」

　悲しそうに首を振って──それから玄城は、蓮のことを見た。

「そういうわけで、少年。かわいそうだが、おまえを帰すという手はなくなった」

「え」

「ご当主からの言こと付づけだ。『絶対に帰らないで、絶対に泊まっていって、そうしないと蓮くんも玄城さんも酷ひどい目に遭うから』──だそうだ。異い論ろんはあるかな？」

「……ありません」

「よろしい。客室を用意しよう。ま、そのあいだ、家に連絡でもしておきな、少年」
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　かぽーん、と、間の抜けた音が反はん響きようする。

　肩まで湯につかりながら、蓮がため息をつくような声で、

「格差社会だな……」

「え？　なにが？」

「この風ふ呂ろが、だよ。っていうか、これもう風呂じゃないだろ。『大浴場』と呼ぶんだ、こういうのは」

　大だい旅りよ館かんにも匹敵する広大な湯船と洗い場は、すべてが真っ白な大理石で作られていて、ところどころに彫り込まれた彫像には、アクセントとして純金があしらわれている。ひとりで入るにはかなり居い心地ごこちが悪いが、テパが一いつ緒しよに入っているのが救いだった。

　プールのような浴場で、なんの遠えん慮りよもなく泳いでいたテパが、Ｕターンしてこちらに戻ってきた。そのまま、蓮の隣となりにちょこんと座る。金髪には蒸しタオルが載せられていて、殻の王冠はタマゴの上に移されていた。

「ゆずりのおうちは大地主さんって言ってたもんねえ。でも、よかったじゃん。パパ」

「なにが？」

「ゆずりがお金持ちでさ。だってパパ、将来はゆずりと結婚するんでしょ？」

　なにもないのに、ごふっ、と咽むせてしまった。

「バカか！　んなわけないだろ!?」

「え？　違うの？　だって、子供の頃ころに、そう約束したって言ってたじゃん」

「子供の頃の話だろうが！　今はもう違う！」

「……ゆずりは、パパのことを大好きだって、言ってたよね？」

　わずかに眉まゆを寄せたテパに、蓮れんは「やれやれ」と首を振る。

「それは、二人ふたりきりのときだけは『子供の頃』に戻るという約束をしたからだ。昔はそうだったのかもしれないけど、昔と今は違うだろ？」

「…………」

「僕とゆずりとじゃ、あまりにも釣り合わない──もちろん、向こうが上という意味だ。僕への罪悪感から、ゆずりはそこのところを履はき違えているフシがあるが、それもしばらくのことだろう」

「……パパ、あのさ、」

「まあ、それが寂しくないと言えば噓うそになるが、仕方のないことだ。あの子は、僕なんか比べものにならないくらい凄すごい子なんだから。そのうち、こっちにかかずらっている暇もなくなるだろう。『大好き』なんていうのは、それまでのことさ」

　テパは黙だまり込んだ。紫の瞳ひとみが、感情も浮かべずにこちらを眺めている。湯に濡ぬれた金髪が、一筋、彼女の頰おほに張りついている。

　それを直してやろうと思い、手を伸ばすと、テパはその手に思いっきり嚙かみついた。

「いってえ!?　な、なにすんだよ!?」

「……パパってさ、ほんとさ……、ううん、なんていうんだろ……、そう、救いようがないほどの、バッカ野郎だよね？」

「な、なんだいきなり!?　なんで嚙みつかれた上に罵ば倒とうされなくちゃいけないんだ!?」

「それがわからないくらいのおバカさんだからでしょ？」

　そう吐き捨てると、テパは立ち上がり、じゃぶじゃぶと歩いて湯船から出た。

　蓮はわけもわからないまま、彼女の白い背中と、丸いお尻しりを見つめる。

　ぺたん、とそのお尻が潰つぶれた。洗い場の椅い子すに座ったのだ。

　容器のヘッドを乱らん暴ぼうに叩たたいて、手に取ったシャンプーで金髪を洗おうとするが、どうにもうまく泡立たない。テパは髪を洗うのが致命的にヘタなのだった。

「……ったく」

　ため息をついて、蓮も洗い場へと向かった。テパはどうでもいいが、彼女の美しい金髪を乱暴に扱うことは、この宇宙のエントロピーを損なう行為である。

「手をどけろ。僕がやってやる」

　紫の瞳ひとみが、じろり、と蓮れんをにらみつけた。それでも、蓮に洗髪を任せることに異い論ろんはないようで、彼女は両手をだらんと垂らして、されるがままになった。

　気持ちよさそうに背筋を伸ばしながら、テパは言う。

「パパはさ、もうちょっと、女心っていうものを学んだほうがいいかもね」

「……どういう意味だ？」

「いい。おバカさんのパパに、わかってもらおうなんて思わないからね。でもね、今みたいなこと、間違ってもゆずりには言っちゃダメだよ」

　テパは頭を動かして、蓮のことを振り返る。泡を避けるためにその目をきゅっと閉じて、それでも彼女の唇は、不ふ機き嫌げんそうにとがっていた。

「にぶちんならにぶちんで構わないから、せめて余計なことは言わないようにしなきゃね。わかっていないなら口を出すな、って昔の偉い人も言っていたでしょ？」

　今度は、蓮が黙だまり込む番だった。

　反論したかったが、この件に限ってはテパのほうが正しいような気がする。『オンナゴコロの機微』などというものは、蓮からもっとも遠い場所にあるものに違いない。

「ほんとにね、神様もザンコクだよね。おザンコクさんだよね。脳みそを与えないなら舌も与えなきゃいいのにね。自分の馬ば鹿かさ加減をさらけ出すことにしかならないんだからさ」

「…………」

「それともパパのお舌さんは、甘いものを食べるためだけにあるのかな？　だったらテパがチョコレートとかキャンディーとかあげるから、一生それをなめなめしてなよ。バカみたいに。ぷぷぷっ」

　蓮は蛇口の下に桶おけを置いてレバーを『冷水』に設定、全力でそれを桶に溜ためてから、おもむろにテパの頭にぶっかけた。

「きひっ──────!?」

　テパは全身の毛を逆立てて硬直する。蓮はわざとらしい棒読みで、

「うわーしまったーお湯じゃなくて水をかけてしまったー。大丈夫かテパ？　心しん臓ぞう麻ま痺ひとか起こしていないか？」

　テパは、立ち上がる、ずぶ濡ぬれになった金髪を、犬のようにぶんぶん振り回して水気を切る。こちらを振り向いた顔には、必要以上に明るい笑え顔がお、

「パパ？　わざとだよね？」

「なにを馬鹿な。妙な言いがかりはよしてくれないか」

「そもそもさっきまでお湯を出していたんだから、いきなり水になるわけないよね？　パパが操そう作さしないとそんなの無理だよね？」

　蓮はしばらく反論の文句を考え、いくつか閃ひらめくことに成功したが、めんどくさかったので本音をぶっちゃけることにした。

「だって、おまえの台詞せりふがあまりにムカつくもんだから」

「やっぱわざとじゃんか、このバカパパ！　あったまきた、テパがせっかくお忠告さんをしてあげたのに、人の諫かん言げんを聞き入れないおバカさんは死んだほうがいいよ！」

　怒りと共に、テパは蓮れんに飛びかかってきた。しかし蓮は慌てずにテパの身体からだをがっちりと捕まえ、そのままぐるぐる振り回して、遠心力と共に浴よく槽そうに投げ飛ばした。

「うひゃあああああっ!?」

　テパの身体は空を舞まい、じゃぼんと盛大な水音を立てて、浴槽の底に沈んだ。

　蓮は両腕を組み、ふん、と鼻を鳴らし、

「バカが。僕に挑むなんて、百年早いぜ」

「……おわった？」

　いるはずのない第三者の声に、弾はじかれたように振り返った。

　銀の髪は湯気を含んでしっとりと艶つやめき、銀の瞳ひとみは常にない濡ぬれた色を映し出している。雪のような背中をこちらに向けて、ちょこんと椅い子すに腰かける、妖よう精せいのように小さな姿は──言うまでもない。濡ぬれ羽ばね彼ひ岸がんだった。

　呆ぼう然ぜんとしている蓮に、彼女はシャンプーハットを差し出して、

「かみ。わたしも、あらって？」

　蓮は、自らの内に潜ひそむ悪あく魔まと戦わなくてはならなかった。

　彼岸の淑しとやかな銀髪は、テパの輝ける金髪とは対極にして同質の魅み力りよくを放っている。テパの髪が華やかに咲き乱れる百ゆ花りだとするならば、彼岸の髪は雨の湖のほとりに一いち輪りんだけ咲いている健気けなげな百合のようだった。決して自己主張するでもなく、なにかを求めるでもでなく、ただそこにあるだけでひとつの世界を完成させている。この小さくも完かん璧ぺきな世界を、両の掌たなごころに包んで愛いとおしみたいと思う気持ちは、果たして罪なのだろうか？　蓮には、わからなかった。

　気づけば、彼岸の髪にふらふらと右手が伸びていた。

　蓮は意思の力を総動員して、自らの悪夢をねじ伏せ、叫ぶ。

「いやいやいやいやいや！　な、なにしてるんだ彼岸!?　なんで入ってきた!?」

「なんでって、おふろはまいにち入るものだよ、蓮くん」

「そうだけどそうじゃない！　なんで僕が入っているときに入ってきたんだ!?」

「だって──ゆずりが、先に入っていてって言うから」

　その台詞に、非常にイヤな予感が、蓮の背筋を走り抜けた。

　そもそも──ひとりで髪を洗うことのできない彼岸は、いつもどうやって風ふ呂ろに入っているのだろう。

　いや、普通に考えれば、そんなことは疑問に思うまでもない。

　誰かと一緒に入っているのだ。

「彼岸？　もう入ってる？」

　そのとき、誰かの声が、脱衣場の扉の向こうから響ひびいてきた。

　彼ひ岸がんはなんでもないように答える。

「うん」

「ごめんね、つい明日あしたの予習に夢中になってしまって。すぐに髪を洗いましょうね」

「いそがなくてもいいよ、ゆずり。だいじょうぶだから」

　慈母のようなゆずりの声に、彼岸は静かに答え、蓮れんは静かに硬直している。

　磨すりガラスの向こうにいる誰かが、手早く服を脱いでいく。リボンを取り、ブラウスのボタンを外し、スカートを脱いで、パンツに手をかける。どうやら彼女は靴下を最後に脱ぐ主義のようだ。

　丸みを帯びたシルエットが、扉に手をかけようとしたところで、蓮は正気に戻った。

「待もがっ」

　叫んで牽けん制せいしようとしたところで、後ろから忍び寄った何物かが、蓮の口を塞ふさいだ。

　ぽたりぽたりと、金髪から水を滴したたらせながら、テパは牙きばを剝むいて笑う。

「きひひっ。油断したね、パパ。テパを敵に回したことを後悔するといいよ……！」

　蓮は椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がり、テパの拘こう束そくをほどこうとするが、テパは絶対に手を離はなそうとはしなかった。と、磨りガラスの向こうから慌てたような声、

「……彼岸、どうしたの!?　転んだ!?」

　ゆずりは磨りガラスの扉を、開けた。

「あ──」

　しばし、二人ふたりは、見つめ合った。

　幸いなことに、ゆずりはバスタオルで身体からだの前面を隠していた。それでも、すらりと伸びた白い足や、やわらかく引ひき締しまった太もも、最近よく肉づいてきたお尻しりなどは、タオルの端から少しだけはみ出してしまっていて、蓮の網もう膜まくに焼きついた。

　不幸なことに、蓮が腰に巻いていた手て拭ぬぐいは、ゆずりが扉を開けた瞬しゆん間かんに、はらりと取れて浴場の床に落ちた。

「──────────────────────ッ!!」

　ぼっ！　と、音が立ちそうな勢いで、ゆずりの顔が真まっ赤かになり、

「いっ、」

　泣きぼくろの上に涙が浮かぶ。片手できつくバスタオルを握り締めたまま、もう片方の拳こぶしを腰の横に持ってくる。長い足は吸い込まれるような速度で蓮との間合いを詰め、形のいい腰のラインが必殺のねじりを産み出して、

「いやああああああああああっ！」
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　渾こん身しんの一いち撃げきが、蓮の腹部を貫いた。

　冗じよう談だんではなく、浮いた。

　蓮れんの視界に、浴場の天てん井じようが映る。綺き麗れいな放ほう物ぶつ線せんを描いて、蓮の身体からだは着水した。

「おー」

　噴ふん水すいのように上がった盛大な水しぶきに、彼ひ岸がんがぱちぱちと拍手した。
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　ごめんなさいすみません申し訳ありません、奴ど隷れいの分際でありながら蓮さまに暴ぼう力りよくを振るってしまった私をどうか罰してください──と、泣きながら懇こん願がんするゆずりをなだめるのに、三十分を費やした。

　地獄の三十分だった。

　そのあいだ──蓮はずっと、やせ我慢をしていなければならなかったのだから。

「大丈夫だから、少しも痛くないから」

　と、脂汗も流さず、にこやかな笑えみも絶やさずに、だだっ子のように『おしおき』を願ねがうゆずりを、ようやく部へ屋やの外に追い出して、

　ドアを閉じるのと同時に、蓮はその場に崩れ落ちた。

「……く、おおおおっ…………！」

　血を吐くようにうめく。しかしドアの外にはまだゆずりがいるかもしれない。というか確かく実じつにいるだろう。正座をしていてもおかしくない。

　蓮れんは這はいずりながら、居間から寝室へと移動する。寝室のドアを閉じて、ようやく蓮は、のたうち回ることができた。

「……そんなに痛いの？」

　テパでさえも、笑みを消して眉まゆをひそめるほど、今の蓮には余裕がなかった。

　痛いとか痛くないとか、すでにそういうレベルではない。苦く悶もん、というのはこういうことを言うのだろう。一呼吸するたびに、腹の内側に仕込まれた痛みの歯車が猛回転して、目め眩まい・吐き気・呼吸困こん難なんなどの諸症状が間断なく襲おそってくるのだ。

　そうして、どれくらい苦しんでいただろうか。

　不意に、寝室の扉が開いた。

「！」

　蓮は目を見開き、ぴたりと苦しむのをやめた。もしもゆずりが今の自分を見たら、どれだけ罪の意い識しきに苛さいなまれるか──それを考えたからだったが、

「大したもんだな」

　寝室に入ってきたのは、玄げん城じようだった。

「ゆずりの擾じよう拳けんを受けて、あそこまで持ちこたえることができるんだからな。武士は食わねど高楊枝と言うが、だとしたらおまえさんは本物の武士だ。褒ほめてやる」

　玄城はベッドに近づくと、仰あお向むけになった蓮の服をまくり上げ、腹部を露あらわにした。

　ゆずりの拳こぶしを受けた箇所は、青黒く引ひき攣つれていた。

　玄城の指先がそこに触れると、なぜか左の腰がぴりぴりと痺しびれた。

「喰くらったのは、ここか。ゆずりの奴やつ、ずいぶん出来てやがるな。無意識でもこれだけ捻ひねりを加えられるんなら、そろそろ俺おれが教えてやれることはなくなったかな」

「……な、に、を……？」

「専門用語だよ、少年。ちょっとびりっとするぜ。辛しん抱ぼうしろよ──」

　そう言って、玄城は自らの掌しよう底ていで、腰の左側をばしんと叩たたいた。

　不ふ思し議ぎな感覚があった。

　びりびりと、全身に低圧の電気が流れるような感覚。ぎゅっと目を閉じてそれに耐えていると、やがて波が引いていくように、その電流は消えていき──

　同時に、腹に渦巻いていた苦悶が、みるみる溶け去っていった。

　蓮は目を丸くしながら、上半身を起き上がらせ、

「……。治った」

「治ってない。ちいとばかしブレーキかけただけだ。下へ手たなことすると再加速するぜ」

　寝てろ、と背中を叩かれて、蓮は素直に寝転んだ。

「な、なにをしたんですか？　玄城さん」

「んー、なんつーのかな、一言で説明するのは難むずかしいが……」

　玄げん城じようは、白い顎あご鬚ひげをぽりぽりと搔かいて、

「ま、簡かん単たんに言えば拳けん法ぽうだ」

「……けんぽう」

　きょとんとした蓮れんの声に、玄城は喉のどの奥で笑い、

「そ。今や少年マンガにすらめったに出てこないがな、そういうモンもこの世にはあるのさ。昔、俺おれが大陸にいたころに学んだもので、こっちに戻ってきてからも護ご身しんと健康のためにずっと続けてたんだが──ある日、ゆずりに目をつけられてなあ」

　確たしかにゆずりは、玄城のことを『いろいろな分野でのお師匠さま』と言っていた。ひとつには料理もあるのだろうが、同時に武術の面でも、彼の教えを受けているのだろう。

「……謎なぞが、ひとつ、解けました。他ほかのことは、ともかく、『泣き虫ゆずり』が空手部なんて、どうしても、結びつかなかったんですが……」

　途と切ぎれ途と切ぎれに言うと、玄城はほろ苦く笑った。

「俺もさ。あいつらのことは昔から知ってたからな。ゆずりが俺に、拳法を教えてくれと言ってきたときは──まあ、三日も保もてばいいほうだと思ったよ」

「それが、今や、六年ですからね……」

「ああ。おまえを死なせたことが、それだけあいつを苦しめていたんだろう」

　蓮は、絶句した。

　その驚おどろきを見て取って、玄城は眉まゆをひそめ、

「なんだ。まさか、俺がなんにも知らないとでも思ってやがったのか？　あのなあ。よく考えてみろよ。おまえが死んだのは六年も昔のことだぜ。その頃ころのご当主は十二歳だ。彼ひ岸がんよりたかだか二つばかし年上の女の子が、ひとりでおまえの死体を始末できたと思ってんのか？　どうしたって、誰だれかの手助けが必要だろうが」

「……その手助けをしたのが……あなただった、と……？」

「まあ、そういうことだ」

　確かに、玄城の言うとおりだ。六年前も今も、合ね歓むが女の子であることに変わりはない。いかに畏い怖ふと権力を一身に集める黒くろ噤つぐみ家け当主といっても、まだ子供といっていい年頃の少女が大人おとなに混じって立ち回るためには、どうしても腹心を必要としたのだろう。

　玄城棕しゆ櫚ろはただの執事ではない。黒噤家を根元から支える、巨大な支柱なのだ。

「納得、しました。──あの」

「ん？」

「僕の死体って、どうなったんですか？」

　言ってから、蓮は自分で自分の言葉に驚いた。

　なぜそんなことを尋たずねようと思ったのか、自分でもよく分からない。玄城という、ゆずりでも合ね歓むでもない『真実を知る第三者』を前にした瞬しゆん間かん、それまで頭の片隅にわだかまっていた問いが、不意に口を衝ついて出たのだ。

　玄げん城じようは、静かに問い返した。

「自分の死体を、見たいのか？」

　蓮れんは、ぐるぐると考え、考え、考えて──

「……よく、わかりません」

　結局、そう答えた。

「見て、どうにかなるものじゃないと、わかっているつもりなんですけど」

「実感が欲しいのか？　自分が、死んだという」

　蓮は、黙だまり込んだ。

　自分は、すでに死んでいる。本当の自分はとっくの昔に消えてなくなり、今の自分はゆずりが見ている悪夢、一時のうたかたに過ぎない。

　頭では、そのことがわかっている。しかし頭と心は別のものだ。自らの死を心で受け入れ、すべてを飲み込んで前を向くには、一ヶ月という時間はあまりにも短すぎる。

『自らの死』という、あまりにも巨大な事実を前にして、飲み込もうにも嚙かみ砕くことすらできず、嚙み砕こうにも口をつけることさえできないでいるのが、今の蓮だ。

「ご当主からは、おまえがゆずりを許したと聞いたが」

　静かな声で、玄城は続けた。

「俺おれはそういうことには懐かい疑ぎ的てきなタチでね。人生はおとぎ話とは違う。なにもかもの問題が解決して、『めでたしめでたし』のエンドマークがつくことなんざそうそうない。許したと口で言い、自分自身でさえそう思い込んでいても──心の底で、許したはずの相手を責めつづけているということは、往々にしてあるもんだ」

　蓮は顔を上げ、玄城をにらみつけた。

「そんなことはありません。僕は、ゆずりに対しては、もうなにも──」

「ないと言えるのか？　少しも？　これっぽっちも？　自分を死なせた人間に対して、なにひとつとして含むところがないと？」

　低く、重い、玄城の言葉に──

　蓮は答えられなかった。

　ぽん、と玄城は蓮の背中を叩たたいた。力強い、けれど、温かな手のひら。

「おまえは優やさしい」

　どこか遠くを見るような眼まな差ざしで、部へ屋やの隅を見つめながら、玄城は言う。

「ゆずりを傷つけないために、自分の痛みを我慢して、笑うことのできる男だ。そのことには俺も感かん謝しやしている。けどな、そうしているうちに、自分がやせ我慢をしてるってことさえ忘れてしまうのは──ちいっとばかし、危ないぜ」

「……やせ我慢、ですか」

　そうなのだろうか？　自分は、本当はゆずりを許していないのだろうか？　ただ彼女の泣き顔を見たくなくて、そのことだけに囚とらわれて、本当は許していない彼女のことを『許す』と口にしてしまっただけなのだろうか？

　静かな口く調ちようで、玄げん城じようは告げる。

「その辺の整せい理りがついていないうちは、余計なことはしないほうがいいと思うがね」

　蓮れんは、小さく頷うなずくことしかできなかった。

　そのとき、こんこん、と寝室のドアがノックされた。

「ゆずり……？」

　蓮は慌てて起き上がろうとする。が、玄城がかぶりを振った。

「いや。あいつには、なにがあっても部へ屋やに入るなときつく言ってある」

　小さくつぶやいたところで、ドアの向こうから声がした。

「──あの。ボクだけど」

　スミレだった。

「怪け我がは、大丈夫かなって思って。その、入っても……いい、かな？」

「どうぞ、お嬢じようちゃん」

　恐る恐る、という感じでドアが開いた。その向こうから、スミレの鳶とび色いろの瞳ひとみが覗のぞく。

「玄城さん。来ていたのか」

「ゆずりの不始末を始末するのも、俺おれの仕事のひとつさ」

　肩をすくめた玄城に、スミレは不ふ機き嫌げんそうに唇を曲げた。

「そのことだけど──ボクは、黒くろ噤つぐみさんのことを見損なった」

「ほう。どうしてだ」

　玄城が、心底から興きよう味み深ぶかそうに尋たずねる。ゆずりと家族同然の執事を前にして、スミレは少し迷うような素振りを見せたが、それでもはっきりと、

「暴ぼう力りよくを、振るったからだ」

　そう言った。

「人に対して、暴力を振るうなんて。最低だ。最低のことだ」

「そこまで言わなくても……」

「言うよ。言うさ。前からそう思ってたんだ。あの日、ボクがきみと最初に寝たとき、黒噤さんがきみの顔に拳こぶしを振り下ろした瞬しゆん間かんを、ボクは今でも覚えてるよ」

　スミレは蓮の近くまでやってきて、痛みに苦しむ蓮の姿を、耐えがたいような表情で見下ろした。

「……泊めてもらっている分際で、こんなことは言わないほうがいいんだろうけど、でも、今度ばかりは我慢ならない。いくらなんでも、やりすぎだ」

「ふむ」

　頷うなずいて、玄げん城じようは立ち上がった。

　スミレの顔から、さっと血の気が引く。家族同然のゆずりをけなされて、彼が不快に思ったとしても、なにも不ふ思し議ぎではなかったが、

「お嬢じようちゃんの言うとおりだな」

　玄城はあっさりと、スミレの言葉を認めた。

「ただ、ひとつだけ訂正をするとしたら──俺おれがゆずりに教えたのは、『暴ぼう力りよく』ではなく『武力』だということだ。確たしかな意思のもとに、理不尽な『暴力』を制する力を『武力』と呼ぶ。本来ならば、正反対の性質を持つものなんだが──」

「どっちも、同じだ。傷つけられるほうにしてみれば、違いなんてない」

「そりゃそうだな。特に今回の場合は、まったく反はん論ろんのしようがない。師の俺が正式に謝あやまろう。まあ、悪かったな、少年」

　少しも悪びれずに謝られても、なんだか謝られているという気がしない。蓮れんが呆あきれていると、玄城はすたすたと出口へ向かっていった。

「か、帰るんですか？　玄城さん」

「ああ。師匠として、不出来な弟子を叱しかりつけなくちゃならんもんでね。──ああ、そうそう、お嬢ちゃん、良いところに来てくれたな」

「え？」

「本当なら、鎮ちん定ていのあとには患部を撫なでさすってやらんといかんのだが、残念なことに俺には男の腰を撫でて喜ぶ趣しゆ味みはなくてね。お嬢ちゃんの手なら、少年も喜ぶだろう。というわけで、あとはよろしく」

　ひらひらと手を振って、玄城はさっさと部へ屋やから出て行ってしまった。




　　　　◆




　こち、こち、と、時を刻む音だけが響ひびいている。

　時刻は、午後十一時。すでに家族への連絡は終えて、あとは寝るだけなのだが、残念なことに『ベッドルーム』での仮眠が祟たたって、少しも眠くない。

　スミレは、まだ蓮の部屋に留とどまっていた。

「……ねえ、蓮」

　タマゴを抱きかかえて、すやすやと眠るテパを眺めながら、スミレがふとつぶやいた。

「今日きようは──この部屋に泊まっちゃ、だめかな？」

　そう言い出すのではないかと、心のどこかで思っていた。

「別にいいけど。でも、まだ眠れそうにないぞ」

「いいんだ。ボクだって、あまり眠くない。きみが眠るまでは起きていられるだろう」

　黛まゆずみスミレの悪夢、その性質は──『暴ぼう力りよく』である。

　彼女が抱える『禍まが卵たまご』は、その悪夢を現実のものにする。それは、周りを巻き込む力となってこの世界に現れ、スミレの周囲に無数の打だ撃げきを加えて去っていく。

　彼女と一いつ緒しよに寝ることは、その打撃に打ち据えられることを、意味している。

　スミレは、気弱げに目を伏せて、

「……もちろん、だめだと言うのなら、それでいいんだけど……」

　蓮れんは肩をすくめて笑った。

「誰だれもだめだなんて言ってないだろ。もともと僕の部へ屋やじゃないんだ、好きにするといい」

「そっか。……ありがと、蓮」

　どこか安あん堵どしたように、スミレは微笑ほほえんだ。

　ベッドから立ち上がり、スミレはバルコニーの手前に備え付けられているテーブルセットに、深く腰かけた。窓の外に広がる、暗いばかりの森もり景色げしきを、ぼんやりと眺めながら──スミレの横顔には、深い憂ゆう鬱うつが刻まれているようだった。

　耐えられなくなって、蓮は口を開いた。

「なにがあったんだ？」

　ぴくり、とスミレの肩が震ふるえた。鳶とび色いろの瞳ひとみが、弱々しく蓮のほうを向く。

「……なにがって、」

「ここに来てから、ずっと様よう子すが変だ。──いや」

　蓮は目を細め、考えを巡らせる。

　様子がおかしかったのは、黒くろ噤つぐみ家けを訪れてからではない。腰ミノひとつの蓮と出会い、一緒のエレベーターに乗り込んだときから、彼女の様子はどこかおかしかった。なにかをじっと考え込むような素振りを見せていたのだ。

「僕が寝ているあいだに──なにが、あったんだ？」

　スミレは、窓の外を見るふりをして、自らの動揺を隠そうとした。

　しかし、その涙ぐましい努力は、なんの意味も持たなかった。肩が震える。自らの身体からだを抱きしめる。漆しつ黒こくの夜景を含んだガラス窓は、スミレの泣きそうな顔をそのまま映し出している。

「……なにもない、って言っても、信じてはくれないんだろ？」

　蓮はなにも言わず、ただ頷うなずいた。

　スミレは静かに目を閉じて、口を開いた。

「施設から、連絡があったんだ。ボクの携帯に──」

　それを口にすること自体が、耐えがたい苦痛だとでも言うように、スミレはぼそりと、

「母かあさんが、ボクを捜してるって」

　蓮は、唾つばを飲み込んだ。

　母かあさん。スミレの母親。施設。トラウマになるほどの、『禍まが卵たまご』がそれを喰くらい、現実としてしまうほどの悪夢──

　悪夢となるほどの、度たび重かさなる、『暴ぼう力りよく』。




「ボクは、母さんから、虐ぎやく待たいを受けていた」




「まだ、ほんの、小さかった頃ころだ。小学校に上がる前。父親はいない。ボクが生まれてすぐに、蒸発していなくなってしまったそうだよ」

　一度、『その言葉』を口にしてしまうと、スミレは溢あふれるように話しはじめた。

「父とうさんに捨てられた母さんが、どういう思いでいたのかなんて、ボクは知らない。ただ、すぐにボクは母さんにとってお荷物になった。物心つくころから、ボクはずっと母さんに殴られてきた。蹴けられてきた。放り投げられ、押しつけられ、焼かれてきた。そのときの光景を、母さんの表情を、すくみ上がるような恐怖を──今でも、ボクは、夢に見る」

　椅い子すの肘ひじ掛かけを、スミレは白く筋が浮かび上がるほどの力で握りしめていた。

「ボクが八歳になった日に、ボクの家に役所の人たちが来た。……母さんがどんなことをしてきたのか、その人たちが突き止めてくれたんだ。その人たちが──ボクの、背中、を見ると、すぐに警けい察さつがやってきた。そうしてボクと母さんは離はなれ離ばなれになった──なんて言ったら、きみは同情してくれるかな？」

　スミレの唇が、笑えむように歪ゆがむ。

「でもね、そのとき、ボクは本当に安心したんだ。心の底から、どこかにいる誰だれかに感かん謝しやした。あいつと──ボクを、引き離してくれたことを」

　蓮れんは、なにも言えない。

　彼には愛する家族がいる。厳きびしいが間の抜けている父と、優やさしいがしっかりものの母と、飛び抜けて頭が悪い代わりにずば抜けて顔が良い妹がいる。

　スミレの『悪夢』は、蓮にはまったく想像もできないものだった。

　家族と離れ離れになって、そのことを、喜ばなくてはいけないなんて。

「それからは、お定まりのコースだ。あいつは裁判所へ。ボクは施設へ。黒くろ噤つぐみ家けが運営する、身よりのない子供のための、生せい活かつ寮りようだよ。その頃から──ボクには、『禍卵』が現れるようになったからね」

「…………」

「施設って言ったら、蓮は悲惨な環かん境きようを想像するかな？　でも、そんなことはなかったよ。ボクはあそこが結構気に入ってる──友達に言うと微妙な顔をされるのが、玉たまに瑕きずだけどね。プライベートは保証されているし、寮母さんは気さくだし、それに」

　スミレの瞳ひとみに昏くらい色が浮かぶ。

　かつて、自分が見てきた地獄を、再び覗のぞき込むかのような瞳ひとみ。

「……誰だれも、ボクの身体からだに、タバコを押しつける人はいないから」

「スミレ」

　たまらず、蓮れんは立ち上がった。

　途と端たん、ゆずりに喰くらった一いち撃げきが腰に響ひびき、崩れ落ちそうになる。スミレはさっと椅い子すから立ち上がると、蓮のことを抱きすくめて、支えてくれた。

　そうして、耳元で囁ささやく。

「どうしたの？　蓮」

　口元には──優やさしくも映る笑えみが、浮かんでいる。

「きみが聞いてきたんだよ？　なにがあったんだ、って。だから、ボクが『なにがあったのか』、説明してるんじゃないか」

　その笑え顔がおは、どこか、泣き顔であるようにも見えた。

「それとも、もう聞きたくなくなっちゃった？　そりゃそうだよね。こんな悲惨な思い出話、聞いていて楽しいもんじゃない。今まで話を聞いてくれた友達も──、友達だった人たちも、みんなこの辺で切り上げたよ。だから、」

「スミレ」

　もう一度、名前を呼ぶと、スミレはぴたりと口を噤つぐんだ。

　言う。

「僕にできることを言え」

　スミレの目が、大きく見開かれた。

　両足に、しっかりと芯しんを通して、蓮は立ち上がった。

　玄げん城じようの言うとおり、やせ我慢は危険だが──それでも、やせ我慢をしなければならないときというものが、人生には存在するのだ。

「きみを虐ぎやく待たいした母親が、もう一度現れて、きみのことを捜している。きみは母親に会いたくない。でも施設に戻ったら会ってしまう。だから、別の場所──『ベッドルーム』、あるいはこの家に泊まろうと思った。それで合ってるか？」

　言葉を発することはできず、スミレはただ、小さく顎あごを上下させる。

「ここにいつまで留とどまれるかはわからないけど、ゆずりに言えばいつまでだって泊めてくれるだろう。もしもそれがダメになったら、今度こそうちに来るんだ。両親は僕が絶対に説得するから、いつまでも、きみの安全が確かく保ほされるまで、うちにいればいい」

　浅い考えだろうか。恐らくはそうだろう。しょせん高校生の考えること、ほころびはいくつもあるに決まっている。

　だからと言って──なにもしないでいることなんて、蓮には考えられなかった。

　スミレはしばらく、呆ほうけたように蓮の目を見つめていた。

　やがて彼女はうつむき、わずかに前髪を震ふるわせながら、声を絞り出した。

「……で、だよ……」

「え？」

「なんでだよッ!?」

　激げつ昂こうするように、スミレは叫んだ。

　涙をいっぱいに溜ためながら、スミレは細い両腕で、蓮れんのことを突き飛ばした。かろうじて痛みに耐えていた蓮は、バランスを崩してベッドに倒れ込んでしまう。部へ屋やの隅でタマゴを抱えて眠っていたテパが、「ふが」という声を漏らして目を覚ました。

　スミレは倒れた蓮に、のし掛かってきた。

「なんで、そんなことを言うんだ！　ボクは！　ボクは──きみを利用したんだぞ!?」

　頭のすぐ横に置かれたスミレの手が、ぎゅうっとベッドシーツを握にぎり締しめた。

「ボクは、黒くろ噤つぐみさんと仲が悪いから、ただお願ねがいしただけじゃ聞いてもらえないと思ったんだ！　だから──きみを、黒噤さんが大切に思っているきみをダシにすれば、あの人も断りづらくなるだろうって、そう思って、それで……！」

　スミレの声も、表情も、苦痛を与えられているかのように歪ゆがんでいた。

　なにも言うことができない蓮を見下ろしながら、スミレは「はっ」と笑った。

「どうだい、呆あきれただろ？　ボクのことを、軽けい蔑べつ、しただろう？　きみのことを心配するふりをして、結局、ボクは自分のことしか考えていなかったんだ」

「…………」

「そんなボクに──なんで、優やさしくするんだよ？　憐あわれんでるのか!?　やめてくれよッ!!　ボクにそんな価値はないんだ！　こんなボクに、出来損ないのボクなんかに──」

「ジャージ」

　スミレの声を遮さえぎって、蓮はつぶやく。

「貸してくれたよな」

　きょとんとして、スミレは蓮を見返した。

「ほら、僕が腰ミノだけになってしまって、ぶるぶる震えているときに。スミレはジャージの上着を貸してくれたじゃないか。自分だって寒いのに」

「…………」

「ゆずりに話を通すためだけに、僕を連れて行こうとしたんだったら、そんなことをする必要はどこにもない」

　蓮は首を傾かしげて、問う。

「なんでそんなことをしたんだ？」

「……それはっ、そんなの、」

「僕が寒そうだったからだろ」

　蓮れんが上半身を起こすと、スミレはそれを怖れるように、一歩だけ身を引いた。

　ベッドの上に、二人ふたりで相あい対たいして座っているような姿勢になる。

「ほとんど裸同然の僕が、寒そうにしていたからだ。だから、そんなことする必要はなかったのに、きみは僕にジャージを貸してくれた」

「…………」

「きみはそういう女の子だよ。たかだか一ヶ月の付き合いだけど、僕は知ってる。確たしかに、きみはちょっとずるかったり、あれこれと企たくらむところがあるかもしれないけど」

　それでも。

「きみは、本当は親切で、心の優やさしい女の子だ」

　スミレの涙を見つめながら。その向こうにある鳶とび色いろの瞳ひとみを覗のぞきながら。

「だから、自分に価値がないなんて、そんなことを言うな」

　蓮は、そう言った。

　スミレはうつむく。涙が落ちる。シーツの上に幾粒も、ぽたりぽたりと薄うす暗ぐらい染みを作っていく。肩が震ふるえ、堪こらえきれない嗚お咽えつが喉のどから漏れる。しゃっくりをするように跳ねるスミレの背中に、蓮は手を置こうとした。

　瞬しゆん間かん、スミレはその手を摑つかんだ。

　ほとんど反射のような、素早すばやい動きだった。蓮はわずかに目を瞠みはり、スミレは自らの行動を恐れるように、ぎゅっと身体からだを縮ちぢこまらせる。そうしながら、スミレは蓮の顔を見上げて、涙がにじんだ声で言う。

「……ごめ、っ、ごめん……きみは、泣いて、いる、女の子が──苦手、なのに……こんな、こん、こんなっ……ごめんね、す、ぐに、泣き止やむ、から……」
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「泣いていいよ」

　胸中で心しん臓ぞうが跳ね回っている。顔から血の気が引いていく。汗がじわりと滲にじみ出て、唾つばをごくりと飲み込む。

「そうしたいのなら泣けばいい。言っただろ。僕にできることならなんでもするって」

　蓮は、自らのそんな拒否反応を押しとどめて、そう答えた。

「泣いているときに傍そばにいることくらい、おやすい御用だ」

　今度こそ。

　スミレは、泣きじゃくった。蓮の胸に顔を埋めて、子供のように、幼子のように、声をあげて泣いた。着流しの胸に、スミレの爪つめが食い込んでいたが──蓮はやはり、そのことを微み塵じんも表に出さなかった。

　スミレが受けた苦痛に比べれば、こんなのは、そよ風のようなものだと思った。




　　　　◆




　ひそやかな寝息が響ひびきはじめた。

　それを耳にして──スミレは、ゆっくりと目を開ける。

「……ねえ」

　こそりと、小さな声で囁ささやく。

「もう、寝ちゃった？」

　それは、確たしかめるためというよりも、そうあってほしいという希望的観かん測そくを口にしただけの言葉だった。

　時刻は、午前一時。スミレが蓮れんにしがみついて、泣きじゃくったあのときから、二時間ほどが経過している。

　あのあと──スミレを落ち着かせた蓮は、彼女と一いつ緒しよにベッドの中に入った。さすがに気分が高揚していたから、すぐに眠ることはできなかったが、それでも二時間も経たてば、蓮は落ち着くことができたらしい。

　羨うらやましい。

　自分は、こんなにも、昂たかぶっているというのに。

　広いベッドの上で、ゆっくりと半身を起こす。スミレが身じろぎをするたびに蓮れんの寝息が乱れ、そのたびにスミレの鼓動が一段階速くなっていく。

　ベッドランプのほのかな灯あかりだけが、室内の薄うす闇やみを削り取っている。

　そのすぐ下に、宵よい原はら蓮の寝顔があった。

「………………」

　とくとくとくとく、と鼓動が速くなる。胸の奥底を、熱あつくやわらかな指先でつままれているような感覚。けれど、それは決して不快な感覚ではなかった。

　ぎしり、とベッドを軋きしませて、スミレは四よつん這ばいのまま、蓮に近づいていく。

「蓮──」

　小さな小さな呼び声に、やはり蓮は答えない。

　スミレもまた、返事を期待して彼の名を呼んだわけではなかった。

　自分の隣となりで健すこやかに眠る、同年代の少年。

　その脇わきに、ちょこんと膝ひざを揃そろえて座りながら、スミレはちらりと蓮の頭上を見上げた。

　そこには──紫の流水模様が浮かんだ巨大なタマゴがあり、中からもぞもぞとなにかをしている音が聞こえてきていた。

　たぶん、『禍まが姫ひめ』テパの食事準備だ。何回か見たことはあるが、なにをしているのかは、まったくわからない。悪夢を喰くらう姫君の生態は、謎なぞのほうがはるかに多い。

　とはいえ、今はそれも、問題ではない。

　テパが隠れている今、蓮とスミレは、事実上の二人ふたりきりなのだ。

　そのことを思うたびに、胸の奥の疼うずきが、スミレを急せかすように強くなった。

『姫ひめ憑つき』の少年──宵原蓮。

　いつからだろう。

　最初は、彼のことを、利用しようとしただけだった。彼に取り入って、『禍姫』が持つ『雲くも切きりノ法ほう』によって悪夢を食べてもらおうと思っただけだった。蓮はその願ねがいを叶かなえるための、ただの踏み台に過ぎなかったはずだ。

　それが、いつからか、違いはじめていた。

　スミレの企たくらみは黒くろ噤つぐみゆずりによってあっさりと暴あばかれてしまって、それでも蓮は、スミレに利用されることをよしとした。誰だれかが泣いている姿を見たくないからと、そう言って。利用しようとしたスミレを、なんでもないことのように受け入れてくれた。

　たぶん──そのときからなのだと思う。

　スミレの指先が、蓮の頰ほおを、ちょん、と突いた。

「……ふふ。無防備だね、蓮」

　蓮はむにゃむにゃと唇を動かした。

「きみは、ほんとうにバカだね。ボクの企みに、またしても嵌はまり込んでしまった」

　意地悪な笑えみを口元に浮かべてようとして、すぐに消した。

　本当にバカなのは、ボクのほうだ。

　そんな思いが、不意に湧わき上がったからだ。

　確たしかに、スミレは、蓮れんのことをまた利用した。自らの悪夢を食べてもらうため、黒くろ噤つぐみ家けに一緒に泊まろうと誘ったのだ。自らが卑ひ怯きような人間であるということは、すでにわかっている。だから、スミレは平然とそんなことができた。

　けれど──それだけでは、この胸の高鳴りは説明できない。

　蓮の顔に、自らの顔を近づける。安らかな眠りに身を委ゆだねる、だらしない寝顔。けれどスミレは、そこからどうしても目を離はなすことができない。

　目を離したくない。

　ずっとこうしていたい。

　蓮の傍そばにいて。蓮の隣となりに座って。蓮のことだけを、見つめていたい。

　ボクのことを、優やさしいと言ってくれた人の傍に。

　ボクに価値があると──そう言ってくれた人の、近くに。

「黒噤さんに、怒られるかな……」

　上うわずった声は、言葉として響ひびいたのか、どうか。

　燃もえ上がるような感情に、スミレはそっと目を閉じて、ゆっくりと顔を近づけようとして、

　フラッシュバック。




　──近所に優しいおばさんがいた。いつもスミレに親切にしてくれる人で、手作りのクッキーとかお料理とか、たくさんごちそうしてくれた。その人なら、その人こそが、自分の本当のお母かあさんになってくれるのではないかと思った。いつも優しくて、いつもにこにこしていて、決してスミレのことを意味もなく殴ったりしない人だったから。だからある日、スミレはついに耐えかねて、そのおばさんの家を訪ねた。雨が降っていたと思う。ずぶ濡ぬれになったスミレを見て、おばさんは心配して身体からだを拭ふいてくれたが、スミレの口から迸ほとばしる言葉を聞くたびに、スミレの身体を拭ぬぐう手は遅くなっていった。雨に濡れた服を脱ぎ、自らの背中を見せたときの、おばさんの表情を忘れたことはない。──嫌悪するような。迷惑そうな。そんな表情。おばさんは、バスタオルと、傘を一本だけスミレに渡して──スミレを家から出して、ドアを閉じる直前、こうつぶやいた。

「ごめんなさい。わたし、そういうことに関かかわりたくないの──」




　いつの間にか、心しん臓ぞうが止まったようになっていた。

　冷え切った指先を動かして、スミレはゆっくりと、身体を離はなす。

　先ほどまでの燃え上がるような思いは、すでにどこにも見当たらない。頭を振る。胸の上に手を当てる。唾つばを飲み込んで、もう一度、蓮れんの寝顔を見下ろす。

　なにも感じない。

「……ハ」

　乾いた笑い声が、喉のどの奥から響ひびいた。

　蓮から距きよ離りを取る。反対側の掛け布団をめくって、その中に身を滑り込ませる。蓮のほうに背中を向けたのは、罪悪感からか──再び気持ちが燃もえ上がるのを、抑えるためか。

　馬ば鹿かなことをした。

　勘違いだったんだ。

　他人のことを、信じるなんて。ボクらしくもない。ボクはそんなことはしなくていい──そんなことは、してはいけない。していいのは、信じるふりだけ。本当に本音から、誰だれかを信じることなんて、馬鹿らしくて、できるはずがない。

　その先に待っているのは、苦痛に満ちた裏切りだけなんだから。

　布団の中で、スミレは身を丸める。

　母の腹の中にいる胎児のように、けれども安らぎとは、無む縁えんのように。







[image: 第四幕　割れる落日]







「あっ」

「ん？」

　響ひびいた声に振り返ると、月げつ歌かと目が合った。

　二時限目と三時限目の隙すき間ま。ほんの十分ほどの、休み時間。

　購こう買ばいの自じ販はん機きでオレンジジュースを買い求め、お釣りを取った次の瞬しゆん間かん、

「こ、このっ──ヘンタイ野郎！」

　蓮れんは、月歌に、胸むなぐらを摑つかまれていた。

「な、なんだ!?　いきなりなにするんだ!?」

「マジで忘れたのか!?　あたしにあんなことをしておいて！　ほら、あの、──っ、え、エジプトの！」

「エジプト……、はて、そういえば、そんなこともあったような」

「マ、マジで忘れてんのか……あたしがあのあと、どんだけ苦労したと思ってるんだ!?」

　ぶるぶると震ふるえる拳こぶしが振り上がる。おやおや、と思いつつ、蓮は歯を食いしばった。殴られるのには慣なれている。別に慣れたくなかったが。

「どしたの、さーやん？　それ誰だれ？」

　背後からの声に、月歌はぴくりと身体からだを強こわばらせて、後ろを振り返った。

「あー。さーやんが男の子とイチャついてる！」

「え！　マジで!?　あのさーやんが！」

「うわマジだ！　これは大ニュース！　くーりゃんとるーるーにも知らせねば！」

　月歌の背後には──見慣れぬ女子集団がたむろしていた。

　茶や金や赤などの、なかなか個性的な髪色をしていらっしゃる方々だ。黒くろ噤つぐみ学がく園えんの制服をがっつりと改造し、ゆるゆるに緩ゆるめたネクタイは首元を締しめるというよりもぶら下がっているだけ。スカートの丈たけは、膝ひざ上うえ20センチは固いだろう。

　総じて、月歌とよく似た格好をした女生徒たちだった。

　その女生徒たちに、月歌と蓮はあっという間に囲まれた。

「こんちわー、えーと──センパイですね。お名前は？」

「え、と。宵よい原はら、蓮、ですけれども」

「ヨイハラ──あ、あたし知ってる！　ほら、あれだよ、二年に転校してきたっていう」

「ゴシュジンサマ？」

「そうそう、ゴシュジンサマ！」

　少女たちのあいだだけで通じる言語を使って、けたけたという笑い声が響ひびく。なんかもうそれだけですっげーバカにされている気になってきた。

「で」

　不意に、ぴたりと笑い声を止めて、三人の少女たちがそれぞれ顔を近づけてきた。

「センパイ、さーやんとは、どういう関係？」

　ずずいと迫られて、蓮れんも、蓮の胸むなぐらを摑つかんだままの月げつ歌かも、身を引いてしまう。

「ど、どういうって──」

「み、見てのとおりだよ！　ていうか、そんなのどうだっていいだろ、れっこもたいれんもくっぴーも、少し離はなれろ！」

　さっきから思ってたけどなんだよその異様な単語。

「ほほう、なるほど、見てのとおりということは──」

「痴ち話わ喧げん嘩かをする仲、と」

「違う！　どうすればそういうふうに見えるんだ!?」

　月歌は顔を赤らめて怒ど鳴なり、けれどもそれは三人娘には届かなかった。魔ま女じよ姉妹のような笑い声を立てながら、れっことたいれんとくっぴーはゆらゆらと蓮たちから離はなれていき、

「さーやんに訪れたはじめてのロマンス──邪魔するほど、野や暮ぼじゃないよ！」

「それじゃ、ごゆっくりー」

　それだけを言い残して、彼女たちは購こう買ばいから風のように去っていった。

　あとには、呆あつ気けに取られた蓮と月歌とテパだけが残された。

「……なにあれ？」

　テパのつぶやきに、反応したのは月歌だった。

「……あたしの、友達」

「小さ夜よ町まちさん。これは心からの忠告だけど、友達は選んだほうがいいよ？」

「うるさいな！　あんたにだけは言われたくないよ──」

　言いながら、月歌は蓮の胸ぐらを引っ張って、購買の近くにある談だん話わ用ようテーブルへと座らせた。そうして、自分も蓮の向かいに腰を下ろす。

　蓮は目をぱちくりさせて、月歌は気まずそうに目をそらした。

「あんたのせいで──れっこたちが、どっか行っちゃった。責任、取れよ」

「責任って」

「予よ鈴れいが鳴るまで、あたしと一いつ緒しよにいろ。そうすりゃ、あのときのことは、忘れてやる」

　ぷるぷると、テーブルの上に置かれた月歌の拳こぶしが震ふるえている。そう言われるうちに、じんわりと先日の記き憶おくが蘇よみがえってきた。

　エジプトの砂の宮殿。やたらと露ろ出しゆつ度どの高い女王のドレスに身を包んだ彼ひ岸がん。腰ミノひとつの蓮。そして、同じように、腰ミノひとつの──

　ネクタイを引っ張られて、蓮は物思いから引き戻された。

　ぐい、と近づいてきた瞳ひとみには、危険な色がぐるぐると渦を巻いていた。

「……あたしも、忘れるから……あんたも、忘れろ……でないと……！」

「わ、わかった。忘れる」

　こくこくと、慌てたように頷うなずいた蓮れんを見て、月げつ歌かはほっと安あん堵どの息を吐く。

　その耳元で佞ねい言げんを囁ささやく『禍まが姫ひめ』がひとり、

「月歌、騙だまされちゃダメだよ。パパみたいなお変態さんが、あんなわがままボディを見せられて、忘れられるわけないじゃんか。言っておくけど、パパの頭の中では今まさに月歌の服を一枚一枚たっぷりゆっくりじっくりと脱がしているところだね？」

　ネクタイを摑つかまれて、

　月歌が思いっきり身体からだをそらして、

　ごっ！　と音が響ひびいて火花が散った。それはよく見たら自分の目から出た火花であり、目の前では蓮に頭突きをかました月歌が、同じように額ひたいを押さえていた。

「て、テパの戯言たわごとを信じるな！　こいつの言うことは八割方テキトーなんだからな！」

「……え、そ、そうなのか……？」

　素直に信じた月歌に、蓮は大きく頷いた。

　それから、話題を変える。

「そういやさ、あのあと、どうしたんだ？」

「……あのあと、あの、あと、な……！」

　怒りのためか羞しゆう恥ちのためか、ふるふると震ふるえる拳こぶしを重ね合わせて、月歌は涙の滲にじんだ目で蓮をにらみつける。

「あたしの部へ屋やごと、着替えが全部だめになってな……！　おかげで、あたしはしばらく、あの格好で『ベッドルーム』をうろつかなくちゃならなかったんだ！」

　もう少し『ベッドルーム』に残っているべきだったかもしれない、と蓮は後悔しかけて、刺すような月歌の視し線せんに晒さらされる。

「それで……彼ひ岸がんの、部屋は、無事だったから。そこに行って、彼岸の服を借りて──」

「えっ？」

　真っ先に反応したのは、テパだった。悪あく霊りようのようにするすると、月歌の周りに漂いながら、信じがたいものを見たかのように紫の目を見開いている。

「なに？　今、なんて？」

「…………だ、だから、彼岸の服を、着て…………」

「ちょちょちょ、ちょっと待って！　彼岸の服って、あのちっちゃいネグリジェのことじゃないよね!?」

「そ、そうだよ。それが、なにか、悪いのか？」

「悪いよ！　大変なことだよ！　これは大変な問題だよ！　あんなつるぺったんな彼岸のネグリジェを、月歌が着るなんて──お肉の満員電車だよ！　想像しただけで大変なハレンチ加減だよ!?　放送できないよ！」

「なっ！」

　ふむ、と蓮れんは顎あごに手を触れて、じっくりと考えてみた。ちいさなちいさな彼ひ岸がんのネグリジェに、おおきなおおきな月げつ歌かのアレがぎゅうぎゅうに詰め込まれ、ぴっちりとはみ出して、ぽろりとまろび出るところを──

　ネクタイを摑つかまれて、

　月歌が思いっきり身体からだをそらして、

　ごっ!!

「へ、へ、──ヘンな想像してんじゃねえよ！　殺すぞ!?」

　涙目になりながら月歌は怒号して、蓮は額ひたいを押さえたまま反はん論ろんすることもできない。どうでもいいがどうしてこの子は基本の攻こう撃げき手段が頭突きなのだろうか。

　と、そのとき、頭上から予よ鈴れいが鳴なり響ひびいた。

「そ、それじゃあ、僕はこの辺で……」

　やっと解放された、と安心しながら、蓮は立ち上がろうとした。

　その袖そでを、月歌がちゃっかりと摑んでいた。

「な、なに勝手に帰ろうとしてるんだよ？　それでも男か？　さっき言っただろ、ちゃんと責任を取れって！」

「だから、責任ってなんだよ。婚こん姻いん届とどけに判でも押せば──、噓うそです冗じよう談だんですごめんなさい頭突きはもうやめてください！」

　月歌は元の体勢に戻って、じっとりと蓮を見る。蓮の袖を摑む手を離はなして──代わりに、その手をこちらに差し出してくる。

「一年の教室まで、あたしをエスコートして。それが──男の、責任って奴だろ」




　　　　◆




　十分後。

　宵よい原はら蓮は、屋上で空を見上げていた。

　時刻は午前十一時を少し回ったくらいだろう。春の、朝の、青空である。どこまでも透き通り、抜けるような青あお色いろに、蓮は大きく息を吸い込んで、吐き出した。頰ほおを撫なでるそよ風はたとえようもなく心地ここちよく、蓮は静かに目を閉じた。

　テパの声が、頭上から降ってくる。

「いいの、パパ？　あとでゆずりに怒られるんじゃないの？」

「あり得る話だなあ……」

　そんなふうに返しながら、しかし蓮は立ち上がろうとはしなかった。

　屋上の給水塔、その脇わきに寝転んで、小さくあくびをしたりする。

　蓮はあのあと、月歌のクラスまで彼女を送り届けた。蓮にエスコートされた月歌を見て、れっこたちが黄き色いろい声をあげていたが、無視して自らのクラスへと戻っていった。

　当たり前だが、すでに授業が始まっていた。

　隣となりの席のゆずりが、蓮れんがいるはずの場所をじっと見つめながら、かちかちかちかちかち、と延々シャーペンをノックしているのが怖くて、教室に入りそびれてしまった。

　入りそびれてしまったからには入る必要はない。定期考査が約一週間後に迫っている今、授業をサボるなど正気の沙さ汰たではなかったが、まあ、なんとかなるだろう。

「ならないよ」

　青空をバックに、ひとりの少女が呆あきれ顔がおで、蓮のことを見下ろしていた。

　スミレだ。

　驚おどろいたように目を見開いた蓮の横に、スミレはしゃがみ込んで、

「ボクの教室から、きみがここにいるのが見えたからね。体たい調ちよう不良を理由にエスケープしてきたんだよ」

　そう言って、スミレは腰を下ろした。

　蓮のお腹なかの上に。

「…………」

「なに？」

「なにじゃないだろ。そっちこそなにしてるんだよ」

「座っただけだよ。重いならどくけど？」

　ここで素直に『重い』と言ったら、スミレは恐らく怒る。理不尽だが、女の子とはそういう生き物であることを、このごろの蓮は学びつつあった。

　仰あお向むけに寝転んだまま、左右に首を振った蓮を見て、スミレはにっこりと笑う。

「そ。じゃあ、このままでいいね。──で、蓮のほうこそなんでこんなところに？」

　蓮は前後の状況を、ざっくりと説明した。

　珍しく、スミレは笑わなかった。わずかに眉まゆを寄せて、つぶやく。

「そうか。月げつ歌かが」

「まったく、わけわかんないよな、あの子。僕はてっきり嫌われてるんだと思ってたのに、その僕を捕まえて『エスコートしてくれ』って言うんだから。あれか、古式ゆかしいツンデレって奴やつなのかな？」

「そんなんじゃないよ」

　きっぱりとしたスミレの言葉に、テパが首を傾かしげて尋たずねる。

「なんでスミレが、そんなこと言い切れるの？」

「だって──それがあの子の、『悪夢』だからね」

　さらりとスミレが言って、蓮は目を見開いた。

『悪夢』。心の深奥に抱えたトラウマの種。毎夜のようにうなされるほどの、悲惨な体たい験けん。

「もちろん、詳しいことは言えないが、あまり月げつ歌かを責めないであげてくれ。あの子は──ひとりでいることが、できないんだ」

　スミレの弁べん護ごに、蓮れんはなにも言えなくなってしまう。それが『悪夢』によるものだと言われれば、月歌の行動に文句をつける気には、ならなくなってしまった。

　しばらく、沈ちん黙もくが続く。

　どこか遠くで、鵯ひよどりが鳴いていた。

「そういえばさ」

　ふと思いついたように、スミレが口を開いた。相変わらず蓮のお腹なかにお尻しりを載せたまま、ちらりと笑う目を蓮に向ける。

「このあいだ、約束しただろ。みんなで勉強会をやるって」

「ん──、ああ。そういえば、そうだったな」

　数日前の登校途中、そんな約束を交わしていた。

「今日きよう辺り、どうかな？　っていうか蓮の態度を見る限りだと、びしばしやっていかないと本当に落第しそうだからね……。黒くろ噤つぐみさんに、ちゃんと言っておかないと」

「そ、そんなことはないぞ。今のこれは、ゆずりが怖かっただけであって、」

「……ゆずり、ね。ふん」

　皮肉げに頰ほおを歪ゆがめて、スミレは立ち上がった。お腹は軽くなったが、代わりにどこか寂しくなる。こちらに背を向けたスミレの背中に──蓮は、思い切って尋たずねた。

「あれから、お母かあさんは現れたのか？」

　スミレの肩が震ふるえるのがわかった。自分が余計なことを言っているというのも、わかっているつもりだった。それでもなお、蓮は言葉を重ねる。

「……なにか、困っているなら……」

「大丈夫だよ」

　不自然に明るい声を出して、スミレは蓮のことを振り返った。

　不自然に明るく、彼女は笑っていた。

「実はね、あれから──母さん、と、話し合いの場を持ったんだ」

「え!?」

「正せい確かくには、あいだに寮りよう母ぼさんを挟んで、伝言をしてもらったんだ。母さんがボクになにを求めて現れたのか、それでわかったし、ボクはそれを──渡すことが、できた。たぶん、それで満足してもらえたと思う。よくある話だよ」

「……よくある、って」

「よくあるんだ。ボクたちのあいだでは。だから、蓮」

　もう、きみは、なにも心配しないでいいんだよ──。

　そう言ったスミレは、やはり、にこにこと笑っていた。

　蓮れんは、上半身を起き上がらせて、そんなスミレの笑え顔がおを見つめている。

　その笑顔は、どこからどう見ても、偽りのものでしかなかった。

　蓮は言う。

「このあいだも言ったけど──僕にできることがあるなら、なんでも言ってくれ」

「…………」

「うちは借家だけど、無む駄だに広いからな。空いている部へ屋やの一個や二個なら──」

「ねえ、蓮」

　蓮の言葉を遮さえぎって、スミレは首を傾かしげた。

　その顔は、やっぱり、笑っている。

「もういいよ」

「え？」

「もう、そんなこと、しなくていいから。そういうことを言わないでくれるかな」

　にこにこと、笑っている。

「いちいち断るのも面めん倒どうだから、はっきり言っておくけれど──余計なお世話なんだ。そういうの。男の子の家に、気軽に泊まれるわけがないだろう。常じよう識しきで考えてくれよ」

「…………」

「……もう、これ以上……ボクに、きみを、信じさせないでくれ……」

　囁ささやくようなその声に、蓮はなにも言えずに凍りついている。泣き顔と同意義の笑い顔は、蓮の心しん臓ぞうを摑つかんで握りつぶそうとしていた。

「──それじゃあ、今日きようの放ほう課か後ごだから。きみのほうでも何人か、勉強ができそうな人を見み繕つくろっておいてくれよ」

　スミレは立ち上がり、振り切るように背を向けて。

　そのまま、立ち去っていった。

　蓮は呆ぼう然ぜんとしたまま、その後ろ姿を見送ることしかできなかった。




　　　　◆




　そして、放課後。

「さて」

　とんとん、と教科書を揃そろえて、スミレは穏おだやかに宣言する。

「それでは、勉強会をはじめようか」

　それに応じて、参加者たちは、それぞれのテンションに見合った反応をする。

「うっす、よろしくっす！」

「うん、よろしく」

「……はい……よろしく、お願ねがいします……」

　順番に、牧まき瀬せ直なお純ずみ、宵よい原はら蓮れん、黒くろ噤つぐみゆずり、である。

　急きゆう遽きよ参加することになった直純は元気いっぱいのテンションマックスで、蓮は蓮とて普通に勉強をするときのテンションだが──

　ゆずりがやばい。魂が抜けたような表情をしている。

　なんでそんなことになったのか、蓮にはよくわからない──それとなく理由を聞こうとすると、殺意すら滲にじんだ眼まな差ざしが戻ってくるから、結局聞きそびれてしまった。

　原因不明のゆずりの怒りは、直純にさえ向けられた。じっとりとした目つきを直純に向けながら、彼女はぼそりと言う。

「……そもそも、牧瀬くんは、勉強会なんて必要ないじゃないですか……！　成せい績せき、十分に良いはずでしょう？」

「いやいや、なにを仰おつしやる黒噤さん。必要のない勉強なんてないんだ。我々は学生なんだから、常に精しよう進じんを必要としているのさ！」

　スミレが淡々とした口く調ちようで、

「ていうかね、黒噤さん、それっておもいっきりブーメランだから。きみなんか学年一位だろう。牧瀬くんが勉強する必要がないなら、きみにだってなくなっちゃうよ」

「牧瀬くん、あなたの言葉が正しいようですね。確たしかに、私たちはいついかなるときでも精進を怠おこたってはならないのでした。一いつ緒しよに頑張りましょう」

「……はは、よ、よろしく……」

　さすがに引きつった笑いでそう答えてから、直純は蓮の耳元に口を寄せ、

「……なあ、黒噤さんて、ちょっとヘンな人なのな」

「『ちょっと』はいらないぞ、直純」

　そう返しながら──蓮は、それとなくスミレのことを観かん察さつした。

　鼻歌混じりに、彼女は勉強道具を用意している。先ほど、屋上で見せたような暗い影かげは、今はどこにも見当たらない。

　あるいは、なにもかもスミレの言うとおりなのかもしれない。母との話し合いを終えて、問題はすべて解決して、これ以上面めん倒どうなことにしたくないから、あんなことを言っただけなのかもしれない。

　ともあれ、勉強会が始まった。

　夕暮れの図書室に、生徒の入りは半々と言ったところだ。定期考査前だから、もう少し混み合うかと思っていたのだが、ひとりで真ま面じ目めに勉強したいという正しい生徒は『学習室』に行くのだ、と直純は説明した。

「さすがだな、ハカセ」

「妙なあだ名をつけるな！　定着したらどうしてくれる」

「『学園の敵』とか『パンツ野郎』よりずっとマシだろ……」

　正直、その辺りのあだ名はすでにイジメのレベルに突入していると思うのだが、自らの行動を振り返ってみると反はん論ろんできないのがつらいところだ。

　基本的にゆずりは万能選手で、どのような劣等生のどのような疑義にも、丁てい寧ねいにわかりやすく説明してくれた。一方で直なお純ずみのほうは文系特化型であり、ことに現代文の理解度にかけてはゆずりをしのぐ面さえ見せた。

「おまえ、頭よかったのな……」

『山さん月げつ記き』の読解をざっくりと教えてもらいながら、蓮れんはうめくようにそう言った。普ふ段だんはあんなにバカなことを言っているくせに、学習面では頭がいいというのはなかなか納得いかないものがある。

　直純は得意げに笑い、親指で眼鏡めがねを押し上げた。そういう仕し草ぐさをするからますますハカセっぽく見える、と蓮は思ったが、口には出さなかった。

「子供の頃ころから本を読むのだけは好きだったからな。好きこそものの上じよう手ずなれ、って奴やつだ」

「そういや、小学校のときもよく読んでいたっけな。星ほし新しん一いちの短たん編ぺん集しゆうとか」

　おや、という顔を直純はした。

「おまえ、昔の記き憶おくはほとんどないんじゃなかったか？」

「最近思い出したんだよ」

　ちらりと目配せをすると、こちらをじっと見ていたゆずりの唇が、嬉うれしそうに──そして、どこか切なそうにほころんだ。

　と、そんなゆずりの肩を、スミレがちょいちょいと叩たたき、

「黒くろ噤つぐみさん。ここを教えてくれないか」

「どこですか？」

「これだ。Emancipation Proclamationとあるけれど、どういう意味なのかな」

「聞く前に、辞書を引きなさい」

「まあいいじゃないか。聞いたほうが手っ取り早い」

「……それは、『奴ど隷れい解かい放ほう宣せん言げん』という意味です。１８６２年、アメリカ合がつ衆しゆう国こく第十六代大統領エイブラハム・リンカーンによって布告されたもので、この英文は南なん北ぼく戦せん争そうを含めた当時の状況を説明したものですよ」

「なるほど。奴隷を、解放する、宣言か……」

「………………なにか？」

「いや、別に。ただ、１５０年も前に終わっていたはずなのになあ──と思ってね」

　自称『蓮さまの奴隷』であるところのゆずりの口元が、ひくっと引きつった。スミレは知らぬげに、再び英文の和訳へと戻っていく。ちりちりとした空気が図書室に漂い、蓮と直純は肩を寄せ合って震ふるえる。

「と──ところでさ、黛まゆずみさん」

　ちりちりとした空気を払ふつ拭しよくするためか、直なお純ずみが明るい声で話を振った。

　ん？　と顔を上げたスミレに、直純は続けて、

「陸上の県大会で優ゆう勝しようしたっていうじゃないか。遅ればせながら、おめでとう」

　スミレはちょっと驚おどろいたように目を瞠みはり、それからバツが悪そうに笑った。

「あれか。本当は、そう自慢できるようなことでもないんだけどね」

「どうして？　県大会で優勝したんだろ、大したものじゃないか」

　蓮れんがそう言うと──スミレは、ちょっと気まずそうに目をそらした。

　すかさず、ゆずりが口を開く。

「黛さん。あなたは確たしか、陸上部には所属していなかったはずですが──」

　ぎく、とスミレの表情が動くのを、蓮は確かに見て取った。

「そのあなたが、どうして、陸上の県大会に、出ているのですか？」

　黒い瞳ひとみに、きらりと『正しさ』を宿らせて、ゆずりはスミレのほうを向いた。スミレはそれとなく視し線せんを横に外して、

「それは、ほら、あれだ。魚うお心ごころあれば水みず心ごころというか」

「私の嫌いな言葉ですね」

「ボクは好きな言葉だよ。──まあ、詳しいことはボクも知らない。ボクはただ、頼まれただけだからね」

「頼まれたって、誰だれに、なにを？」

　蓮が尋たずねると、スミレは「いやあ」と頭を搔かき、

「陸上部の友達からね。ちょっと県大会で優勝してくれないかって」

　沈ちん黙もくが、他ほかの三人のあいだに浮かび上がった。

　ちょっと頼まれたからって、優勝できるものなのか。県大会。

　信じがたいものを見るような目つきに、スミレは慌てたように手を振った。

「いや、違うんだ。きみたちはなにか勘違いしているよ。県大会と言っても、そんなにたいそうなものじゃない。月に一度は決まって開かれる定例大会で、ちょっとした腕試しみたいなものなんだよ。参加枠だって自由参加だ」

「……でも、出場する選手はみんな陸上部なんだろ？」

　直純が言うと、スミレは再び視線をそらし、

「まあ、ね。その──優勝賞しよう金きんがあるから。みんな本気になっちゃって」

「賞金……？」

　ゆずりが低くつぶやく。スミレはぴくりと顔を引きつらせたが、すぐ逆ぎやく襲しゆうするように、

「い、言っておくけどね、黒くろ噤つぐみさん。この件に関して、ボクにやましいところはないぞ。さっきも言ったとおり、その定例大会は自由参加なんだからな！」

「陸上部のお友達に頼まれた、というのは？」

「……陸上部には優ゆう先せん参加枠があってだね……そこにボクを入れてもらう代わりに、賞しよう金きんはみんなで山分けにしようと……」

　ゆずりの目が、氷のように冷たくなった。なにかを言おうとするが、しかし、彼女が言うべきことはなにもないのだ。スミレは特に規則に違反するようなことはしていない。陸上部の友人に頼まれ、一いつ瞬しゆんだけ陸上部に所属してから、優勝賞金をかっさらってすぐに退部してしまう──顧こ問もん教師の目をどうやってくらましたのかはわからないが、スミレのことだ、なにかしらの抜け道を使ったに違いない。

「……でも、それはそれで、すごいよな。だって他ほかは全部陸上部なんだろ？　毎日毎日、なにが楽しいのかわかんないけどトラックをぐるぐる回ってる奴やつらだ。そんなのを相手に、よくもまあ、優勝なんてできたな？」

　直なお純ずみが感心したように言うと──スミレの顔から、すとんと色が抜け落ちた。

　自らの過去を思い出したかのような、かすかな痛みの表情。

　そのことに気づいたのは、蓮だけだったようだ。ゆずりは不ふ機き嫌げんそうに唇を曲げているだけだし、直純の瞳ひとみには純粋な好奇心しか浮かんでいない。

　スミレは自分の表情を隠すようにうつむくと、薄うすい笑えみを口元に浮かべ、

「まあ、ね。ボクは昔から、走ることが──好き、だったからね」

　噓うそだ、と思った。

　なぜそう思ったのかはわからない。思ってから、自分で驚おどろいたほどだ。

　その虚実を、確たしかめようとは思わなかった。人の『悪夢』に口出しすることは、『ベッドルーム』における禁きん忌きのひとつである。スミレから告白を受けたといっても、その禁忌が揺らぐわけではない。

　そのとき。

　スミレの表情が、凍りついた。

「スミレ」

　聞き覚えのない声に振り向くと──ひとりの女性が、ぼうっとした感じで立っていた。

「見つけた」

　そう言って──彼女は、厭いやな感じに、笑った。

　イヤでも、嫌いやでもない。厭な感じだ。

　黒いセーターに、ベージュのスカートを穿はいている。どこにでもいる主婦のような服装だったが、白塗りの化粧に赤すぎる唇は、どこか水商売のような雰囲気も漂わせている。

　その顔立ちには、どこか、スミレに似た面おも影かげがあった。

「……どちらさまですか？」

　反応したのは、ゆずりだった。席から立ち上がり、黒い瞳に毅き然ぜんとした光を宿して、真正面から女性のことを見据える。

「失礼ですが、学園内は関係者以外の立ち入りを禁じています。保ほ護ご者しやの方でしたら、まずは職しよく員いん室しつに──」

「うるっさいなあ。いいじゃないの、そんなことは、どうだって」

　心底からめんどうくさそうに、女性はそう吐き捨てた。顎あごでしゃくり、

「あたしは、黛まゆずみアキナ。それの保護者よ。ちょっと話があるの。来なさい、スミレ」

　スミレは──

　唇を嚙かんで、視し線せんをそらした。

　彼女のこんな表情は、見たことがなかった。恐怖と情けなさと惨みじめさが、ぐずぐずに溶け合ったような、そんな表情。怯おびえに濁にごった瞳ひとみは、ただ母親の怒りを避けるためだけに、ここではないどこかを見つめている。なんの力も持たない、卑屈な奴ど隷れいのような顔だ。

　彼女の、こんな表情は──見ていたくなかった。

「なにしてんの、スミレ」

　アキナの声に、苛いら立だちが混じる。スミレは電気を流されたかのように震ふるえ、腰を浮かそうとして、

　その前に、蓮れんが立ち上がっていた。

　アキナの前に、立ちふさがるようにして向き直る。静かに自分を見つめる少年に、アキナはちょっとおもしろがるような表情をした。口元には淡い笑えみが浮かんでいるが、その目は──厭いやな光を宿したまま、じろじろと蓮を眺め回している。

「今、スミレさんは僕たちと勉強してるんです。あとにしていただけませんか」

「なに、あんた？　それの友達？」

　それ。

　頭に血が逆流しそうになるのを、必死になって押しとどめながら、蓮は辛しん抱ぼう強づよく言う。

「……もうすぐ、定期考査があるんです。そのための勉強会を、しなくちゃいけないんですよ、黛アキナさん。なにか話があるのなら、そのあとにしてください」

　もちろん、それは言葉だけのことだった。ここでうまくやり過ごしたら、もう二度とスミレとアキナを会わせるつもりなどない。合ね歓むにでもゆずりにでも、しかるべき人に相そう談だんして、こんな女は二度と学内に入れないようにすればいい──蓮は、そう考えていた。

　そんな甘い考えを、嘲あざけるようにアキナは笑い、

「なにそれ？　ねぇ、スミレ、あんた友達と家族のどっちが大事なの？　お母かあさんの言うこと、聞けない？」

　スミレは唇を嚙んだまま、じっとうつむき──そして、蓮は拳こぶしを握にぎり締しめた。

　家族、だと。

　昨日きのうの夜のことを、思い出す。母親と引ひき離はなされて感かん謝しやしている、スミレは言った。施設に入れられて、それでも、誰だれも自分を傷つけるものがいないから安心できると。

　たかだか十六歳の女の子に、そんなことを言わせておいて──どのツラを下げて、家族などと口にできるのか。

「……あんた、な、」

　押し殺した声で、蓮れんはつぶやき、

「そんなことはありません」

　低く、固い声が、後ろから響ひびいた。

　スミレだった。彼女は立ち上がり、教科書やノートをカバンに詰めはじめている。

　蓮は目を疑った。

　なにをしているんだ、と口には出さずに思う。母親の──自分を虐ぎやく待たいした母親の言いなりになるつもりなのか。

「……すぐに、行きます。お母かあさん。待たせてしまって、ごめんなさい」

「ほんとね。あんたは昔っからグズなんだから」

「はい。ごめんなさい」

　それから、ようやくスミレは、ぽかんと口を開けて自分を見つめる直なお純ずみと、静かな無表情でやり取りを見守っているゆずりの存在を、思い出したようだった。

　首筋まで、赤く血が上る。これ以上の恥はないとでも言うように、スミレは小さな声で、

「……ごめん、そういうわけだから、勉強会は、また今度にしてくれ」

　そうつぶやいて、足早に母の許もとに向かおうとした。

　その手を、蓮はとっさに摑つかんでいた。

　鳶とび色いろの瞳ひとみが、非ひ難なんの色を帯びて蓮をにらむ。迷惑だ、と言わんばかりの視し線せん。

　昨晩のこと、今け朝さのことが頭に思い浮かんで、それがまた蓮を混乱させていた。

「離はなしてくれ」

　きっぱりと言ったスミレの声に、蓮は首を振り、

「……なにも、行くことは……」

「いいから。いいんだ、蓮」

　口早にスミレは言った。蓮は言葉を失い、アキナが短く舌打ちをする。それが、スミレを焦らせたようだった。恐怖にまみれた顔を、きっと上げて、

「いいって言ってるだろ！　離せっ!!」

　そう叫んで、スミレは蓮の手を、振り払った。

　蓮は、息を吞のんでスミレのことを見つめた。

　スミレは──なぜか、自分のほうが傷つけられたような表情を浮かべていた。

　彼女の名前を呼ぶことは、できなかった。アキナが「行くよ」と顎あごをしゃくると、スミレは彼女について、のろのろと歩き出した。

　母子二人ふたりが図書室から出て行くのを、蓮れんは無能のように立ち尽くしたまま、じっと見ていることしかできなかった。

「……蓮、座れよ」

　さすがに、直なお純ずみが固い声で言った。蓮は小さく頷うなずき、席に腰かける。

　勉強会などという空気では、なくなってしまった。

　それでも、誰だれも席を立とうとしなかったのは──それぞれが、それぞれの物思いに耽ふけっていたからだろうか。直純は無意味に教科書を開けたり閉じたりして、ゆずりは白紙のノートをじっと見つめ、そして蓮は、呆ぼう然ぜんとして今し方の出来事を考えていた。

　なぜ、スミレが自分の手を振り払ったのかを、じっと考えていた。

「情けないねえ、パパ」

　不意に、そんな声が響ひびいて、蓮とゆずりは顔を上げる。

　テパだった。

　スミレが座っていた席に腰を下ろして、頰ほお杖づえをついている。珍しくその表情に笑えみはない。ただ、アメジストのように美しい瞳ひとみが、蓮をじっと見据えているだけだ。

「なんでもできるスーパーヒーローのくせに、女の子ひとり助けることもできないの？」

　ゆずりが、わずかに首を動かして、隣となりに座るテパを見た。

　蓮は潰つぶれた声で言う。

「……僕は、そんなのじゃ、ない」

　それぞれの反応があった。

　直純は訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。『タマゴ持ち』ならぬ彼には、蓮が誰と話しているのか見当もつかないのだろう。

　ゆずりは唇を真一文字に引き結んで、まっすぐに蓮のことを見つめた。「そんなことはありません」と、黒い瞳に危険なほどの一いち途ずな光を宿らせている。

　そして、テパは、紫の目を薄うすく細めていた。

　獲え物ものを見定める肉にく食しよく獣じゆうのような眼まな差ざし。

「そうなのかな？　そうなのかもね。パパは、おヒーローさんなんかじゃないのかもね。単にテパがついているっていうだけの、役得で女の子と一いつ緒しよに寝られるっていうだけの、タナボタ野郎なのかもしれないね」

「…………」

「でもねえ、パパ。そんなの関係ないんだよ」

　頰杖をついたまま、テパはつまらなそうに言う。かくんと首を傾けると、窓から射さし込む夕日の光に、金髪がきらきらと踊り、息を吞のむほどに美しい。

「ヒーローでなくてもいいの。タナボタ野郎でも構わないの。女の子はね、自分がいちばん困っているときに、傍そばにいてくれる男の子が必要なんだよ？」

　机の下で、テパの足が伸びた。ちょんちょんと、つま先で蓮れんの膝ひざをつつく。

「それなのに、パパはなにをしているの？　こんなところで、なにお間抜けさんみたいな顔をして、ぼんやり座ってるのさ？　そんなの、テパのパパじゃないよ」

　小こ馬ば鹿かにするような動きに、蓮はたまりかねて立ち上がった。

「スミレが拒絶したんだろう!?　だったら、僕ができることなんて──」

　言いかけて、蓮は口を噤つぐんだ。自分の叫び声に、惨みじめな負け犬のような臭においがじっとりと染みついていることに気づいたからだ。

「お、おい、蓮？」

　直なお純ずみが、目を丸くしてつぶやいた。蓮は「なんでもない」と手を振ってそれに答え、テパは唇に手を当ててくすくす笑う。

「あっきれた。スミレのせいなの？　スミレがいいって言ったらどうなってもいいの？　スミレが自殺するって言ったら、パパは止めもせず、それがスミレの意思だからって言って放っておくんだ？」

「……っ！」

　蓮は歯を嚙かみしめ、構わずにテパは浮き上がる。漆しつ黒こくのパーティドレスを靡なびかせて、紫の『禍まが姫ひめ』は、中空から蓮のことを見下ろしている。

「あのね、パパ。お間抜けさんのパパ、お馬鹿さんのパパ。巡りの悪いそのおつむの代わりに、テパが教えてあげるんだけどね──」

　親指で指し示す。窓の外。夕焼けに沈む校庭の片隅に──

　スミレとアキナの後ろ姿が見えた。

　母の手に、引きずられるようにして歩く、スミレのちっぽけな背中。

「スミレは、きっと今、泣いているよ」

　蓮は、弾はじかれたようにテパに目を向けた。

　テパは、にやにやと笑っていた。けれど、その紫の瞳ひとみだけは──笑いもせず、真しん摯しな光が宿っているように見えた。

「それでも、パパに動く理由はないの？」

「……いや」

　つぶやいて、蓮は首を振る。机の上に広げてあった教科書やノートを、乱らん暴ぼうにカバンに詰め込んで、蓮は言う。

「それだけあれば、十分だ」

　女の子かが泣いている。それを考えただけで、蓮は心しん臓ぞうを万力で締しめ潰つぶされるような感覚を味わうことができる。『悪夢』がもたらした体質だったが、今はそれが、蓮の背中を後押ししてくれていた。

「悪い。僕はスミレを追いかける。勉強会は、やっぱり後日ということにしてくれ」

　直なお純ずみは、ぽかんと口を開けて蓮れんを見つめていたが──やがて、大きく頷うなずいた。

「……ああ。事情はよくわからんが、行ってこい」

　蓮は微笑ほほえむ。牧まき瀬せ直純は良い友人だった。彼のような男を友達に持てた自分は幸せだと、なんのてらいもなくそう思った。

　カバンを持ち上げて、蓮は駆け出した。図書室を出て、廊下を駆け抜け、階段を滑り降りようとしたところで、

「……蓮さま、廊下を走るのは校則違反ですよ」

　すぐ後ろから響ひびく声に振り向くと、足音も立てずに疾走するゆずりがいた。大回りにカーブしながら、蓮は反はん論ろんする。

「黒くろ噤つぐみさんだって走ってるじゃないか！」

「緊きん急きゆう事態の場合は、校則の限りではありません」

　あっさりとそう返したゆずりに、蓮はかすかに苦笑して、昇降口へと向かっていった。




　　　　◆




　校舎から飛び出て、蓮は視し線せんを左右に振った。図書室から見下ろした光景で、すでにだいたいの位置は割り出している。──旧校舎の近くの、雑木林だ。

　蓮は夕暮れのグラウンドを横切って、旧校舎のほうへと駆けていく。

『ベッドルーム』に繫つながる入り口を横目に、その奥に広がる林へと足を踏み入れる。隣となりを走るゆずりが、不意に腕を伸ばして、叫んだ。

「蓮くん、あそこです！」

　そう叫んだ。

　ゆずりの言うとおり──そこに、いた。

　黛まゆずみスミレと、黛アキナ。血の繫がっているはずの母子が、二人ふたり。

　ひとりは、幹の傍そばにうずくまり、頭を抱えたまま、身体からだを丸めている。

　もうひとりは──なにか甲かん高だかい怒号をあげながら、自分の足下でうずくまっている小さな身体を、感情にまかせて蹴けりつけていた。

　叫ぶ。

「やめろッ!!」

　びくっと背中を震ふるわせて、アキナがこちらを振り返る。白い化粧を施した顔が、驚おどろくほど醜みにくく歪ゆがんでいた。蓮は喉のど元もとまでせり上がってくる黒々とした気持ちを、息を大きく吸って、吐き出すことで抑えようとした。

「……スミレに、それ以上、手を出すな」

　切れ切れに、蓮はそう言う。急に走ったためではなかった。そうしなければ、膨ふくれあがった怒りに駆られて、自分がなにを口走るかわからなかったからだ。

　アキナは、呆ほうけたようにぽかんと口を開けていた。

　それから、ふん、と鼻を鳴らし、

「なに？　なんなの、あんたら。家族のことに口を出さないでくれる？」

　そう言って──彼女は、なんの意味もないのに、スミレの背中を蹴けりつけた。

　木の根元にしゃがみ込んでいるスミレは、声さえ出さない。

「やめろと、言ってるんだ」

　つぶやきながら、蓮れんは二人ふたりのほうに進んでいく。足下に落ちた枯れ木がぱきぱきと音を立てて、静かな林の中に響ひびき渡った。

「家族の中のことだろうが外のことだろうが、そんなのは僕の知ったことじゃない。それ以上、スミレを傷つけるつもりなら、容赦しない」

　アキナの目元が、ひくりと痙けい攣れんした。

「容赦しないなら──どうするつもりなの、よッ！」

　怒ど鳴なり声ごえと共に、アキナはスミレの頭を、思い切り踏みつけた。

　そこで、我慢ができなくなった。

　物も言わず、蓮は足早にアキナに近づいていく。アキナがたじろぐような素振りを見せたが、蓮は歯し牙がにもかけなかった。激げき情じようが喉のどの奥から湧わき上がってくるが、それは鼻の下辺りでせき止められ、頭の底にも届くことはなかった。冷え冷えとした思考のままに、蓮は手を伸ばして、アキナの胸むなぐらを摑つかんだ。

「なっ、なにを──」

「いい加減にしろ」

　自分でも、ぞっとするような声が出た。

　アキナの顔が歪ゆがむ。怒りや、苛いら立だちのためではなく、まぎれもない恐怖のために。

　自分に逆らうことのできない娘にはいくらでも居い丈たけ高だかになるくせに、そうでない相手にはどれだけ年下の少年でも怯おびえてしまう卑ひ怯きよう者もの──そんなふうに、蓮はアキナを定義した。

　それは、恐らく、間違っていなかったのだろう。

　間違っていたとすれば──その卑怯者のことを、スミレがどう思っているのか、そのことを履はき違えていたのだ。

「……蓮」

　低く、つぶやく声が、足下から聞こえた。

　思わず視し線せんを向けると、底光りする鳶とび色いろの瞳ひとみが、じっと蓮を見据えていた。

「どうして来たんだ」

　蓮はなにも言えず、スミレは構わずに、続ける。

「ボクは、そんなこと、望んでいない」

　押し殺した声で吐き捨てて、スミレはゆっくりと立ち上がる。アキナに摑つかみかかる蓮れんのことを、敵意に満ちた眼まな差ざしでにらみつける。どこを探しても、そこには「救われた」というような気持ちは見当たらない。

　そこにはただ、家族を傷つけるものに対する、怒りが滲にじんでいるだけだった。

「母かあさんから、手を、離はなせ」

　泣いているような顔で、スミレはそう言った。

　蓮はなにかを言おうとして、なにも言えなかった。助けに来たはずの相手に、拒絶された。そのことに今さら驚おどろきは覚えない。ただ、さっきの繰くり返しだ、と思っただけだ。

「──だってさ。どうする？　ヒーローさん？」

　アキナの笑い顔がすぐ近くにあった。勝利を確かく信しんしたような、醜みにくい笑えみだった。

「とんだピエロねえ、それを助けに来たつもりなの？　でも残念ね、それはあたしのものだから。あんたなんかに、助けてもらわなくてもいいんだってさ。──ああ、でも、そうだ」

　くく、と喉のどの奥で嗤わらい、

「どうしてもって言うなら、あんたが代わりに払ってくれてもいいのよ？」

「……払うとは、なんのことですか？」

　静かに尋たずねたのは、いつの間にかすぐ後ろに来ていたゆずりだった。気味の悪いものでも見るように眉まゆをひそめている。スミレが、そんなゆずりの表情を見て、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめるのがわかった。

「決まってるじゃない。こいつの稼かせいだ賞しよう金きんよ」

　賞金。非公式の陸上大会で、スミレが優ゆう勝しようを果たした、その代価。

「ずうっと、教えてきたはずよねえ？　あんたのものは、みんな母さんのものだって。あんたは母さんが生んだんだから、全部があたしのものだって──そう、教えたはずよね！」

　平手が飛び、スミレの頰ほおを打つ。

　唇を嚙かみしめながら、スミレは歪ゆがんだ声で、

「……はい、その、とおり、です……」

「だったらさあ、どうしてそういうごまかしをするのかなあ、スミレちゃんは？　なに？　あたしのこと、騙だまし通せると思ったの？　あれっぽっちの賞金を渡して、残りは自分のものにしようとでもしたわけ!?」

　突き飛ばされて、尻しり餅もちをつく。スミレは母のことを見上げようともしない。神の罰を受ける不信心者のように、ただただひれ伏して、怯おびえているだけだ。

「ちが……い、ます。賞金は……陸上部の子と、山分け、っていう約束だったから……ぼ、ボクの取り分は、あれだけで──」

　アキナはなにも言わないまま、伏しているスミレの頭をサッカーボールのように蹴けり飛ばした。小さな身体からだが吹き飛び、額ひたいが幹に当たってごつりという鈍にぶい音を響ひびかせる。

　暴ぼう力りよく。

「だったら、そいつに言って残りを取ってくるんだよ」

　自明のことを説いて聞かせるように、アキナは小さな声で吐き捨てる。木の根元に抱きつくようにしてうずくまるスミレは、答えることもできない。

　その代わりに、ゆずりが冷え冷えとした声を出した。

「あなたたちが、どういう関係なのかはわかりませんが」

　蓮れんの脇わきをかすめるようにして、彼女は前に出る。

　黒い瞳ひとみに、凪ないだような無感情だけを浮かべながら、我が子を蹴けりつける母親と、母を恐れてうずくまる娘を見つめている。

「少なくとも、この場所は黒くろ噤つぐみ学がく園えんの学内です。学内での暴力行為は、どのような場合においても禁じられています。即刻、立ち去ってください」

「なによ、あんた。あんたに関係──」

「関係ならあります。なぜなら私は黒噤家の人間ですから。この学園に連なるものとして、そういった行為を見過ごすわけにはいきません」

　その瞬しゆん間かん。

　みるみるうちに、アキナの顔が青ざめていった。『黒噤家』という名前が持つ力を、黛まゆずみアキナは蓮などよりもよく知っているようだった。彼女はたじろぐように数歩あとずさり、上うわずった声でつぶやいた。

「──なんだ、黒噤家のお嬢じようさん？　それならそうと、最初に言ってくれれば──」

「言う暇はありませんでしたし、それに、私の名前とあなたがしていることには関係がないと思います。──お帰りがわからないと言うのでしたら、私がご案内いたしますが」

「や、やあねえ、それには及ばないわよ。あたしだって、昔はここの生徒だったんだから。出入り口くらい、知ってるわ」

　そう言って、アキナはへつらうような笑えみを浮かべた。それは厭いやな笑みだったが、少なくとも、彼女の娘には向けられることのない表情だった。

　しかし、ゆずりは透明な無表情を崩すことはなかった。『正義』そのものの立ち姿で、静かに校門のほうを指差す。アキナの唇が皮肉げに歪ゆがみ、彼女はゆっくりと歩き出そうとして、

「……ああ、そうだ」

　と、思い直したように立ち止まった。

「ね、あんた──黒噤さんなのよね？　おうち、お金持ちなのよねえ？　だって黒噤さんだものね、お金持ちじゃないはずがないわ」

「……それこそ、あなたには関係のないことだと思いますが」

「関係あるわよう。ねえ、ちょっと、こっちに融ゆう通ずうできないかしら？　あとでスミレが返すはずだから、少しだけ、お金、貸してくれない？」

　媚こびるように、そう言ったアキナに。

　ゆずりは瞑めい目もくした。

　ひとつ、ふたつと、大きく呼吸をする。自らの中で暴あばれ狂う『正義』を押さえつけるように。そうして、静かに目を開けて、

「……母かあさん」

　いつの間にか、スミレが立ち上がっていた。

　唇を嚙かみしめて、鳶とび色いろの瞳ひとみからどうしようもない激げき情じようをぽろぽろとこぼしている。その顔は土にまみれ、その表情は屈辱に汚れている。額ひたいから流れる血を、片手で押さえるようにして、スミレはすがるように、母に近づこうとする。

「お金なら、用意するから」

　そこで、蓮れんは、ようやく気がついた。

　スミレの背中に隠れるようにして、ちらちらと見え隠れしている、白いタマゴ。

　真しん紅くの皹ひび模様が浮かんだそれが、子供ひとりが隠れられるほどに、大きく膨ふくれあがっていることに。

　ゆずりも気づき、息を吞のんだ。テパは「きひひ」と声をひそめて笑い、ただひとり──タマゴを持たないアキナだけが、なんの関心も持たないように我が娘を見下ろしていた。

「だから──お願ねがいだから、そんな、ことを、しないでくれ。ボクの友達に、お金をせびるなんて、そんなことは──ッ」

　激げつ昂こうして、アキナはスミレの胸を突き飛ばした。

　暴ぼう力りよく。

「あんたが用意できないからいけないんでしょ!?　出来損ないの分際で、お母さんを喜ばせることもできないの!?」

　ドクン、と『禍まが卵たまご』が赤く鳴動する。アキナが汚い言葉を吐き散らすたびに、それを受けて吸収するように、『禍卵』が大きくなっていく。

　ゆずりが、張り詰めた声で言った。

「お母さん。やめてください」

「あら、そうね、見苦しいところを見せちゃったかしら。でもね、この子の言うことが、あんまりにもみっともないから。だって、ねえ」

　アキナは痙けい攣れんするように唇を動かした。こみ上げる激情が、笑えみを形作ろうとしている唇を邪じや魔ましているような、そんな表情だった。

「あなたのことを友達だなんて──こんな、出来損ないが、大地主の黒くろ噤つぐみさんの友達だなんて、ねえ？　思い上がりもいいところだわ。あなただって、気味が悪いでしょう？」

　アキナは倒れたスミレに近づいて、そのシャツに手をかけた。

　瞬しゆん間かん、スミレは顔を跳ね上げた。その表情が、明らかな恐怖に染まっている。今までアキナに対して向けてきたような、経けい験けんからの恐怖ではなくて──巨大な天災を前にした動物のような、本能的な恐怖だった。

「やめて──母かあさん、やめてくれッ！」

　娘の絶叫をせせら笑いながら、アキナは彼女を後ろに向かせ、シャツを思いっきりまくり上げた。

　スミレの、白い肌が露あらわになり──




　その背中に、大きなバツ印が刻まれていた。




　赤黒く焼けただれた、無数の火傷やけど。恐らくはタバコを押しつけたものと思おぼしき、醜みにくいバツ印の傷跡が、スミレの背中にしっかりと刻み込まれている。スミレの背中がしなやかで美しい分だけ、その烙らく印いんのような火傷はいっそう無惨に見えた。

「ほら、ね？　わかるでしょ？」

　アキナは笑う。とても笑え顔がおには見えない笑顔で、

「こいつは出来損ないなのよ！　あたしには、そのことが昔からわかってたの！　どうしようもないグズだから──なにか、ヘマをするたびに、こうやって印をつけてあげたのよ！　誰だれの目にも、ちゃあんとわかるようにね！」

　スミレは這はうようにしながら、肩を震ふるわせていた。泣いているのか、と蓮れんは思い、ただでさえ黒々と渦巻いていた胸が、さらに締しめ付けられるのを感じた。女の子の涙を見たから──あるいは、この人間であるかさえ疑わしい女への怒りのためかもしれない。

　目の前にいる女の醜いツラに一発入れるため、蓮は足を踏み出して、

　空間に、赤い皹ひびが走っているのを見た。

　蜘く蛛もの巣のような、放射状に広がる皹だ。事故車のフロントガラスによく似ている。それが、目の前の空間に、なんの前触れもなく存在している。見渡せば、それは蓮の眼前だけではなく、この雑木林のあらゆる空間に現れていた。

「──────」

　視し線せんを巡らせる。気づいているのは、蓮と、ゆずりと、テパだけのようだ。アキナは狂ったように笑いつづけ、そしてスミレは。

　自らの身体からだほども膨ふくれあがった『禍まが卵たまご』を抱えて、泣いていた。

　これと同じ光景は、前にも見たことがあった。

　ゆずりの『禍卵』が、孵ふ化かする直前のこと。宿やど主ぬしの悪夢を吸い取って、限界まで膨れあがった『禍卵』が胎動するとき、その悪夢がこぼれ落ちて、現実のものになる。

「……ゆずり」

　切迫した声に、ゆずりは小さく頷うなずいた。その顔が蒼そう白はくなのは、自分の過去を思い出したからだろう。彼女は足早にアキナに近づくと、その腕を取って引っ張った。

「お母かあさん、こちらに来てください。出口まで、ご案内いたします」

　アキナはむっとした顔をしたが、ゆずりに逆らうことはしなかった。引かれるままに、スミレから離はなれようとして──

　ぴし、と。

　そのアキナの鼻先に、赤い皹ひびが走った。

　声を出す、暇もなかった。

　赤い皹は、アキナに触れた瞬しゆん間かん、甲かん高だかい音を発して砕け散った。

　ひとつの皹が砕け散ると、他ほかに点在していた放射状の皹が、次々に砕けはじめた。まるでドミノ倒しのように、アキナの周囲の皹が一いつ気き呵か成せいに砕け散っていく。砕け散った空間はきらきらと輝かがやきながら宙に舞まい、すぐになんの痕こん跡せきも残さずに溶け去った。

　いや──なんの痕跡も残さなかったわけでは、ない。

　少なくとも、それは、荒れ狂う『暴ぼう力りよく』をあとに残した。

　目の前の皹を見つめていた蓮れんと、皹の近くにいたアキナは、身をもってそれを体たい験けんした。

　蓮が喰くらったのは、巨大な棍こん棒ぼうによる一いち撃げきのような、凄すさまじいまでの打撃力だった。頭の芯しんまで響ひびくような衝しよう撃げきと共に、蓮の身体からだは宙を飛んで幹にぶつかり、その下までずるずると滑り落ちていった。

　アキナが喰らったのは、燃もえ盛る炎を浴びせかけられたかのような、耐えがたいほどの熱ねつ痛つうだった。ほんの鼻先をかすめただけだったが、神経を直接焼き尽くされるようなその痛みに、アキナは悲鳴をあげて地面をごろごろと転げ回った。

　ただひとり、素早すばやく後退して難なんを逃れたゆずりだけが、スミレを見つめている。

「……黛まゆずみ、さん……」

　スミレは、のろのろと顔を上げる。

　抱えた腕の中で、『禍まが卵たまご』がどくどくと脈動している。赤い皹模様が一瞬輝くたびに、再びそれを中心として、空間に皹が走っていく。

　しかし、スミレはそれを、見ていなかった。

　彼女はただ、目を見開いて、痛みに転げ回る母と、ぐったりと倒れ伏している蓮のことを見つめていた。

「……あ、あ……！」

　その目から、ぽろぽろと涙がこぼれはじめる。自らの行いを、信じたくないとでも言うように、ゆっくりと首を左右に振る。そうしながら、彼女はその場に立ち上がった。

　ゆずりが、声を励まして、彼女に一歩だけ近づこうとした。

「黛さん、『ベッドルーム』に──」

「来るな！」

　スミレがそう叫んだ瞬しゆん間かん──小規模な『ひび割れ』が、ゆずりの手に走った。

「っ！」

　鞭むちで叩たたかれるかのような痛みに、ゆずりの形の良い眉まゆが歪ゆがむ。

　それでも、彼女は黒くろ噤つぐみゆずりだった。その痛みを嚙かみ殺し、飲み下して、そうしてまたあの透明な無表情を浮かべながら、もう一度、ゆずりはスミレに手を差し伸べた。

「大丈夫です」

　その声は、その無表情からは想像もできないほど、優やさしく、温かなものだった。

「私たちは──同じ、『ベッドルーム』の仲間じゃないですか。『ベッドルーム』は、私たちが、互いに助け合うためにあるのですから」

　そうして、再び周囲に広がりはじめた真しん紅くの皹ひびを気にすることもなく、ゆずりはスミレの肩に触れようとする。

「だから、大丈夫ですから──一いつ緒しよに、来てください」

　それを聞いて──

　スミレは、走り出した。

「黛まゆずみさん！」

　ゆずりが叫ぶ。それでも、スミレは止まらない。巨大なバツ印、『出来損ない』の烙らく印いんが刻まれた背中を翻ひるがえして、雑木林の中へと走り込んでいく。県大会優ゆう勝しようの実力を持つ俊しゆん足そくは、あっという間に木々のあいだを縫ぬい──

　そして、その向こうに、消え去ってしまった。
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　ここがどこなのか。今がいつなのか。

　わからない。

　ただスミレは、膝ひざに顔を埋めるようにして、泣いていた。

　夜のとばりは一面に落ち、深い闇やみだけが周囲にわだかまっている。冷たい壁かべを背にして、スミレは自らの身体からだをぎゅっと抱きしめて、幼子のようにしゃくりあげている。

「──あァ、あァ、かわいそうに──」

　誰だれかの声が、優やさしくスミレの耳を撫なでる。

　それでもスミレは、顔を上げもしない。

　どうして──と、ただそれだけを、考えている。

　どうして、あのとき、ボクは──蓮れんの手を、振り払ってしまったのだろう。

「アーハハァ、そんなの決まってんだろ？　あいつが、信用ならねェからだよ」

　誰かの声はあっさりと、スミレの疑問に答えを出した。

「あいつが、あんたのなにを知ってるってんだ？　たかだか一ヶ月だかそこらの付き合いで、あんたの『悪夢』のなにが理解できるってんだよ。あいつはただ、あんたの横に寝そべって、ぐーすかいびきを搔かいてただけじゃねェか」

　違う、と言いたかった。

　蓮は、それだけの人じゃない。

　ボクのことを思いやってくれた。ボクの傍そばにいてくれると言った。こんな──こんな出来損ないのボクのことを、価値があると、そう言ってくれたんだ。

「でも、あいつは」

　誰かが、スミレの隣となりに腰を下ろした。

　そっと、彼女の肩を抱く。その腕は、温かく、柔らかく、まるで──

「あんたのことを、助けてはくれなかった」

　家族の、ようだった。

「……違う、それも……違う。ボクが──拒絶したからだ。蓮の、ことを……」

　ようやく、スミレは声に出して、そう返した。涙でぐしゃぐしゃに濡ぬれた、みっともない声だったが、隣でスミレの肩を抱く誰かは、そのことを少しも気にかけていないようだ。

「そうだとしても、あいつは、肝心なときに、なにもしなかったじゃねェか」

「…………」

「今まであんたを裏切ってきたクズどもと一いつ緒しよだ。口ではなんとでも言っても、いざというときは──結局、なにもしてくれねェんだ」

　そのとおりだと、頭のどこかで、スミレは答えていた。

　人は、人を、助けない。

　なぜなら、他ヒ人トの痛みは、他ヒ人トには伝わらないからだ。

　今までスミレが助けを求めようとした多くの人々が、そのことを実証していた。スミレが母親から『暴ぼう力りよく』を受けていると、この世でもっとも信頼すべき相手から踏みにじられているのだと告げても、真ま面じ目めに取り合ってくれた人は──ただのひとりも、存在しなかった。

　スミレは彼らのことを責めようとは思わなかった。あのとき、おばさんに言われたことこそが、真実だと確かく信しんするようになっていた。「関かかわりたくない」という、ただ一言──けれどそれは、無限の重みを持つ真理なのだ。誰だれだって、虐ぎやく待たいされている子供になんて関わりたくない。そんな虐も待のがこの世にあると知りたくないし、もし知ったとしても、自分の視界に入れたくないと思うのは、ごく普通のことだ。

　だから、スミレは助けを求めない。

　その先にあるのは、より重さを増した『暴力』の痛みだけなのだから。

「だから──こういうことができる」

　不意に、誰かの声が冷たさを増した。

「泣いているあんたを捕まえて、車に連れ込んで、なにするつもりだったんだろうな？　アハハハァ……考えるだけで、虫むし酸ずが走る──ぜッ！」

　びし、という音が響ひびいた。

　身体からだを震ふるわせて、スミレは顔を上げる。

　目の前に、真しん紅く色いろのひび割れが走っていた。

　まるで空間そのものに皹ひびが入ったかのような光景。びしり、びきり、と音を立てながら、その皹はゆっくりと伸びていき──

　地面に転がっている男に触れた。

「あがぁッ！」

　身体がひび割れる激げき痛つうに、男はのたうち回る。残酷な光景に、スミレは息を吞のみ──しかし、その少女は、楽しそうに笑っていた。

「はっきり言うぜ。こいつらはあんたのことなんて、どーだっていいのさ。どれだけ泣いていても、苦しんでいても、あんたを利用して自分の薄うす汚ぎたない欲望さえ満足させられりゃ、それでいいんだ」

　ぎりぎりと、男の喉のど元もとを遠えん慮りよなく踏みにじりながら──少女は、首を傾かしげる。

　真紅の髪が揺れて、真紅の瞳ひとみが細められる。

「なんでだと思う？」

　男の顔が赤黒くなっていく。見開いた目がスミレに助けを求めている。

「こいつらにとって、あんたが他人だからさ。だから、あんたの痛みも苦しみも、どうだっていいんだ。あんたを助けることができるのは──」

　それでも、スミレは動くことができない。

　目の前にいる少女のことが、恐ろしくて、恐ろしくて、身じろぎひとつできない。

「オレみたいな、家族だけなんだよ。オフクロ」

　そう言って──真しん紅くの『禍まが姫ひめ』は、両腕を広げた。

　身に纏まとうのは漆しつ黒こくのチャイナドレス、三みつ叉またに分かれた裾すその前面部には、紅あかく煌きらめく菫スミレの刺し繡しゆうが施されている。目が覚めるような真紅色の髪を、ひとつの太い三みつ編あみに束たばねて、背の中程まで垂らしている。瞳どう孔こうのない目は髪と同じルビー色で、いまだ見果てぬ『暴ぼう力りよく』に飢うえているかのように、ぎらぎらとした輝かがやきを放っていた。
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　彼女の背後に、夜よ闇やみを削る灯あかりがあった。

　炎だ。

　黒いバンが横倒しになって、ごうごうと音を立てながら燃もえ盛っている。その灯りに照らし出された地面のあちこちに、男たちがうめき声をあげながら転がっていた。

　つい先ほどまで、スミレはあのバンの中にいた。あらゆるものに背を向けて、逃げ出した先で、あの男たちに捕まって──あのバンに連れ込まれたのだ。

　結局は、その行為が、最後の引き金になった。

『禍まが卵たまご』から孵ふ化かした、真紅の『禍姫』は──自らの性質である『暴力』を、存分に撒まき散らした。

　彼女の指には、タマゴの殻を模したデザインの指ゆび輪わが嵌はまっている。真紅の皹ひびは、そこから現れているようだった。目に映るすべてのものを砕き散らす、殻の王印を輝かがやかせながら。

『禍まが姫ひめ』は、こちらに近づいてくる。

「ひっ──」

　スミレは、小さな悲鳴をあげて、後ずさろうとした。

「……怯おびえないでくれよ。オフクロ」

　どこか悲しそうに響ひびく声でつぶやいて、『禍姫』はミレのすぐ目の前にしゃがみ込む。

「オレは金のアネキとは違うぜ。暴ぼう走そうなんかしていない。じゃなきゃ、あんたはあのバンと一緒にぐずぐずのミンチにされて、今ごろはこんがり焼けたハンバーグになってないとおかしい。わかるかい？」

　スミレは、小さく頷うなずいた。

　一ヶ月前、黒くろ噤つぐみゆずりが『禍姫』を孵ふ化かさせたときのことを、スミレはよく知っているわけではない。それでも、その『禍姫』が暴走し、ゆずりをはじめとするあらゆるものを傷つけようとしたということは、知っていた。

　目の前にいる紅にじ色いろの『禍姫』が、なぜそのことを知っているのか。それは、スミレにはわからなかったけれど。

　少なくとも、この少女は、自分のことを守ってくれた。

「オレはあんたのことが好きだ」

　小さな声で、『禍姫』はそう言った。

「あんたはオレのことを産んでくれた。養ってくれた。望んでいたことではないにしても、そのためにあんたがどんな思いをしなけりゃならなかったか──オレは、タマゴの中から、きちんと見ていたんだぜ」

「……な、にを……？」

「あんたの、『悪夢』のことさ。『暴力』の悪夢だ」

　スミレの表情が凍りつく。強こわばった頰ほおを、殻の王印を嵌はめた指が、優やさしく撫なでる。

「そのときのオレには、それがなんなのか、わからなかったが──今は、わかる。自分が喰くってきたものが、どういう意味を持つものだったのか」

　耐えがたい、とでも言うように、『禍姫』はぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめる。

「許せねェ」

　それだけを言って、『禍姫』は立ち上がり、その手をスミレに差し伸べてきた。

「だから、オフクロ。オレと一いつ緒しよに、やろうぜ」

『やる』という言葉がなにを意味しているのか。スミレは、すぐに理解できた。

『禍姫』がやったように──スミレを取り巻くこの世界に、彼女を傷つけることしかしてこなかったものたちに、皹ひびを入れること。

　けれど、スミレは力なく首を振る。

「……ボクに、そんな力は、ないよ……」

　自らの弱さは、いやというほど思い知らされていた。

　さっきだって、そうだ。男たちに囲まれて、連れて行かれようとしたときにも、スミレは抵抗らしい抵抗もできなかった。逆らったら殴られる、そう思うだけで、手足が痺しびれたようになって少しも動けなくなってしまったのだ。

　母かあさんの言うとおり、ボクは、出来損ないだから。

　出来損ないの奴ど隷れい根性が、遺伝子にまで染みついているんだ──

　うなだれるスミレの両りよう頰ほおを、『禍まが姫ひめ』は両手で優やさしく挟んだ。

　真正面に、美しく、力強い、真しん紅くの瞳ひとみがあった。

「オレが、オフクロの、力だ」

　頰に『禍姫』の体温を感じながら、スミレは瞬まばたきをした。

「オレの性質は『暴ぼう力りよく』だ。オレは、『暴力』の体現者。この殻の王印を嵌はめて、獰どう猛もうに凶悪に、あらゆるものを打ち砕く存在」

　スミレはその瞳から、目を離はなすことができない。

「あんたが産んだ力なんだぜ。なにもかも、あんたのものだ。オレの力はあんたの力、無限に満ちるこの『暴力』を使って、あんたが望むもの、望まないもの、すべて打ち砕いて火にくべてやる」

「……『暴力』を振るうなんて、それで物事を解決するなんて……最低だ……」

「あんたの持じ論ろんだな？　それも知ってる、それも喰くったからな──でもなァ、オフクロ。オレの愛いとしい母親よ」

　嘆くように天を仰あおいで、そうして『禍姫』は静かな声で、

「『暴力』が最低なら、この世界は最悪だ。最低で最悪をブチ殺して、なにが悪いのさ？」

　スミレはなにも言えない。

　頭のどこかが、そのとおりだ、とつぶやいている。

　なぜならば、この世界は、スミレのことを決して救ってはくれなかったからだ。この世界で出会うあらゆる人々は、母に踏みにじられて泣いているスミレに気づいていながら、気づかないふりをしつづけてきた。助けを求めるスミレの手を振り払い、彼女を『なかったもの』にしようとしたからだ。

　頭の中の、別のどこかが、「それは違う」という声をあげていたが──スミレは、それを無視した。

　もしも、暴力が最低のものであるとするならば。

　しょせんこの世界には、最低のものと最悪のものしか、存在しないのだ。

「ボクを」

　気がつけば──スミレは、『禍姫』の手を握り締しめていた。

「ボクを、出来損ないと言った奴やつがいる」

『禍まが姫ひめ』は、冷酷な笑えみを浮かべた。

「オレがいちばん許せねェのが、そいつさ。──あんたもそうだろ？」

　その言葉に、スミレは、すぐに答えることができなかった。

　自分は母のことを、許せないのだろうか？

　わからない。それを思うだけでスミレの思考は停止してしまう。しかし、理性で考えれば──彼女こそが、すべての元凶であるように思えた。少なくともスミレのことを、弱く、醜みにくい人間に仕立て上げてしまったのは、間違いなく彼女の仕業だ。

　だから、スミレは、こう答える。

「ボクの世界に皹ひびを入れるとしたら、まずは、彼女だからだ」

「そりゃァいい。いい考えだ、さすがはオレのオフクロだ。よし、そうと決まればそうしようぜ。あんたのことを出来損ないと言った奴やつの、手足をもいで達磨だるまにして、両腕両足を筆にして地面にでっかいバツ印を書いてやることにしよう」

　けたけたと笑いながら、『禍姫』は皹模様のタマゴと一いつ緒しよに、浮かび上がろうとして──

　ふと、思い出したようにスミレを見下ろした。

「そうだ、忘れるところだった。──オフクロ。オレに、名前をくれ」

「……名前？」

「ああ、そうさ。それがないばかりに、金のアネキは紫のアネキに負けちまった」

　言って、名前のない真しん紅くの『禍姫』は、ルビーのような目を細めた。

「オレたちには、名前がいるんだ。名前をつけられて、あんたに娘であると認められて、オレたちはようやく十全になれるのさ」

　そう言われて、スミレはしばらく考え込み──

　やがて、思いついた。

　かつて、どこかで目にしたことのある女神の名前。『暴ぼう力りよく』をその性質に持つその女神の名は、目の前にいる紅にじ色いろの少女に、ぴたりと合うように思えた。

　だから、スミレは、その名前を口にした。

「ヴィア。きみは、ヴィアだ」

　そう言うと、『禍姫』は──ヴィアは、朗らかに笑った。

「これで、準備完了だ。さあて──世界を、壊こわしに行こうぜェ」




　　　　◆




　目を開けると、すぐそこに紫の瞳ひとみがあった。

「お、ようやく起きたね、お寝坊さん？　おーい、ゆずり、パパが起きたよん！」

　がたん！　ごとん！　とけたたましい音が響ひびく。思わずそちらに目を向けると──ゆずりが、人を殺した直後のような顔でこちらに近づいてきた。

「うわっ!?」

　悲鳴をあげた蓮れんの肩を、ゆずりは容赦なく摑つかんで引き寄せた。すぐ間近に、殺気をはらんだ黒い瞳ひとみがある。恐ろしくて直視することもできず、蓮はただゆずりの泣きぼくろを見つめることしかできない。

　そうしていると、ゆずりの身体からだから、へなへなと力が抜けていった。

「ゆ、ゆずり？」

「……蓮、くん……蓮くん……！　よかった、目を、覚ましてくれた……」

「────」

「話しかけても、少しも反応してくれないから……私、てっきり、蓮くんが……！」

　その先の言葉を怖れるように、ゆずりは小さく息を吸い込んで、それきり黙だまり込んだ。こつん、と額ひたいを蓮の胸に預ける。長い黒髪から、花のような香りが漂ってくる。

　やがて、ゆずりはぽちつりと、

「心配、させないでください。あなたが死んでしまったら──私は、生きていけません」

　そうつぶやいた彼女の声には、涙が滲にじんでいた。

　胸元に、ゆずりの体温を感じながら、蓮は少しだけ笑って、ゆずりの髪を撫なでる。

「大げさだな、ゆずりは」

　子供扱いされたことを不満がるように、ゆずりは蓮を見上げ、唇を尖とがらせた。

　蓮は顔だけで笑いながら──内心には、重苦しいものを感じていた。ゆずりは、蓮がすでに死んでいるということを知らない。そのことを知ればどうなるか、たった今、彼女は自分の口から教えてくれたのだ。

「……蓮くん？」

　隠したつもりでも、表情に出ていたのか、ゆずりが不ふ思し議ぎそうに声をかけてきた。

　蓮は首を振り──それから、気を失う前後の状況を思い出して、ゆずりに尋たずねた。

「ゆずり、スミレはどうしたんだ？　どこに行った!?」

　ゆずりはぐっと唇を引き結んで、今にも泣き出してしまいそうな表情で、

「……わかりません。行方ゆくえ不ふ明めいなんです。青せい年ねん会かいの人たちに、探しに行ってもらっていますが、まだ見つかったという報告は入っていません」

「僕たちも、探しに行かなくちゃ──」

「どこへ？　どうやって？」

　すかさず返ってきたテパの問いに、蓮はぐっと押おし黙だまり、

「……恐らく、その必要はないでしょう」

　静かにそう言ったゆずりに、蓮とテパの視し線せんが向けられた。

「確かく証しようはありませんけど、たぶん、黛まゆずみさんはここに戻ってくると思います」

「ふうん？　なんでそう思うの、ゆずり？」

　躊躇ためらうような間のあとに、スミレは小さく、言葉を吐き出した。

「あの人が狙ねらっているものが、ここにあるからです」

「狙っているもの……？」

「黛まゆずみアキナさん──あの人の母親が、ここに」

　蓮は息を吞のみ、それから、表情を険しくした。

「あいつが？　いるのか、ここに」

「蓮れんくんと同じように、気を失っていましたから。玄げん城じようさんを呼んで、一いつ緒しよに運んでもらいました。今は──『ベッドルーム』の個室のひとつに運び入れています。先ほど様よう子すを見てきましたが、目を覚ましてはいませんでした」

「……なんで、あんな奴やつを」

　ゆずりは口を噤つぐみ、自分の手の中を見下ろした。

　そこには白いタマゴがある。悪夢の黒い糸に繫つながれた、金きん色いろ格子模様の『禍まが卵たまご』。かつて、自らの『禍まが姫ひめ』を産み出したそれを見つめながら、ゆずりは言う。

「……あのとき、私たちから逃げ出したあのとき──黛さんの『禍卵』は、取り返しがつかないほど、大きく膨ふくらんでいました」

　取り返しがつかない、という表現に、蓮は眉まゆをひそめた。

「きっと、遠くないうちに、『禍姫』が産まれてしまうでしょう。そうならないよう、一刻も早く黛さんを保ほ護ごしないといけないのですけど──恐らく、間に合いません」

「……それで？」

「『禍姫』が暴ぼう走そうしたとき、その『禍姫』は誰だれを狙ねらうと思いますか？」

　蓮は黙だまっていた。ゆずりが言いたいことが、なんとなくわかったからだ。

「『禍姫』は、自らを産み出す原因となったものを、狙うのだと思います」

「そうなの？」

　紫むらさき色いろの『禍姫』であるテパが、きょとんとして首をかしげた。ゆずりはそんなテパに、小さく微笑ほほえみかける。

「あなたはわかりませんけどね、テパさん。あなたは、暴走したわけではありませんから。でも──私は、違いました。私の『禍姫』は、暴走して産まれてしまった」

『禍卵』を手のひらに包んで、ゆずりはそっと目を閉じる。

　それは、まるで我が子を亡くしてしまった母親のような表情だった。

「あの子は──私のことを殺そうとしました。私の罪によって産まれた『禍姫』は、その罪を断じることによって、自身の存在を全まつとうしようとした。なぜなら、私こそが、あの子が産まれる原因となったものだからです」

　ゆずりの声が上うわずった。あのときの光景──蓮が河に沈んだときの光景を思い出したのか、小さな肩が小刻みに震ふるえはじめる。

「私が犯した罪が、私の『悪夢』を産んだ。その『悪夢』から産まれた『禍まが姫ひめ』は、『悪夢』の原因を断ち切ろうとした。それが、私自身だったということなのでしょう」

　蓮れんがなにか言うより先に、ゆずりはふるふると首を振った。

「いいんです。わかっています。たとえ蓮くんが私のことを許してくれたのだとしても、私はまだ、自分の罪を許すことができない。あなたを死ぬような目に遭わせてしまった自分のことを、決して許すことができない」

　ゆずりの手の中で、金きん色いろ格子のタマゴがぶるっと震えた。テパに大半を喰くわれ、小さな姿になってしまったとしても──ゆずりの『悪夢』は、彼女がしてしまったことは、消えるわけではないのだ。

「もしも、黛まゆずみさんの『禍姫』が孵ふ化かしてしまったとしたら」

　ゆずりは言葉を続けた。

「きっと、あの人の母親を狙ねらうのではないかと思うのです。なぜなら、あの人こそが黛さんの『悪夢』の元凶なのだから。黛さんの『禍姫』が暴走したとき──その『禍姫』は、なんの躊ちゆう躇ちよもなく、あの人を殺そうとするでしょう」

　テパが肩をすくめて、ぽつりとつぶやいた。

「別にいいじゃん、あんなおクズさん、生きていたって仕方ないでしょ？」

　ゆずりは──『正義』の悪夢を持つ少女は、眉まゆをひそめた。

「……そういうことは、あまり仰おつしやらないでください、テパさん」

「真ま面じ目めなんだなあ、ゆずりは。テパとは大違いだねえ」

　言って、テパは笑う。紫の瞳ひとみを細めた笑えみには、人外の美しさが漂っている。

「テパは違うと思うなあ。世の中にはね、死んじゃったほうがいいっていうおクズさんがいるもんだよ。そういう人は死んじゃったほうがいいんだよ。だってどうせ遅かれ早かれじゃん？　誰だれでも彼でも、パパもゆずりも合ね歓むもスミレも月げつ歌かも彼ひ岸がんも、いつかは死んでお骨さんになっちゃうのに、どうしておクズさんは死んじゃいけないの？」

　そう言って、テパは、愛いとおしそうに殻の王冠を抱きしめた。

「テパとしては、あんまり死を怖がってほしくないなあ。死ぬことは、そんなに悪いことじゃないと思うんだよね」

　蓮は、テパの性質が『死』であることを思い出していた。

　ゆずりは唇を嚙かみ、その言葉に、反はん論ろんする。

「それでも、私は、──『ベッドルーム』を統括する黒くろ噤つぐみの人間として、メンバーが人を殺すことを看過するわけにはいきません。まして、あの人は、黛さんの母親なのです。どれだけひどいことをしたのだとしても、その報復のために殺すなんて──間違っています」

　その言葉に、蓮は、小さく頷うなずいた。

　スミレが──あの明るく優やさしい少女が、母親の血で自らの手を汚すなんて、そんなところを見たくはなかった。想像することさえ、したくなかった。

　そのとき、どこか遠くから、ずしん、という音が響ひびいてきた。

　重く、響く、腹の底まで染み通るような音は、遠くにいながらにして、なにか不吉な予感を孕はらんでいるように思えた。

　蓮れんは、ゆずりとテパを見る。どうやら彼女たちの耳にも、その音は届いたようだ。視し線せんに気づいたゆずりが、こちらを見返して、小さく頷うなずく。

「……上からです。『サロン』の様よう子すを見に行きましょう」

　蓮が歩き出したそのとき、もう一度、ずしん、という音が伝わってきた。




　　　　◆




　夜の闇やみの下を、スミレは歩いている。

　歩きながら、昔のことを思い出している。




　──あれは、確たしか、五歳のときのことだった。自分がなにかをしたのかもしれないし、あるいはなにもしていなくても、母の気に障る出来事があったのかもしれない。原因はさだかではないが、突然母が怒りはじめ、部へ屋やの隅で絵本を開いていたスミレを罵ば倒とうしはじめた。その罵倒の意味は、半分ほども理解できなかったが、それでも『ひどいこと』が起きそうだということは、おぼろげながらもわかっていた。

　呆ぼう然ぜんとその場に座り込んでいるスミレに、母は足音高く近づいてきた。怒りのために引きつったような笑えみを浮かべながら、恐怖のあまりぴくりとも動くことのできないスミレの首根っこを摑つかみ、まるで物を持ち上げるような乱らん暴ぼうさで吊つり上げた。抵抗できなかったわけではない。抵抗しなかっただけだ。『抵抗』というものが無益どころか有害でさえあることを、幼いスミレはその身に焼き入れられていたから。

　スミレはベランダに放り出された。

　真冬の、夜のことだった。

　夜の闇を目にするたびに、スミレは、あのときの寒さを思い出す。凍こごえるような寒風と、手足の感覚がなくなっていく恐怖と、いずれ母が許してドアを開けてくれるのではないかという、切ない希望を持てあました一晩のことを──




「なにを考えているんだい、オフクロ？」

　ヴィアの問いかけに、ふと我に返った。

　黒くろ噤つぐみ学がく園えんへと続く、小さな橋に足をかけながら、スミレはぽつりと答える。

「……母かあさんを、殺せば。もう二度と、悪夢を見ずに済むのかな」

　ヴィアは端正な顔を歪ゆがめて、首を横に振った。

「いいや。あいつは悪夢の原因だが、悪夢そのものじゃない。原因を取り除いても──そいつが引き起こしちまったことは、消えたりはしねェよ」

　それから、ヴィアは「でもな」と言葉を継いだ。

「安心しろよ、オフクロ。あんたの悪夢なんて、オレが残らず食い尽くしちまうからよ」

　スミレは、初めて思い当たったかのように、目を見開いた。

「そうだったね。そういえば、きみは『禍まが姫ひめ』なのだった。テパさんと同じ。そうか、これからは、ボクの夢だけを食べてくれるのか──」

　それならもう、蓮れんにお願ねがいする必要はなくなる。

　そう思った途と端たん、胸が切なく疼うずいた。

　ヴィアが産まれたことを知ったら、蓮はなんと思うだろう？　もう悪夢に悩まされなくなったと、喜んでくれるだろうか？　そうして、二度とボクと寝てはくれなくなってしまうのだろうか。そうして──黒くろ噤つぐみさんとばっかり、寝るようになるのだろうか。

「……オフクロ？」

　それは気に入らない。無性に、気に入らない。よし。決めた。ヴィアがいたとしても、なんだかんだと理由をつけて、一週間に一度は必ず蓮とベッドを共にしよう。黒噤さんは反対するだろうけど、あの人は一いつ直ちよく線せんだから、周到に準備すれば必ず成功するはずだ。ヴィアにはテパさんの相手をしてもらって、そうしてボクは、蓮と一いつ緒しよにゆっくりと──

「……ッ！」

　切ない疼きが、突如として、鋭するどい痛みに変わった。

　激はげしく頭を振り、自らが浸っていた愚かな妄想を、振り払う。

　自分は、今から、人殺しになろうとしているのだ。

　自分を苦しめていた母親を殺して──最悪のことしか起こらなかったこの世界を、最低の暴ぼう力りよくで破は壊かいしようとしている。

『ベッドルーム』からは除名されるだろう。

　蓮と一緒のベッドで眠ることなんて、二度と、叶かなわないのだ──

「お、おい、オフクロ！　どうしたんだよ!?　どっか痛いてェのか!?」

　おろおろと狼ろう狽ばいしながら、ヴィアはスミレの心配をしている。殻の王印を嵌はめたその指が、ろくに手加減もされずにスミレの肩に食い込んで、わずかな痛みを与える。

　その痛みは、けれど、温かく柔らかな痛みだった。

　この子は、本当にボクのことを愛してくれている。

　そう思うだけで、ぽっと胸の奥に火が灯ともったようになった。その火の温かさが、蓮と二度と会えないという痛みを、ほんの少しだけ和やわらげてくれた。

「なんでもないよ。ありがとう、ヴィア。きみは優やさしい子だね」

「──な、なんだよ。なんでもないなら、最初からヘンな素振りすんなよな！」

　ぱっと顔を赤らめて、ヴィアは再び浮き上がった。その仕し草ぐさに、スミレはくすくすと笑い声を漏らす。

　と──

　スミレは、足を止めた。

　目の前に、黒くろ噤つぐみ学がく園えんの校門がある。頭上は夜に包まれ、すでに生徒の姿は見えなくなって久しい。

　しかし、校門は、無人ではなかった。

　両開きの校門の前に、不動の門番のように立ち尽くす、ひとりの老人がいた。

　執事服に身を包んだ彼は、スミレの姿を認めて、恭うやうやしく一礼をする。

「こんばんは、黛まゆずみさま。学園に、なにか御用でしょうか」

　玄げん城じよう棕しゆ櫚ろ。

　黒噤家の用よう人にん。黒噤合ね歓むの懐ふところ刀がたな。

　スミレは唇をなめる。そうして、大きく頷うなずいた。

「学園に用事があるわけじゃない。ボクは、ボクの母親に、用事があるんだ」

「左さ様ようでございますか。しかし、もう夜分も遅くなって参りました。いかがでしょう、今晩は黒噤のお屋や敷しきに泊まって、明日あしたになってから面会されるというのは──」

「ということは、母かあさんは黒噤の屋敷にはいないんだな」

　ぼそりとスミレがつぶやくと、玄城は口を閉じた。

「なら、『ベッドルーム』か。向こうには黒噤さんがいるんだ。きっと母さんのことを、ボクから守ろうとするはずだよね。他ほかのところに移送したということも考えられるけど──」

「……黛さま」

　スミレの口元に、引きつるような笑えみが浮かんだ。

「ああ、そうか、それなら黒噤さんを締しめ上げればいいのか。簡かん単たんなことだ。そうすれば、すぐに母さんの居場所を吐くだろう。あの人は頑固だから、吐かせるのに骨が折れるだろうけど、それでも──ヴィアの力なら、なんてことはない」

　ヴィアは頷うなずく。その笑みに、凶悪な力が満ちる。殻の王印に赤い輝かがやきが満ち、ぴきぴきと音を立てながら、周囲の空間がひび割れていく。

　玄城は、ため息をついた。

「やはり、孵ふ化かされたのですね」

　憂ゆう鬱うつそうに、彼は執事服から懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出した。静かに時を刻む円えん盤ばんを、じっと見据えながら、玄城はなにか物思いに耽ふけっているようだった。

「そうだよ。きみには見えないだろうけどね」

　かすかな優ゆう越えつ感かんを滲にじませて、スミレはまた歩き出す。玄げん城じようは、黒くろ噤つぐみゆずりの武術の師匠であり、達人であるらしいが──感知できない『禍まが姫ひめ』という超常の存在を相手にして、なにができるとも思えなかった。

「どいてくれ。関係ない人を傷つけたくない」

「残念ですが、それは、私には大いに関係のあることなのですよ」

　玄城は目を閉じて、懐かい中ちゆう時ど計けいを元の場所に収めた。

「お嬢じようさまは私の主人のひとりです。なにがあっても、守らなくてはなりませんし──」

　そして、彼はネクタイをほどいて、その場に放り捨てた。

　ちょうどそのとき、黒くろ噤つぐみ学がく園えんの時計塔が、七時の鐘かねを鳴らした。

「……それ以上に、家族を傷つけようとする奴やつを、許しておくことなどできないんでね」

　家族。

　スミレは目を細め、小さな声で、つぶやいた。

「ヴィア。排除しろ」

「アーハハハァ、了解、オフクロ！」

　殻の王印を輝かがやかせて、ヴィアが玄城に襲おそいかかる。

　見ることも触れることもできない脅威を前にして──玄城は、静かに拳こぶしを構えた。




　　　　◆




『サロン』自体には、目立った変化は起きていなかった。

　受付の利用記き録ろくに目を通す。二時間ほど前に月げつ歌かが、一時間ほど前に彼ひ岸がんが出て行ったようで、彼岸と入れ違いになるようにして、蓮れんとゆずりの名前が記されてあった。つまり、今の『ベッドルーム』には、蓮たち以外に誰だれもいないということになる。

「蓮くん。こっちです」

　ゆずりに手を引かれるまま、蓮は『ベッドルーム』南側回廊へと出た。南側は、俗に管理区画として利用されている。ランドリーや大浴場を通り過ぎて、ゆずりはひとつの扉を開け、中に足を踏み入れた。

　その光景を見て、蓮は愕がく然ぜんとする。

「な、なんだ、ここは？」

「『モニタールーム』です。……本当は、姉ねえさん以外は入っちゃいけないんですけど」

　ゆずりの言葉通り、その部へ屋やの壁かべ一面に、ずらりと『モニター』が並べられていた。出口以外の三方向の壁を、液晶パネルが埋め尽くしている。

「いいの、入っても？　お姉ちゃんにおしおきされちゃうんじゃないかなー」

　テパが吞のん気きな声をあげ、ゆずりの表情が青ざめる。

「……お、おしおきは、覚悟の上、です……！」

　本当にされるのか……。

　ゆずりがスイッチを入れると、正面のモニター群がいっせいに起動した。

　学園内のあちこちに設置された、監かん視しカメラの映像のようだ。昇降口や正門はまだいいとして、茂みの中から撮とっていると思わしき映像もちらほらと混ざっていた。誰だれがどう見ても隠し撮りである。

　蓮はぽつりと、

「人権侵害だ」

「必要な措置です」

「隠しカメラの、どこが必要な措置なんだ!?」

「わ、私に怒らないでくださいよ。私だって、さすがに隠しカメラはどうかと思ったんですけど、でも、その──姉ねえさんのやることですから──」

　ごにょごにょと、言葉を濁にごしはじめる。ゆずりは万事に公平で正々堂々としているが、ただひとり、姉の黒くろ噤つぐみ合ね歓むにだけは逆らうことができないのだ。

「とにかく、外の様よう子すを確かく認にんするなら、これがいちばんなんです。ええと──」

　ゆずりは監視カメラを操そう作さしていく。やがて、片隅のモニター群が、見覚えのある人ひと影かげを映し出した。

　黛まゆずみスミレと、玄げん城じよう棕しゆ櫚ろ。

　戦っている。

「スミレ!?　玄城さんも──！」

　そこで、蓮とゆずりは息を吞のんだ。

　監視カメラがスミレを映すたびに、彼女の背後に浮かんでいる少女が、どうしても目に入ってしまう。漆しつ黒こくのチャイナドレスに真しん紅くの三みつ編あみ、爛らん々らんと輝かがやく紅あかい瞳ひとみに凶悪な光を宿らせて、咆ほう吼こうと共に玄城に襲おそいかかっている彼女は、

「おや、まあ。テパのマイシスター？　孵う化まれちゃってたんだねえ」

　テパが、にやにやしながらそうつぶやいた。

「今度は仲よくできるといいなあ。ゆずりのは、結局、喧けん嘩か別わかれになっちゃったからね？」

　ぎり、とゆずりが奥歯を嚙かみしめた。それでも彼女の手は止まることなく、スミレと玄城の戦せん闘とうをトレースしていた。

　戦闘は、ほとんど一方的に展開している。

　紅い『禍まが姫ひめ』は、テパの王冠やゆずりの『禍姫』の王剣と同じたぐいのものを、その指に嵌はめているようだった。紅い煌きらめきが指から放たれるたびに空間に皹ひびが走り、皹が砕け散ると同時に空間そのものが破砕される。その威力は、蓮も身をもって経けい験けん済ずみだった。

　しかし──当たらない。

「え、なにこれ？　シュロ、本当は見えてるんじゃないの？」

　テパの驚おどろきは、そのまま蓮れんの考えを代弁していた。

　玄げん城じようは、奇妙な構えをしている。足を大きく開いて腰を落とし、やや猫背になってスミレの動向を窺うかがっている。ユーモアと温かみに満ちていたはずの彼の瞳ひとみは、今ばかりは老いた狼おおかみのように、ぎらぎらとした光を放っていた。

『禍まが姫ひめ』が拳こぶしを握にぎり締しめ、放射状に広がる皹ひびが玄城に触れようとした途と端たん、彼は目にも留とまらぬ速度でそれをくぐり抜け、スミレに肉にく薄はくして──

「ッ！」

　ゆずりの黒い瞳が、揺れた。

　玄城は、ろくな手加減もせずに、その拳をスミレの胸に打ちつけていた。

　小さなスミレの身体からだが吹き飛び、地面を転がり、しばらくして止まる。玄城は再び足を大きく開き、腰を落として、そんなスミレを油断なく見据える。『禍姫』がなにかを叫びながら襲おそいかかってくるが、しかしその拳も玄城には当たらない。彼は『禍姫』の接近が見えているかのように、ステップを踏んで遠ざかっていく──

「……玄城さんは、戦せん闘とうの達人です」

　ぽそりと、ゆずりがつぶやいた。

「たとえ『禍姫』が目に見えなくても、自分に迫ってくる危険の気け配はいを感じ取って、それを回かい避ひすることくらい、なんでもないのでしょう」

「なにそれー、お反則さんじゃない？」

　なにが不満なのか、ぷっと頰ほおを膨ふくらませて、テパはモニターを覗のぞき込む。

「『見えない』ってところだけが、スミレが勝てそうなところなのにさー。それが通用しないんじゃ、あんな化け物みたいな人にスミレが勝てるわけないじゃん。じゃあなに、テパたちは出番ナシってこと？　ここで閉じこもってればいいっていうこと？」

　ゆずりは、それに答えようとして、ぴたりと口を閉じた。

　モニターの中。

　玄城の拳を喰くらって、再起不能に陥っていたはずのスミレが──立ち上がっていた。

「……スミレ」

　無む意い識しきのうちに、蓮はそうつぶやいていた。

　そうしなければ、胸中の苦しさが、今にも暴あばれ出してしまいそうだった。

　スミレは、ぼろぼろだった。顔は腫はれ上がり、鼻からは血を流し、胸に手を当てて苦しそうに咳せき込んでいる。そのうち、咳き込みが大きくなり──

　ごぼり、とスミレは胃液を吐き出した。

　中身のない吐と瀉しや物ぶつが、スミレのスニーカーを汚した。

　それでも、彼女の瞳ひとみから、力は消えていなかった。

『暴ぼう力りよく』は──消えることがなかった。

『────────────────』

　胃液にまみれた唇を大きく開いて、スミレがなにかを叫ぶ。マイクのない監かん視しカメラからの映像は無音だったが、それでも、地下30メートルにいる自分たちの耳にも届きそうなほど、その叫び声は絶望的な響ひびきを帯びているようだった。

　今まで自分を虐しいたげてきたすべてのものに、反逆するかのような。

　悲鳴とも、怒号とも、産うぶ声ごえともつかぬ、叫び。

　モニターを見守っていたテパが、紫の目を細めた。

「シュロの楽勝かと思ったけど、そう簡かん単たんにはいかないみたいだねえ──きひひっ」

　テパが笑った、まさにその瞬しゆん間かん──モニター内のスミレの背後に、真しん紅くの皹ひび模様が浮かんだタマゴが現れた。

『禍まが姫ひめ』が天から降ってきて、タマゴの上に器用に乗る。そのまま、『禍姫』はスミレと一緒に吼ほえる。なにかを迎え入れるかのように両腕を大きく広げ、両りよう拳こぶしを握にぎり締しめ、

「うわっ!?」

　蓮れんは、反射的に身を引いた。

　スミレたちを映していたモニターすべてに、紅あかい皹が走っていた。

　モニターが壊こわれたわけではない。監視カメラが写している空間、そのすべてが『禍姫』の紅い皹に飲み込まれてしまったのだ。蜘く蛛もの巣状に広がる紅い皹は、加速度的に密度を増していき──

　ずしん！

　ひときわ大きな重低音が、頭上から響いてきた。

　紅い皹を刻まれていたモニター群が、ひとつ残らずブラックアウトする。

「ゆずり。玄げん城じようさんは──」

「待ってください。無事なカメラを探します」

　冷静に答えるが、ゆずりの声はさすがに震ふるえていた。確たしかに、玄城は戦せん闘とうの達人なのだろう。素人しろうと目めにも明らかにそれがわかる。しかし、どんなに熟じゆく達たつした戦士でも──ミサイルの直ちよく撃げきを受けて、生きていられるはずがない。

　そのとき、着信音が室内に響き渡った。

『モニタールーム』の入り口に備え付けられている、内ない線せん電話だ。

　蓮が受話器を取ると、先ほどまでモニターの向こうにいた男の声が響いてきた。

『ゆずりか？』

　蓮は唾つばを飲み込んで、答えた。

「玄城さん、僕です。宵よい原はらです。ゆずりと一いつ緒しよの場所にいます」

『そうか、少年。みっともないところを見られちまったな。ご当主に知られたら、減給モンだ──』

　ずしん、という音。それが向こうにも聞こえたのか、玄げん城じようは軽口を中断して、緊きん迫ぱくした声で喋しやべりはじめた。

『悪いが、逃がした。しかもあのお嬢じようちゃん、『サロン』へのエレベーターシャフトをへし折りやがった！　どんな怪かい獣じゆうが憑ついてやがんだよ？　ほとんど反則じゃねえか！』

　エレベーターが潰つぶされた。ということは、この地下30メートルの『ベッドルーム』に、閉じ込められたということか──

『落ち着け。最初に説明を受けただろうが、『ベッドルーム』には四つの非常階段がある。ゆずりと一いつ緒しよに、そこから脱出しろ。それと──』

　少しだけ躊躇ためらうような間のあとに、玄城は押し殺した声で、言う。

『お嬢ちゃんの母親。黛まゆずみアキナは、連れて行くな。あいつを連れている限り──あのお嬢ちゃんは、どこまでもおまえらのことを追ってくるだろう』

　蓮れんは、目を見開き、それから奥歯を軋きしらせるような声で、

「……それは、見捨てろっていうことですか？」

　誰だれを、とは言わなかった。少なくとも蓮の頭に、スミレの母と称するあの女のことは、かけらほども浮かんではいなかった。

　実の母を殺そうとしているスミレに、背を向けること。

　それは──スミレ自身を見捨てることに、他ほかならなかった。

『……人には、それぞれ、守らなくちゃならないものがある』

　短い沈ちん黙もくのあとに、玄城は重々しく告げた。

『少年、おまえにとってのそれがなんなのか、俺おれは知らない。だがな、俺にとって守らなくちゃならないものってのは──黒くろ噤つぐみ合ね歓むと、黒噤ゆずりなんだよ。あいつらを守ることが、俺がここにいる意味なんだ。取り逃がした分際で、偉そうに言えることじゃないがね』

「スミレは──その中には、含まれないということですか」

『残念だが、そのとおりだ。あのお嬢ちゃんの生まれには同情するが、それはそれまでのことだ。ゆずりを危険に晒さらしてまで、手を差し伸べてやろうとは思わん』

　蓮は、受話器を手にしたまま、ゆずりを振り返った。

　生き真ま面じ目めな表情を青ざめさせて──それでもゆずりは、まっすぐに蓮を見つめている。

　その視し線せんを見返しながら、蓮は受話器の向こうに告げる。

「あなたの言葉を、伝えておきます。でも、どうするかは、ゆずり次第だと思います」

　はあ、とため息をつく音、

『……そう言うと思ったぜ。あーあ、またご当主に叱しかられるなあ……』

　それ以上は聞かず、蓮は受話器を置いた。

　すかさず、ゆずりが尋たずねてくる。

「玄げん城じようさんですか？」

　蓮れんは頷うなずき、玄城の言葉を伝えた。

「ああ。スミレがエレベーターを破は壊かいしたから、非常階段を使って逃げろと言われた。──黛まゆずみアキナを、ここに置いて」

　ゆずりはわずかに眉まゆを動かしたが、無表情を崩すことはなかった。

「それで、蓮くんは、どうするつもりですか？」

　蓮はむっつりとした顔のまま、ゆずりの肩に手を置いて、

「ゆずり、きみは非常階段から──」

　その手をつねり上げて、ゆずりはにっこりと微笑ほほえんだ。

　意い識しきしていたのかどうかわからないが、それは、彼女の姉にそっくりの微笑みだった。

「それで・蓮くんは・どうするんですか？」

「いたたたたた、ゆずり、痛い！　あと怖い！　その顔やめて！」
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　ゆずりは手を離はなして、ぱっと笑えみを消した。かすかに首をかしげて、こちらをじっと窺うかがってくる。その視し線せんに根負けして、蓮はため息と共に、自分の考えを口にした。

「僕は……スミレを見捨てることなんて、できない。あの女がどうなろうと知ったことではないけど、スミレが彼女を──自分の母親を殺そうとしているなら、そんなことを見過ごすわけにはいかない」

「黛まゆずみさんを、止めるんですね」

　蓮れんは頷うなずく。そうしながら、果てしなく嫌いやな予感に囚とらわれている。

　それを払ふつ拭しよくするために、あえて強い口く調ちようで言った。

「……ゆずり、きみまで付き合う必要はない。きみは黛アキナを連れて、非常階段から逃げるんだ。いいか、これはきみの主人である僕からの命令で──」

「イヤです」

　やっぱり。

「どうでもいいときは『私は蓮さまの奴ど隷れいです、どうぞご自由にご命令を』とか言うくせに……どうして大事なときに限って、言うことを聞いてくれないんだよ……!?」

　ゆずりは、ふふん、と勝ち誇るように鼻を鳴らし、

「だって、今の私はあなたの奴隷ではありませんもの。約束したじゃありませんか。二人ふたりきりのときは、昔のままでいてくれるって」

　蓮の手を握り、そしてゆずりは、華やかに笑った。

「今の私は、泣き虫で、ワガママで──蓮くんのことが大好きな、黒くろ噤つぐみゆずりですから。だから、あなたと離はなれ離ばなれになることなんて、考えられません」

　蓮は肩をすくめて、少し笑って──

　その手を、握り返した。

「それなら、一いつ緒しよに行こうか。ゆずり」




　　　　◆




　エレベーターの最下部に降りた瞬しゆん間かん、スミレはその場にへたり込んでしまった。

「オフクロ!?」

　ヴィアが慌てたような声をあげるが、スミレは片手でそれを制した。

　玄げん城じように打ち据えられた箇所は、うねるような痛みを訴えている。脂汗が目に入らないように、スミレは手の甲で額ひたいを拭ぬぐった。

　しかし、まだ、倒れるわけにはいかない。

　今まで自分を取り巻いてきた世界に、皹ひびを入れるまでは。

「……ヴィア。頼む」

　目の前の扉を指差したスミレに、ヴィアは力強く頷いて、

「ああ、任せておけ！」

　ヴィアは拳こぶしを握にぎり締しめる。その手に嵌はめられた指ゆび輪わ、殻の王印から真しん紅くの皹が広がっていく。びきびきびしりと、世界そのものがひび割れる音がして──

　エレベーターのドアが、ブチ破られた。

　純白の光が、暗い縦たて穴あなに射さし込んでくる。

　スミレは、まばゆげにその目を細めた。

　玄げん城じようの拳こぶしを撃うち込まれた胸が、腹が、手足が、ずきずきと痛んでいた。けれど、その痛みが神経に響ひびくたびに、ポンプで水を送り込むかのように力が湧わいてくる。

　あれだけ『暴ぼう力りよく』を恐れ、忌いみ嫌っていたはずなのに。

　今は──その『暴力』が、スミレに力を与えてくれるかのようだ。

　ゆっくりと、『サロン』に足を踏み入れる。黒くろ噤つぐみ学がく園えんに入学する前から、何十回となく訪れてきた、この白い部へ屋や。ここにやってくるのも、これが最後だろうか──と、スミレはぼんやりと思い、

「……蓮れん」

　受付に佇たたずむ、ひとりの少年の名を口にした。

　蓮は、じっとこちらを見つめていた。どうしようもない苦痛を抱えて、それを意思の力で押し殺しているような、そんな顔つきをしている。

　それを見て、スミレは微笑ほほえみそうになった。

　しかし、彼の傍かたわらにいる少女を目にして、その笑えみは凍りついた。

　黒噤ゆずり。

　こちらは完かん璧ぺきな無表情で、冷れい徹てつにスミレを見据えている。

「黒噤さんも。こんなところでデートかな？　どうやらボクはお邪じや魔まなようだから、さっさと退散することにしよう」

　おどけたように肩をすくめ、けれどもその胸の中には、刺し貫かれるような痛みが荒れ狂っていた。笑みを浮かべようとして、失敗して、スミレは一歩前に出る。

　暗い声で、彼女はつぶやく。

「でも、その前に、母かあさんがどこにいるか、教えてもらおうか」

　蓮は、ただ、左右にかぶりを振った。

　それを見て、ヴィアは獣けもののように笑う。

「今のうちに、答えておいたほうがいいぜェ。他ほかのクズと同じとはいえ、オフクロはおまえのこと、気に入ってるみたいだったからな。拷ごう問もんなんてしたくねェんだよ」

「おまえに答えることなんて、なにもない」

　それは、ヴィアに向けられた言葉だったが──

　ヴィアと一心同体になっているスミレにとっては、自身への言葉と同じだった。

　胸に荒れ狂う痛みが、一いつ瞬しゆんのうちに静まり返った。

　その代わりに訪れたのは、魂まで凍いてつくような喪失感だった。こんなものを味わうのならば、玄城の拳を百発ももらったほうがまだマシだと思えるほどの、虚うつろな感覚。

　スミレは乾いた声で言う。

「やれ」

　ヴィアが拳こぶしを握にぎり締しめると、殻の王印が煌きらめいた。

　瞬しゆん時じに、紅あかい皹ひびが蓮れんを取り囲む。蓮はなにかを言おうとしたが、それよりも先に皹が砕け割れ、蓮はそれをまともに食らって弾はじき飛ばされていた。

「黛まゆずみさん！」

　主人を傷つけられた怒りに、ゆずりが鋭するどく叫びながら肉にく薄はくしてきた。胸元に迫る肘ひじ打うちを、危ういところで回かい避ひする。自慢の足を使って背後にステップし、それからヴィアを従えて、黛スミレは黒くろ噤つぐみゆずりと対たい峙じする。

　スミレは、薄うすい笑えみを口元に貼はりつけた。

「ここにも、『暴ぼう力りよく』があるのか」

　ゆずりは、毅き然ぜんと背筋を伸ばしながら、静かにスミレのことを見つめている。

「『暴力』ではありません。『武力』です。見境のない力を、止めるための力です」

「……いいだろう。やってみろ。あの老人と同じように、それでボクを打ち据えてみせればいいさ。それで──ボクが、止まると思っているならな！」

　爛らんと燃もえる目を上げて、スミレは床を蹴けった。

「アーハァ、ハハハハハハハハァ！」

　スミレの背後、彼女の両肩に手を載せていたヴィアが、楽しそうな哄こう笑しようをあげる。スミレの肩から、飛び上がるとヴィアは両手を固め、ハンマーを振りかぶるように大きく胸をそらした。

　拳の周りの空間から、稲いな妻ずまのように紅い皹が伸びる。

　ゆずりは迅じん速そくに反応した。ジグザグを描きながら自分へと殺到する真しん紅くの皹を、紙一重で回避して、カウンター気味にスミレに接近し、その脇わき腹ばらに一いち撃げきを入れる。重苦しい痛みにスミレは顔を歪ゆがめ、それでも手を伸ばして、ゆずりの胸むなぐらを摑つかもうとする。

　しかし、その前に彼女はするりと逃げていた。直後、紅い皹が頭上からいくつも降ってきて、それまでゆずりがいた空間を埋め尽くした。

「ハッハァ！」

　笑い声と共に、ヴィアが拳を握り締めると──その手に嵌はめた殻の王印が、閃せん光こうのような紅い輝かがやきを放った。

　ガラスが割れるかのような破砕音と共に、またひとつ、世界が砕け落ちる。

「邪じや魔まを──」

　脇腹を押さえながら膝ひざを突き、スミレは首を伸ばす。

　怒りと激げき痛つうと恐怖と、なによりも『暴力』に満みち溢あふれた目を見開いて、

「邪魔を、するな!!」

　猛然と、ゆずりに向かって突っ込んでいった。

　ゆずりの拳こぶしに打ち据えられた脇わき腹ばらが、ずきずきとスミレを苛さいなんでいる。けれどもそれは、あのときほどの痛みではないように思えた。




　──スミレが四歳の頃ころ、何日も水しか口にさせてもらえなかったことがあった。食べ物は豊富にあったが、母がそれに手をつけることを許してくれなかった。空腹に耐えかねて、ついに冷蔵庫にあったハムをひと齧かじりしてしまった。それは、あっという間に母に露ろ見けんして、彼女は口汚くスミレを罵ののしりながら、彼女の脇腹を何度も蹴けりつけた。何度も、何度も、何度も、何度も何度も何度も何度も──！




「うあああああああああああああああああああああッ!!」

　絶叫が、スミレの口から迸ほとばしる。

　自分が泣いていることに、彼女は気づいていない。ただ、自らの周辺に吹き荒れる痛みと『暴ぼう力りよく』の嵐あらしに、全身を委ゆだねてしまおうとする。

「……ッ！」

　ゆずりの顔から、さっと血の気が引いた。

　彼女の周りを、紅あかい皹ひびが埋め尽くしていく。

「次は──逃がさねェぜ！」

　スミレの背後にいるヴィアが、両腕を広げ、拳を握にぎり締しめた。

　紅い皹が、『サロン』に燎りよう原げんの火のように広がっていく。

　ゆずりは慌てて身を引き、そこから逃れようとする。しかし真しん紅くの皹は、今までとは比べものにならないほどの速度・規模で伸びていく。その一端が、ゆずりの足に触れ──

　殻の王印が、激はげしく輝かがやいた。

『サロン』の半分ほどが、砕け散った。

　白い床が剝はがれてむき出しのコンクリート面を晒さらし、受付のデスクは木こっ端ぱ微み塵じんになって辺りに撒まき散らされる。

　そして、ゆずりは。

「……ぐっ……！」

　破は壊かい面めんから少し離はなれた場所で、倒れ込んでいた。

　足を、皹に吞のまれたらしい。学園指定の革靴が弾はじけ飛んで、白い素足が青黒く染まっているのが見えた。骨が折れているか、少なくとも捻ねん挫ざしていることは間違いないだろう。もはや満足に動くこともできそうにない。

　スミレがやったのだ。

　スミレの『暴力』が──ゆずりを、傷つけた。

　その事実に、スミレは顔を歪ゆがめる。

「……痛いか？　黒くろ噤つぐみさん」

　ねじくれたスミレの言葉に、それでもゆずりは屈しない。片足で器用に立ち上がり、相変わらず冷静な目で、スミレをひたと見つめる。激げき痛つうによる脂汗で額ひたいを濡ぬらしながら、その表情に苦痛の色はまったく見当たらない。

「いいえ」

　傲ごう然ぜんと言い放ったゆずりに、スミレは、肩を揺らして笑った。

「さすがだね。黒噤さん。黒噤ゆずりさん。きみはいつもそうだ。いつも、いつも、正しくて、強いんだ」

「…………」

「きみは強い。ボクなんか、比べものにならないほどに。痛みや『暴ぼう力りよく』には、決して屈服しないだろう。──だからね、黒噤さん」

　奥歯を嚙かみしめて、スミレは、血を吐くように叫んだ。

「だから、ボクは、きみのことが大ッ嫌いなんだよ！　昔からそうだった！　会ったときから、ずっと、ずうっと、きみのことが嫌いだったんだ！」

　ゆずりは眉まゆひとつ動かさず、スミレの泣きそうな顔を見つめている。

「きみの正しさや強さを見るたびに、ボクは、自分がどれだけ弱い人間なのかを、いやというほど思い知らされたんだ。その気持ちが、その惨みじめさが、きみにわかるか!?」

　ゆずりは目を伏せ、ただ、首を横に振った。

「私にわかっていることは──あなたがしようとしていることが、間違っているということだけです」

　スミレの口元に、引きつるような笑えみが浮かぶ。

「そんなことは、ボクにだって最初からわかっているさ。母親を殺すんだ。正しいはずがないだろう。──でもね、黒噤さん」

　背後のヴィアが、再び拳こぶしを握にぎり締しめる。逃げられないゆずりをあざ笑うように、びしびしと恐ろしげな音を立てながら、無数の皹ひびがゆずりの周囲を埋め尽くしていく。

「たとえ間違っていたとしても、ボクにはもう、そうするしかないんだ」

　ゆずりはそれに、答える言葉を持たなかった。

「──最後のチャンスだよ。母かあさんは、どこにいる？」

　皹が、ゆずりの身体からだに及んだ。それでもゆずりは逃げようとしない。

　彼女の答えなど、わかりきっていた。

　それでも、スミレは無む意い識しきのどこかで、願ねがっていた。

　言ってくれ、と。その信念を曲げてくれと。

　ボクにこれ以上、『暴力』を使わせないでくれと──

「教えることは、できません」

　そして、やはり、ゆずりの答えは決まっていた。

　スミレの悪夢が『暴ぼう力りよく』であるように──ゆずりの悪夢は、『正しさ』なのだ。そこから逃れることなど、彼女にできるはずがないのだった。

　ヴィアが、牙きばを剝むくようにして笑い、

「それじゃあ、教えたくなるまで、たっぷりオレの『暴力』を味わうといいぜェ」

　殻の王印を握にぎり締しめた。

　ゆずりは、反射的に身を引こうとした。

　空間が破裂する。耳障りな音を立てて紅あかくひび割れ、周囲を埋め尽くす無数の『暴力』がいっせいにゆずりに襲おそいかかる。傷ついた足による回かい避ひ行動は一いつ瞬しゆん遅く、胸を打ち据えられたゆずりの身体からだは、呆あつ気けなく吹き飛ばされて。

　地面に激げき突とつする、その寸前。

　ゆずりのことを、抱きとめる腕があった。

「……蓮れん」

　名を呼ばれた蓮は、深々とため息をついて、

「悪夢だ」

　そうとだけ、つぶやいた。




　　　　◆




　ゆずりとスミレが戦っているあいだ、蓮はずっと床に転がっていた。

　起き上がらなかったのは、全身を苛さいなむ痛みに耐えかねていたからでも、ヴィアを従えたスミレに恐れをなしたからでも、ない。

　テパが、傷ついた蓮の背中に腰を下ろして、その動きを封じていたからだ。

「……こんなときになんの真ま似ねだ？　どけ、テパ、おまえと遊んでる暇はないんだよ！」

「まあまあまあまあ、落ち着いてよおパパさん。焦りは禁物、急がば回れだよ」

　言いながら──テパは肘ひじを思いっきり蓮の頭頂部に打ち付けて、彼を沈ちん黙もくさせた。

　長なが椅い子すに寝そべる貴族のように、蓮のことを下した敷じきにしてくつろぎながら、テパは紫の目を細めて、状況を観かん察さつしている。

「まずは、ようく見ないとね。そうしないと、わかるものもわからないよ、パパ」

「なに──？」

　ヴィアが放った真しん紅くの皹ひびを、ゆずりはすり抜けるようして回避する。そのままスミレに肉にく薄はくし、その拳こぶしをスミレの脇わき腹ばらに打ちつけると、一瞬だけ彼女の動きが止まった。

　しかし、ヴィアの動きは一向に止まらない。掲げた両手の先から、怒れる神の嵐あらしのように、無数の皹ひびが放たれていく。先ほどよりも鋭するどく、強力になったその皹を、ゆずりは危ういところで回かい避ひした。

「ふふん。なるほどねえ」

　蓮れんの背に腰を下ろしたテパが、楽しげにつぶやいた。

「……なにが、なるほどなんだ？」

「今の見て気づかない？　スミレの──正せい確かくには、あの紅あかいマイシスターの力が、さっきよりもずうっと強くなっているって」

　言われて、蓮はもう一度、彼女たちに目を向けた。

　スミレの姿は──見ているこちらの胸が痛むほどに、ずたぼろだ。玄げん城じように痛めつけられて、命からがら逃げ出してきた先に、ゆずりがいたのだから。その心が折れてしまっても不ふ思し議ぎはないはずなのに。

　スミレも、彼女の後ろに侍はべるヴィアも──まるで、受けた痛みをそのまま力としているかのように、気迫に満みち溢あふれてゆずりのことをにらみつけている。

「うあああああああああああああああああああああッ!!」

　スミレが叫ぶ。自らを虐しいたげてきた世界すべてに、反逆するような叫び。普ふ段だんの飄ひよう々ひようとした彼女からは想像もつかない、迸ほとばしるような怒りの声を。

　紅い皹が蔦つたのように伸びて、ゆずりの足に絡みついた。ゆずりは瞬しゆん時じにそれを振ふり解ほどこうとしたが、一瞬遅い。革靴が弾はじけ飛び、ゆずりの足にダメージが及んだ。

　もう、逃げることもままならないだろう。

　しかし、彼の上に乗るテパは、ぺちん、と両手を打ち合わせた。

「ほうら、やっぱりテパの思ったとおり！　ゆずりに殴られた途と端たん、倍返しみたいにあの皹の数が増えたでしょ？」

　ごくりと唾つばを飲み込んで、蓮は、テパに尋たずねる。

「……スミレが『暴ぼう力りよく』を受けるたびに……スミレの『暴力』も、その強さを増していく、ということか？」

「考えてみれば、当たり前のことだよねえ」

　くすくすと笑いながら、テパは言う。

「『悪夢』っていうのは、なにも寝ているときだけにやってくるものじゃないもんね。スミレにとっては、今まさに、この状況こそが『悪夢』そのものだということじゃない？」

「…………」

「テパたち『禍まが姫ひめ』は、『悪夢』を食べて大きくなるんだもの。スミレの『悪夢』──『暴力』が、スミレを傷つければ傷つけるほど、マイシスターの力が強くなっていっても、なんにも不思議じゃないよね」

　蓮は沈ちん黙もくして、ぼろぼろになりながら、怒りと絶望を瞳ひとみに宿したスミレのことを見つめていた。

『悪夢』のただ中に放り出されて、じっと立ち尽くす彼女の姿は、まるで──

「どうすればいい」

　肘ひじで自らの身体からだを起き上がらせながら、蓮れんはそうつぶやいた。

　テパの答えは、あっさりしていた。

「決まってるじゃん。『暴ぼう力りよく』を与えるたびに、マイシスターの力が増えていくというのなら──それを減らすためには、どうすればいいと思う？」

　嫌いやな予感に、蓮はぐっと顔をしかめた。

　長い人差し指を、わざとらしく自分の顎あごに当てながら、テパは独り言のように、

「でもでも、困ったねえ。お困ったさんだよね。たぶん、あの『暴力』を──紅あかい皹ひびを受け止めつづければ、マイシスターの力は減っていくんだろうけれども、普通の人じゃそんなの、すぐに死んじゃうものねえ。ああ、困った困った──」

　そう言って、ちらりと蓮のことを見た。

『生きている蓮』という悪夢ゆえに、決して死ぬことのない、宵よい原はら蓮のことを。

　唇をぎゅっと引き結んで、蓮は忌いま々いましげにつぶやく。

「おまえさ。いくら死なないっていっても、死ぬような目に遭ったら、死ぬほど痛いってこと、わかってんのか？」

　テパはけたけたと笑い、

「わかるわけないじゃんそんなの。テパはパパの娘だけど、パパの痛みはテパには伝わらないもんね！　きひひひひっ」




　今の皹で吹き飛ばされたゆずりは、気を失っているようだった。脳しんとうでも起こしたのだろう。足を皹に吞のまれたこと以外には、目立った外傷は見当たらない。

　あるいはそれも、不幸中の幸いというべきかもしれない。今から起こるであろう光景を、ゆずりが目にしたら──一いち途ずに蓮を慕うゆずりは、心しん臓ぞう麻ま痺ひを起こしかねない。

　ゆずりをその場に横たえて、向き直った蓮に、スミレは苦々しげに言う。

「……いくら、きみでも、だめだよ」

「なにがだ？」

「ボクを、止めようと言うのだろう。でも、だめだ。ボクは母かあさんを殺す。今日きよう、この場所で、ボクを出来損ないと言ったあの女を殺して、この世界に皹を入れるんだ」

　蓮は、怪け訝げんな顔をした。

「なんのことだ？」

「え──」

「僕はただ、おまえが気に入らないから、おまえのことを殴ろうとしているだけだよ。止めるとか止めないとかじゃない。勘違いするな」

　傲ごう然ぜんと言い放って、蓮れんは歩んでいく。

　スミレの顔色が、絶望に沈んだ。

　胸が痛む。

　彼女から、できるだけ『暴ぼう力りよく』を引き出さなくてはならないとはいえ──スミレの『悪夢』を踏みにじることは、同じ『ベッドルーム』の人間として、やってはならないことだ。

　かすれた声で、スミレは言う。

「……そうか……きみもか……きみも、あいつらと、同じなのか……」

「あいつらというのが誰だれなのか知らないが、たぶんそうだ」

　スミレは唾つばを飲み込み──そして、顔を上げたときにはもう、その瞳ひとみには業ごう火かの怒りが燃もえ盛っていた。蓮のほうに人差し指を突き付け、悲鳴に近い声で叫ぶ。

「ヴィア!!　やれッ!!」

　唸うなるような笑い声を発しながら、ヴィアがスミレとまったく同じ動作で人差し指を蓮に向けた。殻の王印から紅あかい皹ひびが一いつ直ちよく線せんに伸び、銃弾のように蓮の肩を貫いた。

「…………ッ！」

　息が止まるほどの苦痛に、それでも蓮は顔色を変えず、まだ歩を進める。スミレまではあと何メートルあるだろう。15か、20か、走り込めば数秒だろうが、そうするわけにはいかない。

　それでは、なんにもならない。

　自分は──スミレの『暴力』を、受けきるためにここにいるのだから。

　歩みを止めない蓮に、スミレは歯を軋きしらせて、

「ボクに近づくな！」

　紅い皹が蓮の腹付近に生まれる。破裂と同時にボディブロウを受けたかのような衝しよう撃げきが広がり、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくのあと、蓮は胃液を吐き出しながらその場にのたうち回った。

　次の餌え食じきは左腕だった。紅い蜘く蛛もの巣に捕らえられて、枯れ枝のようにへし折られる。目の前が、ちかちかと瞬またたくほどの、いっそ死んでしまいたくなるほどの激げき痛つう。

　その視界に紅い皹が生まれる。そうと気づいた次の瞬間には、もうその皹は砕け割れていた。顔中に、微細なガラス片をすり込まれたかのような痛みが広がり、蓮は反射的に顔を押さえ、身体からだを丸めてしまった。

　巨人の手で絞られる、ボロぞうきんにでもなったような気分。

　いくら『死なない』とはいえ──即死するほどの傷でなければ、痛みはそのまま蓮に伝わるのだ。胃袋を破られても、左腕を折られても、顔面をすり下ろされても──人間は、それだけですぐに死にはしない。

　ただ、死ぬほど痛いだけ。

　自分のつま先と、ぽたぽたと落ちていく血の滴しずくと、それが染み込んでいく床が、見下ろした先に映り──

　そして、しゃがみ込んでこちらを見上げる、ヴィアの紅あかい瞳ひとみがあった。

　ヴィアは、笑っていなかった。半開きになった唇の隙すき間まから、一列に並ぶ白い歯が覗のぞいている。昆虫的な眼がん球きゆうが、血まみれになった蓮れんの顔を映し出していた。

　ぽつりと、

「おまえ──知ってるなァ」

　なにを、と問うことはできなかった。

　それよりも先に、殻の王印が、まばゆいほどに輝かがやきはじめていた。

「知ってる奴やつを、生かしておくことは、できねェなァ！」

　王印を嵌はめた手を、ぎりりと握にぎり締しめて。

　ヴィアはそれを、なんの躊ちゆう躇ちよもなく、蓮の胸元に叩たたきつけた。

　紅い皹ひびが、生まれると同時に破裂した。

　殻の王印の『直打』を受けて、蓮はひとたまりもなく宙を舞まった。

　くるくると錐きり揉もんで、血の轍わだちを残しながら、スライディング着地を果たす。

　即死だ。

「なーるほどねえ。あの皹は、ただのオマケだったみたいだね」

　死んだ蓮の頭上から、のんきな声が響ひびいた。

「ほんとにヤバいのは、マイシスターが嵌めている指ゆび輪わ、その『直打』ってことだねえ。さっすが、『暴ぼう力りよく』を司つかさどるだけはあって、ヒトが直接喰くらったらそんなふうになっちゃうんだ。おお、こわいこわい」

　答えられない。今の蓮は、ヒトの形をしている赤い染みに過ぎなかった。

　テパはその染みを見下ろして、きひひ、と笑う。

「パパも大変だね、そんなものをぜーんぶ受けきれないといけないんだから──でも、まあ仕方ないよね。スミレを救うためには、そうするしかないもんね」

「……うるさい」

　ようやく、それだけを言うことができた。

　蓮はぎしぎしと鳴る腕を使って、上体を起こした。

「それで、終わりか？」

　せいぜい強そうに聞こえる声で、蓮はスミレにそう尋たずねた。

　スミレは、死人を見るような顔をしていた。あるいは、それはなによりも正しいと言えるのかもしれない。蓮はとっくに死んでいるのだから、死人と表現してもなんの誤りもない。

「なら、今度は、僕の番だな」

　足を引きずるように、蓮は歩き出す。

　スミレは、血の気が失うせた唇を動かして、つぶやいた。

「……なんだよ、なんなんだよ、きみは……」

「なにって、宵よい原はら蓮れんだよ。名前も忘れたのか？　ひどい奴やつだな」

「違うッ！　なんで、そんなになってまで、ボクなんかに関かかわろうとするんだよ!?　もう、放っておいてくれよ！　きみには関係ないだろう!?」

　蓮は立ち止まった。

　血にまみれた顔を拭ぬぐい、青ざめて震ふるえるスミレを──『暴ぼう力りよく』を傍かたわらに従えて、今にも自分を殺そうとしている弱々しい少女のことを、じっと見据えた。

　言う。

「『暴力』を振るって、物事を解決しようとするなんて、最低のことだ」

「…………っ」

「他ほかでもない、おまえの台詞せりふだぜ。スミレ。まさか忘れたわけじゃないだろう」

　スミレは弱々しく喘あえいだ。

「僕も同感だ」

　短く言って、再びスミレに近づきはじめる。

「『暴力』は最低だし、『暴力』で他の人間を屈服させようとすることは、それ以上に最悪だ。まして『暴力』でもって人を殺そうとするなんて、決して許されることじゃない」

　そうして、蓮は、にやりと笑って見せた。

「そんなことをしようとしている奴がいたら──殴ってでも止めるのが、友達というものだろう」

　スミレは、鋭するどく息を吞のみ、

「……勝手なことを」

　スミレの背後に浮かんでいるヴィアが、呻うめくような声で言った。

「勝手なこと、ほざいてんじゃねェよ！　てめえになにがわかんだ!?　てめえが、オフクロになにをしてくれたってんだよ!?　あのクソ女に踏みにじられているときも、あのクズどもに汚されそうになっていたときにも──てめえは、オフクロの傍そばにさえいなかったじゃねェか！」

　スミレはおどおどと、蓮とヴィアを交互に見た。迷い子のような表情が、今この瞬しゆん間かんはいっそう哀れに見えた。

「命令してくれ、オフクロ！　こいつを殺せと！　あんたは、そう誓ったはずだろう!?　この世界に──オフクロを足あし蹴げにしたこの世界に、皹ひびを入れてやるんだってよォ！」

　スミレは、恐慌を来きたしたように叫んだ。

「か、彼を──ボクに、近づけるな！」

　瞬間、殻の王印が、蓮の顔面にめり込んだ。

　頰ほお骨ぼねが残らず砕け散り、頭ず蓋がい骨こつが陥没して脳の大半がぐちゃりと潰つぶれた。頸けい骨こつはおかしな方向にねじ曲がり、再び宙を舞まった蓮の首から下は、まだ繫つながっていることが不ふ思し議ぎなほどだった。

　再び死んだ。

　そして、再び立ち上がる。

　空中を舞まっているあいだに、すでに『修復』は始まり、着地した瞬しゆん間かんには元通りになっていた。まさしく悪夢だ。どれだけの苦く悶もんを、激げき痛つうを与えられても、『生きている蓮れん』という悪夢は瞬時にそれを修復してしまう。あまりの痛みに意い識しきが飛びそうになるが、それもまた許されることではない。

　ここで気を失ってしまったら、スミレを救うことなど、できるはずがないから。

「──だから」

　ごぼごぼと、血泡を喉のどに絡ませながら、蓮はつぶやいた。

「だから、今、傍そばに行こうとしているんだ。スミレの、傍に」

「なにを……！」

「おまえこそ、邪じや魔まを、するんじゃない」

　足を引きずるようにして、蓮は歩き出した。

「おまえは『暴ぼう力りよく』だろう。スミレが、なによりも忌いみ嫌う『暴力』だ」

　ヴィアの表情に、怒りとは別の感情が滲にじんだ。

　紅あかい瞳ひとみには、煌こう々こうとした敵意が輝かがやいている。それは、かつて名もなき『禍まが姫ひめ』が蓮を見据えたときと同じ視し線せんだった。他ほかの何者をも怖れはしない『禍姫』が──しかし、自分の存在意義うまれたいみを否定されることだけを怖れている。

　ヴィアは、唸うなるように反はん論ろんする。

「それが──なんだってんだ。オレの性質は『暴力』だが、オフクロを傷つけるものじゃねェ。オフクロを、守るためのモンだ！」

「それなら」

　ヴィアの言葉を遮さえぎって、蓮はまっすぐにスミレの顔を指差し、言った。

「それなら、どうして、スミレは泣いているんだ？」

　弾はじかれたように、ヴィアはスミレを振り返った。

　スミレは、立ち尽くしている。

　目をぎゅっと閉じて、唇を嚙かみしめて、小さな肩を震ふるわせながら。

　自らの『暴力』が傷つけた蓮の姿を、怖れるようにうつむきながら──

　それは確たしかに、行き場をなくして泣なき濡ぬれる、子供のような姿だった。

　その姿が、蓮にとっては、なによりも痛い。

　蓮はそういう性しよう分ぶんなのだった。あるいは、現実化した『悪夢』たる彼の根本に刻まれた性質というべきだろうか。どのように痛めつけられても構わない。殴られても蹴けられても裂かれても刻まれても焼かれても潰つぶされても構わない。

　ただ、女の子が途方に暮れて泣いていることだけが、耐えられない。

　だから、蓮れんは足を前に進ませる。

　紅あかい皹ひびが再び広がり、彼の全身を打ち据えても、その歩みは止まることがない。

　片方だけになった目をしっかりと開いて、ヴィアをにらみつける。

「スミレは、自分を傷つける『暴ぼう力りよく』が嫌いなんじゃない。自分でも、他ほかの誰だれかでも、人を傷つける『暴力』のことを、嫌っている」

「……そうかい。なら、話すことはなにもねェな」

　冷たい礫つぶてのような声が、ヴィアの唇から漏れた。

　三みつ編あみに束たばねた紅い髪が、ざわりと揺れる。真しん紅くの怒りに突き動かされて、ヴィアは両りよう拳こぶしを握にぎり締しめた。ぴしぴしと、先ほどとは比べものにならない密度の皹が彼女の周辺に生まれはじめる。

　あんなものを喰くらえば、蓮の肉体など形も残らないに違いない。

　それでも蓮は、歩みを止めない。

　彼の足を止めたのは、全身に伸びてくる紅い皹ではなく。

　泣き声に似た、スミレの懇こん願がんだった。

「……もう、やめてくれ。蓮」

　うつむきながら、スミレは、そうつぶやいた。

「お願ねがいだから、ボクのことなんて、放って置いてくれ。ボクにそんな価値はない。きみが、そんなふうに血まみれになってまで、手を差し伸べる価値なんて──ないんだ」

　蓮は立ち止まり、まじまじとスミレを見つめながら、言う。

「自分に価値がないなんて、言うなって言っただろ」

「黙だまれッ！」

　激げつ昂こうして、スミレは叫んだ。

　その怒りを注がれたかのように、皹が一斉に破裂する。意図したものか、あるいはただの幸運か、皹は蓮の身体からだを打ち据えることなく、ただ彼の血に濡ぬれた頰ほおを一筋だけ裂いただけだった。

　暴風のように荒れ狂う『暴力』の中で、蓮は何事もなかったかのように立ち尽くし、スミレは身体を丸めて両手で顔を覆おおう。覆った指の隙すき間まから、涙がぽろぽろとこぼれてくる。

「……黙れ、黙ってくれ、蓮。……だめなんだ、ボクは、やっぱり、出来損ないだ！　母かあさんは正しかったんだ、あの人には、ボクのことがわかっていたんだ。だから……誰の目にもわかるように……ボクの背中に、あんなことを……！」

　子供がいやいやをするように、スミレは首を振った。

「ボクは弱い──弱い人間なんだよ。だから、あんなに嫌って、あんなに憎んでいたはずの『暴力』にまで、手を染めてしまった。最低だ。最低の、人間に、なってしまった」

「オフクロ」

　ヴィアが、苦しそうな声で、なにかを言おうとした。失敗した。『暴ぼう力りよく』を司つかさどる『禍まが姫ひめ』には、真の意味で人を思いやる機き能のうなど、備わっているはずがないのだ。

「……きみも、愛想が尽きただろ？　あの女の娘に相応ふさわしい──ボクは、醜みにくくて、卑ひ怯きようで、最低なんだ。最低の、弱い人間なんだ！　だから、蓮れん、お願ねがいだから──」

「弱くて、なにがいけないんだ」

　蓮は、静かな声でスミレを圧した。

　両手で顔を覆おおっていたスミレの身体からだが、びくりと震ふるえる。

　蓮は再び歩きはじめる。その表情は、怒り心頭に満ちている。実際、蓮は怒っていた。自分で自分のことを貶おとしめているスミレに対して、怒っていたのだ。

「きみが弱いなら誰だれが強いんだ？　ゆずりか？　あのな、スミレ、きみは知らないかもしれないけど、ゆずりくらいの弱虫はそうそういないんだぞ」

「え──」

「今は違うように見えるが、昔はそりゃひどいもんだった。『泣き虫ゆずり』なんて呼ばれていてね、お弁当のニンジンが食べられなくて、それを合ね歓むに叱しかられただけで涙ぐんでしまうほどだったんだ。呆あきれるだろ？」

　唐突に始まった暴ばく露ろ話ばなしに、スミレは振り払うように首を振って、蓮をにらみつけた。

「昔の、話だろう。今は違う」

「だからだよ、スミレ。だから──」

　蓮は口を噤つぐみ、迷うような素振りのあと、静かな口く調ちようで続けた。

「ゆずりでさえ、そうだったんだ。きみがそうならないと、誰に言えるんだ？」

　スミレは、目を大きく見開いて、蓮のことを見上げた。

　ゆっくりと、身体を引きずるようにしてスミレに近づきながら、蓮は言う。

「確たしかにきみは弱い人間なのだろう。ずるいところも、あるのかもしれない。でも──少なくともきみは、強くあろうとしてきたじゃないか。母親から虐ぎやく待たいを受けて、ひどいことをされつづけて、それでもきみは、そのひどいことを他ほかの人にしようとは、決してしなかった。自分を傷つけた『暴力』で、他の誰かが傷つくことを、なによりも嫌っていたんだ」

「…………」

「弱い自分を、卑ひ怯きような自分を嫌いになるのはいい。だからこそ、きみはそこから抜け出そうと、懸けん命めいに足あ搔がきつづけてきたんじゃないのか」

　寒さに震ふるえる蓮に、ジャージを貸してくれた。

　痛みに苦しむ蓮を気き遣づかって、ずっとその腰を撫なでていてくれた。

　その他にも、スミレは数多くの優やさしさを、蓮に示してくれた。あるいはそれは彼女の企たくらみに過ぎず、あるいはそれは後ろめたさの裏返しに過ぎなかったのかもしれないが──

　それでも。

「強くあろうと、優やさしくあろうとすることは──ただ強いだけよりも、ただ優しいだけよりも、ずっと気高いことだと、僕は思う」

　そして。

　蓮れんは、ついに、スミレの肩に触れた。

　スミレの表情が、弱気に染まる。おずおずと揺れる瞳ひとみが蓮のことを見上げる。彼女の背後で、ヴィアが嚙かみ殺したいとでもいうような表情を浮かべていたが──しかし、今のヴィアには、なにもできないようだった。この距きよ離りではスミレも巻き込まれるからか、あるいは、スミレ自身がヴィアの行動を抑制しているのかもしれない。

　どちらでもいい。

　蓮はしなければいけないことをするだけだ。

「きみが、どれだけ自分が最低だと思い込んでも、いい。そんなことは僕が全部否定してやる。スミレ、いいか、スミレ、僕が怒っているのはな──」

　そして蓮は、目の前で震ふるえる弱々しい女の子に、ありったけの怒号を叩たたきつけた。




「おまえが、自分のことを、出来損ないと言ったからだ！　信じられないというのなら何度でも言ってやる！　黛まゆずみスミレは、僕の大好きな、大切な友達なんだ!!　彼女のことを二度と出来損ないだなんて言ってみろ──本気でぶん殴ってやるからな!!」




　びりびりと、鼓膜を震わせる怒ど鳴なり声ごえに、スミレはぽかんとした表情を浮かべ──

　それから、涙に濡ぬれた頰ほおに、かすかな笑えみを浮かべた。

「……それは、最低な『暴ぼう力りよく』じゃないのかい？」

「違うね。友情の鉄てつ槌ついだ」

　そう言うと──スミレは、かすかに、微笑ほほえんでみせた。

　涙を流しながら笑うその姿は、いつもの、元通りの、黛スミレのように見えた。

　気が抜けて、蓮も笑う。その涙を、学生服の袖そでで拭ぬぐってやろうとして、

『サロン』の扉が開き、

　そこから、黛アキナが顔を覗のぞかせるのが見えた。




　　　　◆




　誰だれよりも先にヴィアが反応した。

「……………………………………ッ!!」

　歯を軋きしらせて、ヴィアは宙を搔かく。凄すさまじい勢いで、ドアからぽかんとした間ま抜ぬけ面づらを覗かせている中年女性に突進していく。その指に輝かがやく殻の王印が、自らを産み出した元凶を殺さつ戮りくすることのできる喜びにぎらぎらと輝いている。

　そして、ヴィアから一いつ瞬しゆんだけ遅れて──スミレが反応していた。

　どうしてそうしたのかは、わからない。

　ただ、気がつけば、スミレはヴィアを追いかけるようにして、走り出していた。

「母かあさん!!」

　絶叫が、喉のどから漏れたように思う。それも定かではなかった。スミレの意い識しきの半分以上は、一秒でも半はん瞬しゆんでも早く、母を救うことにあったからだ。

　風を切って、スミレは疾走する。

　県内最速の足をもって、黛まゆずみアキナを助けようとする。

　そうしながら、スミレは心の片隅で、ちょっとした皮肉を考えていた。

　スミレが短たん距きよ離り走そうを練習して、陸上部でないにもかかわらず県内最速の実力を得たのは、母のおかげであることを思い出したのだ。

　施設に引き取られた幼いスミレは、いつ母が現れても、すぐに逃げ出すことができるように足を鍛きたえつづけた。恐ろしい母から逃げるため、憎むべき『暴ぼう力りよく』から逃げつづけるために、スミレは、走って、走って、走りつづけた。

　その自分が。

　今、その俊しゆん足そくをもって、憎むべき母を助けようとしている。

　これが、皮肉でなくてなんだろう──

「……スミレ？」

　ぽかんとした声で、アキナがそう言った、次の瞬間。

「アァァァァァァァァァァァァァアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　悪夢のような速度で宙を駆けながら、ヴィアが咆ほう吼こうする。空間を渡る真しん紅くの皹ひびが、貪どん欲よくなまでの勢いでアキナに殺到する。アキナにそれは見えていない。ただ呆ぼう然ぜんとしながら、彼女は自分に向かって駆けてくる娘のことを見つめ、

「きひひっ」

　背後から、聞こえたそんな笑い声を、スミレは振り返ることもしなかった。

　振り返っていれば──いつの間にかヴィアの後ろに忍び寄っていたテパが、殻の王冠をヴィアの頭にすっぽりかぶせて、その視界を奪っているという奇妙な光景を目にできただろう。

「アネキ！　てめェ──」

「もー、だめだなあ、マイシスター。おだめだめさんだなあ。ちょっと油断しすぎたんじゃないの？　もちろんテパは邪じや魔まするよ？　あなたの存在意義うまれたいみをなくしちゃうためなら、どんなことだってするもんね」

　きひひ、とテパは笑い、

「だってえ──マイシスターはとってもおいしいって、こないだ、わかっちゃったんだもんね！」

　ヴィアはうなり声をあげてテパのことを振り払う。テパはそれには逆らわず、柳のように皹ひびから逃れる。それで十分だった。それだけで──

　スミレは床を蹴けり、母の胸に、頭から飛び込んでいった。

「ひっ!?」

　悲鳴をあげる母のことを、床の上に押し倒す。スミレの短髪の端をかすめるようにして、真しん紅くの皹が空間を薙なぎ払い──

　砕け散った。

『サロン』の壁かべに、大型トラックが行き交えそうなほどの大穴が開いた。

　突如として崩ほう壊かいした壁に、アキナは目を白黒とさせている。

　けれど、スミレはそれを見ていなかった。スミレはただ、倒れ伏した母の腹、まくれ上がった服の下にあった、むき出しのお腹なかを見つめていた。

　バツ印。

　タバコによる焼き印ではない──ぎざぎざの、鋸のこぎりのような刃物で刻みつけたと思おぼしき、醜みにくい傷跡。

　いつの間にか、スミレの呼吸は止まっていた。

　脳のう髄ずいの裏側から、ざわりと音を立てて、蘇よみがえるものがあった。




　──いつかの風景。おそらくは真冬の日。ささいなことで外に放り出され、凍死の寸前にまで締しめ出されたときと、そう時は離はなれていないかもしれない。

　記き憶おくの中で、母は泣いていた。すすり泣き、スミレのことを抱きしめていた。スミレにはなにがなんだかわからなかった。母が感情を表すときは、いつも怒りだと決まっていたから。この家で誰だれかが泣くときは──いつも自分だと決まっていたから。

　けれど、そのときは、母が泣いていた。

　スミレは呆ぼう然ぜんとしていた。そうするしかなかった。

　母は、スミレの髪を優やさしく撫なでながら、彼女に謝あやまっていた。

　──ごめん。ごめんね。あなたに、こんな──

　突き飛ばされ、テーブルの角にぶつけたばかりの後頭部には、乾いた血がべっとりと張りついて、自分でも気持ちが悪いほどだった。

　その傷を、愛いとおしそうに撫でながら、母は泣いていた。

　──こんな、ことだけは、しないって、そう誓っていたのに。あいつのところから離れて、ずっとそうしようと、決めていたのに──

　母の身体からだは震ふるえていた。まるで、自分のすぐうしろに『あいつ』がいるとでも言うように。『あいつ』が誰だれなのかはわからないが──それが、母を苦しめているのだということは、すぐにわかった。

　それでも、スミレはなにもできなかった。

　自分が出来損ないだからだ。

　そのときは、そう思った。

　けれども本当は違っていた。泣いている人を、苦しんでいる人を前に、どうすればいいのか、誰にも教えられたことがなかったからだ。

　──こんなお母かあさんで、ごめんね。出来損ないのお母さんで、本当に──

　母はスミレの髪を撫なでつづける。

　恐らくは、それが。

　黛まゆずみアキナが黛スミレに教えてくれた、ただひとつのことだった。

　だから、スミレもすぐに、それをアキナにしてあげた。

　小さな手をいっぱいに伸ばして、自分の髪を撫でる母の髪を、撫でてあげる。

　懸けん命めいに背伸びをするようにして、脂気のない髪を撫でる娘に、アキナは泣き笑いのような声を漏らした。潤うるんだ鼻声には、今まで聞いたことがないほど優やさしい色が満ちていた。

　──くすぐったいわよ、スミレ──

　くすくすと、笑う母に釣られるように、幼いスミレも微笑ほほえむ。

　母のことが大好きだった。愛していた。自分のことを殴りつける母親はイヤだけれど、ときどきはこんなふうに、優しくしてくれることがあるのだ。そういうときの母は、本当に優しくて、温かくて、良い匂においがして──

　幸せだった。

　そのときは、そのときだけは、黛親子は間違いなく、幸せだったのだ。




「そういうときも、あったんだ」

　母の腹に刻まれた、バツ印を見下ろしながら、スミレは独り言のようにつぶやいた。

　母は、わけが分からないという顔をしている。

　それでよかった。今さらわけが分かってもらっても困る。

　かつてどんな温かな抱ほう擁ようをしてくれたとしても──彼女がスミレを足あし蹴げにし、その背中に憎々しげにタバコを押しつけたことは、紛れもない事実なのだから。

　それに、スミレは独り言を口にしていたわけではなかった。

　背後に迫る──真しん紅くの娘に、言っていたのだ。

「オフクロォ……」

　ヴィアの声は、苦しげだった。どこかで聞き覚えのある声だ──と思いかけて、すぐに思い当たった。

　幼い頃ころの、自分の声だ。

　親に捨てられる、子供の声。

　スミレは、きつく目を閉じた。そうして、ゆっくりと立ち上がる。

「ずっと、不ふ思し議ぎに思っていた。どうしてボクの悪夢は、ボク自身を傷つけないのか、っていうことを」

『禍まが卵たまご』が現実化した悪夢は、『タマゴ持ち』の周辺に吹き荒れる。けれど、『暴ぼう力りよく』であるはずのスミレの悪夢が、スミレ自身を傷つけることはなかった。そういうものなのか、と思って過去の文献を調しらべてみても、そんな事実は見当たらなかった。『禍卵』は無差別である。親である『タマゴ持ち』本人をも、深く傷つけた事例がいくつもあった。

　なぜ、ボクの周りにあるものばかりが『暴力』に晒さらされ、もっとも怖れているはずのボク自身は、『暴力』を受けなかったのか。

　たった今、わかった。

　ボクが本当に怖れていたのは、『暴力』を受けることじゃない。

　いつか──あの優やさしかった母が、ボクに対して『暴力』を振るったように。




　ボク自身が、『暴力』そのものになってしまうことを、怖れていたんだ。




「な、なァ。オフクロ。あんた、言ってくれたよな？　オレのことを、優しい子だ、って。オレと一いつ緒しよに世界を壊こわしてくれるって、そう約束してくれたよな」

　ヴィアの笑え顔がおは、媚こびるようなものだった。万人に『暴力』を撒まき散らし、傲ごう然ぜんとして悔いることのない『禍まが姫ひめ』が──

　ただひとり、スミレに拒絶されることだけを、怖れている。

　あるいは、娘とはそういうものなのかもしれない。スミレがアキナのことを、憎んで、憎んで、憎みつづけて、けれども結局殺すことはできなかったように。

　だから、それを口にするのには、途方もない勇気を必要とした。

「……ごめん」

　まっすぐにヴィアを見つめながら、スミレはそう言った。

　ヴィアは泣きそうな顔をした。

「オレを──捨てるのか？」

「…………」

「ウソ、だろ？　ウソなんだよな？　あいつに、あの野郎に騙だまされてるだけだよな？　あんたは──オレの母親だ。オレの、大好きな人なんだ」

「……ボクは」

　スミレの言葉を怖れるように、ヴィアは大声を出して、それを遮さえぎった。

「なあ、頼むよ。お願ねがいだから、そこをどいてくれよ。オレに、その女をひねり潰つぶさせてくれよ！　ずっと見てきたんだ！　ずっと、ずっと、ずっと、ずっと！　あんたの悪夢の中で、そいつがあんたになにをしてきたか！　そいつをぐちゃぐちゃにブチ殺すことだけを夢見て、あの暗いタマゴの中にいたっていうのに──！」

　ヴィアは両手をスミレの肩に置いて、懇こん願がんする。

　けれど、スミレはその手を振り払うように、両腕を広げた。

「ボクは、もう、『暴ぼう力りよく』で人を傷つけるようなことはしない」

　ヴィアの顔を見て、スミレは泣きそうになった。

　ぐっと唇を嚙かんで、それを押し殺して、スミレは、言った。




「もう──きみの力は、ボクには、必要ないんだ」




　その瞬しゆん間かん。

　ヴィアが指に嵌はめていた殻の王印が、粉々に砕け散った。

「あ……」

　吐息のような声をあげて、ヴィアは、自らの指を見る。

『サロン』の白い光を受けて、無数の紅あかい結晶が、きらきらと宙に舞まう。ヴィアが振るう『暴力』のような、目を刺すほどの強烈な輝かがやきを放っていた王印は、そのときばかりは儚はかなげに、存在意義を失った『禍まが姫ひめ』の周囲を彩っていた。

「……オフク──」

　呆ぼう然ぜんと、言おうとして、言えなかった。

　なぜならば、それよりも先に、殻の王剣が、ヴィアの背中から胸を貫いていたからだ。

　背後から、ヴィアのことを刺し通した少女が、不敵な笑い声をあげる。

「きひひっ。いる意味が、なくなっちゃったんだね、ヴィア」

「アネ、キ……」

「本当は、このまま食べちゃってもよかったんだけどね。『暴力』を制するのは、やっぱり『正義』じゃなくちゃあウソだよね」

　テパが王剣を引き抜くと、ヴィアは糸が切れたように、その場に膝ひざを突いた。テパはにやにやと笑いながら、殻の王剣をタマゴの中に差し入れて、代わりに、殻の王冠をそこから取り出した。

　ぐいんと広がった王冠を見て、スミレが緊きん迫ぱくした声をあげる。

「テパさん……！」

「ん？　なあに、スミレ？　もしかして、テパを止めるつもりなの？」

　心底から不ふ思し議ぎそうに、テパは言う。

「それってつまり、もう一度ヴィアのことを受け入れるっていうこと？　それならそれで別にいいけど──ってことは、つまり、やっぱりお母かあさんをころころしちゃうっていうことだよね？　その覚悟があるなら、どうぞ、そう言ってみてよ」

　その言葉に、スミレは、唇を嚙かんだ。

　テパのことを、止めようとはしない。ただスミレは、泣きそうな目で、自分が見捨てたヴィアのことをじっと見つめただけだった。

　ヴィアはその視し線せんを、ゆったりと見返した。彼女は一いち言ごん半はん句くも、自らを見捨てた母親を詰なじるような言葉は吐かなかった。だたヴィアは、ぽつりと、

「……元気でな、オフクロ」

　そう言って、かすかに笑い。

　テパが広げた殻の王冠に、飲み込まれていった。




　　　　◆




　テパがタマゴの中に手を突っ込み、殻の王剣を取り出して、自分に背を向けているヴィアの身体からだを刺し貫く一部始終を、蓮れんはただ呆ぼう然ぜんと眺めていた。

　言葉を失う。

　殻の王剣。かつてゆずりの『禍まが卵たまご』から産まれ、名前を与えられることもなくテパに敗れて消え去った『正義』の少女。金に煌きらめくその瞳ひとみと、機き械かいのような笑い声が、不意に蓮の脳裏に蘇よみがえった。

　それから、蓮はゆずりのことを見た。

　いつの間にか、ゆずりは起き上がって、その光景を見つめていた。

　ゆずりの表情には、どうという変化も現れていない。例の、透明な無表情を浮かべながらテパの姿を見つめているばかりで、なにを言おうとしているわけでもない。

　ただ──泣きぼくろの上の黒い瞳が、激はげしく揺れているのを、蓮は見て取った。

「……あれは、……どうして」

　殻の王剣は、彼女の娘の、形見なのだ。

　それを──どうして、テパが持っているのか。

　蓮はテパへと近づいていった。テパはちょうど、ヴィアを飲み込んだ殻の王冠を頭に載せて、満足そうにお腹なかをさすっているところだった。

　蓮に気づいて、テパは無邪気に笑う。

「あ、パパ！　どう、見てた？　テパの大だい活かつ躍やく！」

「……あの剣は……」

「ん？　ああ、あれは、マイシスターの王剣だねえ。まあ、今はテパのものだけど」

「なんで、おまえが持っているんだ」

　乾いた蓮れんの声に、テパはきょとんとして首をかしげた。本当に不ふ思し議ぎそうな顔だった。どうして昼は明るいのか、と聞かれたときのような表情。

「だって、あの子はテパが食べたんだよ？　食べたものが、テパの身につくのは当たり前じゃない」

　蓮は黙だまり込んだ。

　もはや『禍まが姫ひめ』に関する事象を、科学的に飲み込もうとする努力は放棄している。テパがそう言うのならそうなのかもしれないし、あるいはテパがそう受け止めているだけで、真実は別の地平の彼方かなたにあるのかもしれない。それは、蓮にはどうやっても理解することのできない地平であるに違いなかった。

　だから蓮は、深々とため息をついた。殻の王冠が載った金髪に、ぽん、と手を置いて、

「……よくやったよ、テパ」

　テパは嬉うれしそうに笑った。

　──それから、蓮はテパの背後へと目を遣やる。

　そこに立ち尽くしているスミレは、蓮のことを見ていなかった。彼女が見下ろしているのは、床に這はいつくばる自らの母親、黛まゆずみアキナだった。

「──な、」

　やがて、アキナの顔に不快そうな表情が現れた。

「なんなのよ、これ、わけわかんない。昔っからそうだったけど、ほんと、この学園にはロクなことが起きないのね！」

　苛いら立だたしげにつぶやいて、アキナは立ち上がろうとしたが、腰が抜けてうまくいかない。短く舌打ちをした母に──スミレが、手を差し伸べた。

「…………」

　アキナは礼も言わない。不ふ機き嫌げんに黙り込んだまま、その手を握って、立ち上がった。

　スミレが、無感情な声で言う。

「母かあさん。エレベーターは壊こわれて使えなくなってしまった。ここから出るには、非常階段を使うしかない。今から案内するから、そこを使って、出て行ってくれ」

　アキナの顔に、ヒステリックな怒りが表れた。引きつるように笑いながら、彼女はスミレの髪を引っ張り、

「──なに？　あんた、今、なんて言ったの？　実の親に対して──『出て行け』ですって？　あんた、いつから──」

　スミレは。

　その手を、振り払った。

「なっ……」

「思い出したんだ」

　目を見開いて、驚おどろきを露あらわにしたアキナに、スミレは低い声でつぶやく。

「思い出した。昔、あなたがボクを抱きしめて泣いていたことを。自分は『あいつ』のようにはならないと誓ったのにと、幼いボクに泣きながら謝あやまっていたことを、思い出した」

　アキナの顔色が蒼そう白はくになった。

「『あいつ』というのが──誰だれなのか、ボクは知らない。知りたくもない。でも、たぶん、あなたがボクの背中にしたのと同じことを、『あいつ』はあなたにしたんだろう」

「────」

「あなたは、どうしてボクのことを、出来損ないだと思うんだ？」

　淡々とした、スミレの口く調ちように──アキナは、はじめて怯おびえの色を表した。

　顔をうつむかせる。その目が、きょときょとと忙せわしなく泳いでいる。居い丈たけ高だかに娘を虐しいたげていたときの勢いは、すでにもうどこにもない。

　そこにいるのは、ただの、ひとりの、弱々しい中年女性に過ぎなかった。

「……あたしが」

　やがて、アキナは、ぽつりとつぶやいた。

「あたしが、出来損ないだからよ。出来損ないの娘は、出来損ないに決まってるでしょ」

「違う」

　きっぱりと、スミレはその言葉を否定した。

　驚きと共に顔を上げたアキナのことを、スミレは正面から見返して、

「ボクは、出来損ないなんかじゃない。なぜなら──ボクのことを、そうではないと言ってくれる人がいるからだ。そういう人がひとりでもいるのなら、ボクは、胸を張って自分のことを、価値のある人間だと言うことができる」

　蓮れんは、少し照れたように頰ほおを搔かいた。そんな彼のことを、わずかに笑えみを含んだ目で見てから、スミレは母に向かって手を差し伸べた。

「母かあさん。あなたがボクにしたことを、すぐに許すことなんて、できないけど」

　抜け殻のように、その場にしゃがみ込んでいるアキナの手を、スミレは摑つかむ。そうして、彼女のことを引き立たせながら、ぽつりと言葉を落とす。

「それでも、あなたは、ボクの大切な母親なんだ。そのことが、ようやくわかった。だから──自分のことを、出来損ないだなんて、言わないでくれ」
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　アキナはなにも答えなかった。

　ただ、娘に手を引かれるまま立ち上がり、歩きはじめただけだ。

　スミレは蓮を見て、それから、少し笑った。

「蓮。ボクは母さんを出口まで連れて行くよ」

「え。あ、ああ、うん」

「……ありがとう。きみがいてくれなかったら……」

　最後まで言うことを怖れるように、スミレは口を噤つぐんだ。そうして、彼女は蓮れんに頭を下げて、母と一いつ緒しよに『サロン』から出て行った。

「……蓮くん。大丈夫、ですか？」

　切なげな声に振り返れば、いつの間にか、すぐ隣となりにゆずりが立っていた。

　泣きそうな顔をしている。黒い瞳ひとみを潤うるませて、傷だらけになった蓮のことを、じっと覗のぞき込んでいた。

　蓮は、強しいて笑って、頷うなずいた。

「ああ。僕には、少しも問題ないよ」

　それから、二人ふたりは同時に、スミレが出て行ったドアを見た。

　ゆずりが、ぽつりとつぶやく。

「私は、『禍まが姫ひめ』に──自分の悪夢に打ち勝つことは、できませんでした。あの子に対して、怯おびえて逃げまどうだけで、相あい対たいして向き合うことなんてできなかった」

　そう言って、彼女は視し線せんを自分の手のひらに転じた。

　手の中には金きん色いろ格子模様のタマゴがある。

　気のせいか、それは以前見たときよりも、少しだけ大きくなっているようだった。

「……でも、黛まゆずみさんは、自分の悪夢に向き合って──それを、克服したのですね」

　タマゴを握にぎり締しめ、その目をゆっくりと閉じて、ゆずりは心から賞しよう賛さんするように、

「あの人は、私なんかよりも、ずっとずっと、強い人ですよ」

　蓮れんはちょっと笑って、ゆずりの肩に、手を置いた。
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　黒くろ噤つぐみ合ね歓むは、にこにこしていた。

　旅装である。

　大きな麦わら帽子に真っ白なワンピース、桜さくら色いろのサンダルを履はいて、片手で巨大なスーツケースを引いている。いつも余裕に満ち、いつも愛らしいその顔には、しかしじっとりと疲労の色が滲にじんでいるようだった。当たり前である。米べい国こくはシリコンバレーで『禍まが姫ひめ』孵ふ化かの報を聞いた彼女は、取るものもとりあえず大急ぎで帰国してきたのだから。

　黒くろ噤つぐみ学がく園えん、旧校舎。

　めちゃくちゃにぶち壊こわされたエレベーターの前に、三人はいる。

　三人とは、すなわち黒噤合歓、玄げん城じよう棕しゆ櫚ろ、そしてなぜか宵よい原はら蓮れんである。

「それで──」

　合歓がそう言うと、玄城と蓮の肩まゆがびくりと震ふるえた。

「被害総そう額がくは？」

　玄城が、白い顎あご鬚ひげをぽりぽりと搔かいた。ちなみに今は午前六時、彼が『執事』に戻るまで、まだ一時間ほどの間がある。

「んー、詳しく計算はしてないが、まあ、二千万ってとこか。なにしろエレベーターをまるまる取り替えなくちゃいけないわけだからな。しかも秘密裏に、従って保険も利かない」

「…………」

　合歓の笑えみが深くなった。

「ちょうど、わたしが取ってきた仕事の純利が、それくらいみたいなんだよね」

「おお、そうか。ならよかったじゃねえか、プラマイゼロだ」

「ううん、そうじゃなくてね、わたしは、わたしの苦労がフイになっちゃったんだなあ、ってことを言いたいんだけど」

「黒噤の当主が、吝しわいことを言いなさんな。ほら、確たしかに物は壊こわれたが、誰だれも死ななかったんだから別にいいじゃねえか」

　つらつらと述べる玄城の長身を、合歓はじっと見上げて、

「ゆずりの話によれば──玄城さん、暴ぼう走そうした『禍姫』を、取り逃がしたんだって？」

「…………」

「役立たずだね」

　すっぱりと斬きり捨てて、合歓は蓮のほうに目を向けた。それきり玄城には、視し線せんひとつ寄よ越こさない。玄城の反応は、ただ「あちゃー」と言うように、目を閉じただけだった。

　さすがである。

「それで、蓮くん？」

「は、はいっ!!」

「やだなあ、どうしてそんなに緊きん張ちようしてるの？　ただ事情を聞こうと思って呼んだだけなのに」

　にこにことした合ね歓むを見て、冷たい恐怖が背筋を通り抜ける。ごくりと唾つばを飲み込んだ蓮れんに、合歓はわずかに顔を傾けて、

「これも、ゆずりから聞いた話だけど──黛さんの『禍姫』が暴走して彼女を殺そうとしたから、あなたのテパさんでそれを食い止めた、ということでいいのね？」

　蓮は、ゆっくりと頷うなずいた。

　ふうん、と、合歓は鼻を鳴らし、

「そっか。──どういう事情があったのかは、おいおい黛さんに聞くとして──また、蓮くんに助けられたね。どうもありがとう。『ベッドルーム』の代表者として、お礼を言います」

　そう。

　黒くろ噤つぐみ合歓は、『ベッドルーム』の代表なのだ。

　そんな彼女に、スミレが自分の意思で母親を殺そうとして、あまつさえそれを止めようとした蓮やゆずりにまで牙きばを剝むいたと教えれば、どうなるか。

　軽くても、『ベッドルーム』から除名。悪ければ黒噤の力をもって、この陽ひの守かみという土地から追放されてしまうかもしれない、とゆずりは言った。

　だから、蓮はゆずりと共きよう謀ぼうして、事実をねじ曲げることにしたのだ。

　ゆずりを納得させるのは骨が折れるかと思ったが、意外にも彼女はあっさりと頷いてくれた。

　噓うそをつくことは本意ではないが、不幸になるばかりの真実を追い求めることが『正しい』ことだとは思えない、と、彼女は言っていた。

「それで？」

「え？」

　不意に問いかけられて、蓮は目をぱちくりさせて、合歓のことを見た。

　彼女からは、なぜか、笑えみが消えている。探るような目つきでじろじろとこちらを眺め回しながら、合歓は言う。

「黛まゆずみさんと、寝るの？」

　ぎくっとしたが、すぐにそれが自分の務めであることを思い出した。小さく頷き、

「ええ。──その、『禍まが姫ひめ』が暴ぼう走そうしたばかりのことですから。しばらくは、僕が彼女と一緒に寝て、夢を安定させないといけないと思います」

「………………」

　なぜか、合歓は黙だまり込んだ。

　黒噤合歓の沈ちん黙もくというものは、それだけで物理的圧力を有している。合歓がいつも笑っているのは、笑わなくなったときの恐怖を相手に与えるためだということを、蓮はかたくなに信じていた。

　むっつりと唇をとがらせながら、合歓はぽつりと、

「……わたしとは？」

「え？」

「わたしとは──いつ、寝てくれるの？」

　蓮れんは、合ね歓むの考えを推おし量はかるために、じっと彼女の顔を見つめた。

　その視し線せんが、合歓には堪こたえたらしい。ちかちかと顔を紅あかくしながら、手を振って、

「いい。なんでもない。忘れて」

「──あ、もしかして、『共有スケジュール』のことですか？　だったら──」

「なんでもないってば！　忘れなさい!!」

　直立不動になった蓮に、合歓は「こほん」と咳せき払ばらいをする。照れ隠しのように後ろを向いて、

「とにかく、黛まゆずみさんと寝るときは、くれぐれも間違いのないようにして下さい。このあいだの、ゆずりのときにも言いましたが──『ベッドルーム』では、不純異性交遊が禁止されています。それを破ったとき、わたしは自分を抑えられる自信がありません」

「想像しただけで鳥肌が立つな」

「役立たずの玄げん城じようさんは黙だまってて。──ああ、そうそう、蓮くん」

「え？」

「黛まゆずみさんに会うのなら、これを渡しておいてくれるかな」

　そう言って、合歓は長方形の冊子のようなものを蓮に手渡した。見たところ、銀行の預金通帳のようだ。その表面に記されている名前は──

「……スミレの、預金通帳？」

「正せい確かくには、名義だけ黛さんのものにした、黛アキナさんの預金通帳ね」

　蓮は驚おどろきのあまり、呼吸を止めてしまった。

「──え、で、でも、どうして──？」

　合歓は目を細めた。その口元には、なんとも言えない笑えみが浮かんでいる。憐あわれむような、嘲あざけるような──それでいて、どこか羨うらやむような、そんな微笑ほほえみ。

「さあ？　わたしに訊きかれてもわかんないよ。ただわたしは、『青せい年ねん会かい』の人たちが、黛アキナさんから預かったものを、そのまま蓮くんに渡しただけなんだから」

　ナイフの先で、ぴっと通帳を示して、合歓は淡々と告げる。

「あの人は、今まで何度も黛さんからお金をせびり取っていたらしいけど──どうも、そのお金を、一度も使ってなかったみたいなんだよね。それがどうしてなのかは、わたしにはわからない。まさか、娘のためっていうことはないと思うけどね」

　通帳を見つめながら、蓮はアキナの姿を思い返していた。

　怒り、嘲り、醜みにくく歪ゆがみながら、最後には抜け殻のようになってしまった、黛アキナ。

「スミレのことを、苦しめたかっただけなんじゃねえかって、俺おれは思うがね」

　不意にそうつぶやいたのは、玄城だった。

　少年と少女の視し線せんを受けて、彼は軽く肩をすくめる。

「そうすりゃ、苦しめているあいだは、娘に自分のことを見てもらえるからな。金が欲しかったわけじゃない。だから、使わないでおいたんだろう」

　その言葉に、蓮れんも合ね歓むも、なにも答えることができなかった。




　　　　◆




　放ほう課か後ご、蓮はスミレの寝室を訪れていた。

　相変わらず、アラビアンな造りの部へ屋やである。あちこちから薄うす紫むらさきのヴェールが垂れ下がり、部屋中がクッションで溢あふれている。寝室に相応ふさわしく、照明はかなり抑えられていて、反対側の壁かべを見通すことができないくらいの薄うす闇やみに満ちている。ペルシャ風の赤い絨じゆう毯たんに、足を取られるようにして進んでいくと──

　ヴェールの奥から、スミレの声がした。

「蓮。いらっしゃい」

　蓮は、思わず立ち止まった。

　いつものスミレと比べて別人のような、しっとりと湿った声だったからだ。

　まるで──久しぶりに会う恋人を、迎えるかのような声。

　スミレは、クッションベッドの上に、ちょこんと膝ひざを崩して座っている。

　薄闇の中で、鳶とび色いろの瞳ひとみだけが、きらきらと不ふ可か思し議ぎな光を帯びて、蓮を見据えていた。

「こっちに、来て」

　自分の傍かたわらを叩たたいたスミレに、蓮は糸で引かれるようにして近づいていく。

　テパが、耳元でぽそりと囁ささやいた。

「気をつけてね、パパ。えっちなことしたら死刑だかんね」

「……わかってる」

　苦々しい声でそう返して、スミレの隣となりに座った、その瞬しゆん間かん。

　スミレが抱きついてきた。

「っ!?」

　思わず硬直する。スミレは構わなかった。蓮の胸板に、頰ほおをこすりつけるようにして、きゅっと彼の身体からだを抱きしめている。

「ありがとう」

　しばらくそうしてから、不意にスミレは、そう言った。

「それに……ごめんなさい。ボクは、きみに、ひどいことをしてしまった。あんな──あんなことを、死ぬようなことを、してしまったんだ」

　声が、涙を帯びている。にわかに蓮の動どう悸きが速くなり、脂汗が額ひたいに滲にじんだ。あるいはそこには、冷や汗も混じっていたかもしれない。今のこの状況が不純異性交遊ではないと言い張ることは、蓮れんにはできそうになかった。

「……き、気にするなよ。そんなこと」

　ひずんだ声で、蓮はようやくそれだけを絞り出した。

「するよ。するさ。だって、きみは」

　スミレは顔を上げる。涙に潤うるんだ鳶とび色いろの瞳ひとみは、一いち途ずに蓮のことを見上げている。

「きみは、ヴィアの『暴ぼう力りよく』を、全部その身に受け止めて──それでも、ボクのことを、諦あきらめないでいてくれたんだ」

「…………」

「ヴィアの『暴力』は、今までボクが受けてきた『暴力』のすべてだったんだよ。殴られて、蹴けられて、刺されて、焼かれて──ボクを、屈服させてしまった。ボクを醜みにくく歪ゆがめてしまった。あんなものに抗あらがえる人間なんているはずがないって、そう諦めていたんだ」

　でも──と、スミレは、そっと唇をほころばせた。

「きみは、違った」

　泣きながら、そっと微笑ほほえむスミレは。

「ボクの『暴力』に打ち据えられて、ぼろぼろになりながら──それでも、手を差し伸べてくれるきみがいたから、ボクは救われたんだ」

　雨に濡ぬれる菫スミレのように、美しかった。

　しかし、蓮は、その賞しよう賛さんをそのまま受け止めるわけにはいかなかった。

「……違うんだ。僕が、そうできたのは、」

　言おうとした。

　自分はすでに死んでいると、だからあんな無む茶ちやができたのだと。もしもこんな体質でなければ、命を賭かけてまでスミレのことを救おうとしたかどうか、蓮にもわからなかった。

　しかし、スミレは自らの人差し指を、蓮の唇に当てた。

「いい。聞かない」

　目を瞬しばたたかせる蓮に、スミレはゆっくりと、首を振った。

「いいんだ。聞こうとは、思わないよ。きみにどういう事情があったのだとしても、きみがボクのことを助けてくれたのは、事実なんだから」

「……そうか」

　小さく息を吐いて、蓮は無む意い識しきのうちに、スミレの髪を撫なでていた。

「ありがとう、スミレ」

「……あの、蓮」

「うん？　──あ、ご、ごめん」

　自分が彼女の髪に触れていたことに気づいて、蓮は慌ててそれを止めた。そういえば、いつだったかスミレの髪を触ろうとしたとき、彼女が拒否反応を示していたことを思い出した。本人の意図に反して触れるのは、フェチシストとしてあるまじき行為である──もっとも、すでに何度も言っているように、蓮れんは別に髪フェチというわけではないが。

　しかし、スミレは蓮の手を摑つかんで、自らの髪に触れさせて、

「やめないで」

　自分の胸に顔を埋めるスミレの耳が、真まっ赤かに染まっていた。

「つづけて……」

　そう言われたから、蓮は続けた。

　上質な綿毛のような、ふわりとしたスミレの髪を、慈いつくしむように撫なでているうちに──ふと、蓮は思い出した。懐ふところから取り出す。

　スミレの母から預かった、銀行通帳。

「スミレ。これ」

　不ふ思し議ぎそうに、スミレは蓮のことを見上げた。自らの名前が記された通帳を見て、目を瞬しばたたかせる。その表情は、蓮が経緯いきさつを説明するうちに──凍りつき、ゆるやかに解ほぐれ、そうして彼女は、顔を伏せた。

「……今さら、こんなことされたって、どんな顔すればいいのか、わからないよ」

　本心からの言葉は、かすかに震ふるえていた。再び蓮の胸に顔を埋め、

「でも──思い出した。ほんの少しだけど、昔のことを」

　涙の温ぬくもりが、胸元に広がっていくのを感じる。ごくりと唾つばを飲み込んで、自分の動どう悸きを抑えながら、蓮はただスミレの髪を撫でつづけることしかできない。

「母かあさんが、ボクの髪を、優やさしくなでてくれたことを。母さんは、ボクにひどいことをしたけれど──ひどいことばかりをしたわけじゃ、なかった」

「…………」

「たぶん、だけれど。母さんも、ボクと同じように、親からひどいことをされていたんだと思う。そうして、自分に子供ができたのなら、決して親にされたようなことはしないと、そう誓っていたんだと思う。でも──」

　その誓いは、果たされなかった。

　親から愛されることのなかった子供は、自らの子供を愛することができない。愛する方法を知らないからだ。その方法を、唯一教えてくれるはずの親から、教えてもらえなかったからだ。愛するということは本能ではない。長い時間と、深い思いやりをもって、ゆっくりと育はぐくまれるものなのだ。

　虐ぎやく待たいの連れん鎖さ。

　黛まゆずみアキナも被害者だったのだ、などとくだらないことを言うつもりはない。彼女はかつての被害者で、そして、今は加害者に成り果ててしまった。スミレを愛そうとして、結局は自らの親と同じ行為に手を染めてしまった。

　それでも──

「それでも、あのときの母かあさんは、優やさしかったんだ……！」

　ねじくれたその声が、きっと、スミレが母のことを最後まで殺しきることのできなかった、その理由なのだろう。

　蓮れんはなにも言えなかった。愛する家族を持つ彼が、家族に愛されなかったスミレにかけられる言葉など、あろうはずがない。

　だから蓮は、ただ黙だまって、スミレの髪を撫なでつづけた。

　ひそやかな嗚お咽えつが、薄うす闇やみの中に響ひびく。蓮は苦痛を覚えたが、スミレの苦痛を考えれば、そんなものはなんでもないと思い直した。

　やがて──

　スミレは、まだ涙が混じる声で、小さく言った。

「ボクも……いつかは、母さんのように、なってしまうのかな」

　蓮は即座に答えた。

「そんなことにはならない」

「どうして？」

　甘えるような声だった。きらきらと輝かがやく目が、真下から蓮を見つめている。

「きみは優しい女の子だからだ。きっと、いいお母さんになる。僕が保証してやる」

　スミレの顔が、ぱっと紅あかくなった。

「……それは……蓮が、ボクを、お母さんにしてくれるっていう意味かな……」

「え？」

「な、なんでもないっ」

　ふるふると首を振って、スミレは蓮から目をそらした。

「それに、よく考えたら──蓮は、黒くろ噤つぐみさんと付き合っているのだものね」

　その声は、どこか切なげに響いた。

　そんな事実はどこにも存在しなかったが、蓮はなにも言うことができなかった。

　こちらを見つめるスミレの上気した顔が、蓮の言葉を封じていた。

「……でも、でもね、蓮。もしも、きみさえよければ」

　ずい、と顔を近づけてくる。ぽーっと潤うるんだ瞳ひとみには、言いようのない迫力がある。

「ボクは、二番でもいいんだよ」

　なにが。

「一番になりたいとか、他ほかの子を見ないでほしいとか──そんな面めん倒どうなことは、絶対に言わないから。だから、どうか、どうか、ボクを、傍そばに置いてくれないかな」

　蓮は瞬まばたきをした。

　スミレの言っていることの意味が、いまいち理解できない。

　ただ、スミレは顔を真まっ赤かにしながら、じりじりと蓮れんの答えを待っている。待たれても困る。なにしろどう答えればいいのかわからない。ただ、うかつな答えは死を招くという確たしかな予感だけがある。

「っていうかさ」

　そのとき、不意にテパが話に割り込んできた。

「別にパパ、ゆずりと付き合ってるわけじゃないんだよね？　こないだ、お風ふ呂ろでそんなこと言ってたもんね──きひひっ」

　なんとなく、もっと悪い立場に追い込まれているような気がした。

　気のせいでは、なかった。

　テパの言葉を聞いた途と端たん、スミレは小さく息を吞のんだ。次に蓮を見たときに、彼女の瞳ひとみには、獲え物ものを見定めた豹ひようのような光が宿っていた。

「……そうか。じゃあ、蓮は今、誰だれとも付き合っていないんだね」

「え。あー。ま、まあ、そうなるのかな──」

　そう、言った瞬しゆん間かん。

　スミレが動いた。

　陸上で鍛きたえた彼女のバネは、恐るべきスピードを発揮した。素早すばやく間合いに踏み込むと、スミレは蓮の背中に右手を回し、左手で逃げられないように蓮の後頭部を固定して、

　ちゅっ。

　と、自らの唇を、蓮の唇に触れさせた。

「……………………………………………………………………」

「じゃあ──ボクが、こういうことをしても、なんの問題もないんだね──」

　とろけるように笑いながら、スミレはそう言って、クッションベッドに潜もぐり込んだ。

「今日きようは、キスだけで我慢するけど」

　くすくすと笑う声が、薄うす闇やみに響ひびく。

「毎週水すい曜よう日びは、ボクの曜日だ。そのときが来るたびに……覚悟してね、蓮」

　蓮は、なにも答えられないまま硬直していた。

　そうしながら、思い出していた。

『ベッドルーム』には、『モニタールーム』と呼ばれる、黒くろ噤つぐみ合ね歓むの目となり耳となる場所が存在しているということを。そこは人権を無視した隠かくし撮どりのパラダイスであり、学園内に起こるありとあらゆる出来事を記き録ろくしていると。

　そして、それは恐らく『ベッドルーム』各個室にも配備されており──女の子とキスすることは間違いなく不純異性交遊に当たるということを、思い出していた。

　悪夢だ。

　やわらかな唇の感触に、どきどきと鳴る鼓動を抑えようとしながら、蓮れんはそうつぶやくしかなかった。





おわり









　あとがき




　昔読んだ時代小説の中に、忘れられないエピソードがあります。

　池いけ波なみ正しよう太た郎ろう著『鬼おに平へい犯はん科か帳ちよう』シリーズの第二十巻、『高たか萩はぎの捨すて五ご郎ろう』という短たん編ぺんに出てくるエピソードで、表題に出てくる高萩の捨五郎は盗賊なのですが、ある日、侍さむらいに無ぶ礼れい討うちされそうになっていた子供を助け、そのため足に傷を負ってしまいます。

　駆けつけた長は谷せ川がわ平へい蔵ぞうに助けられ、一命を取り留めた捨五郎は、彼の勇敢な行いを褒ほめる友人の彦ひこ十じゆうに対して、こう答えます。




「なあに、物のはずみさ。あのときの私は、ちょうどうまく、元気が出たのだよ。人間にはね、彦十どん。日によって、元気なときと臆おく病びようなときがあるのだ。あのとき、私が臆病なときだったら、見ぬふりをして何ど処こかへ行ってしまったろうよ」




　これは、特に作中でクローズアップされている台詞せりふではありません。しかし、不ふ思し議ぎと僕の心に強く残りました。人間は日によって元気なときと臆病なときがある──というのは、つまり言い換えれば、日によって強くも弱くもなるものだと、解釈したからです。

　人生は困こん難なんの連続ですが、人は困難にうまく対応できなかったとき、「自分が弱いからだ」と自信をなくしてしまいます。そうなってしまうと、次の困難に出くわしたときに「どうせ自分は弱いのだから」とへこたれてしまい、再び困難に屈してしまう、という悪あく循じゆん環かんに陥おちいりかねません。

　けれど、高萩の捨五郎の言げんを信じるのならば──長く続く人生の中で、強いとき、弱いときが訪れるだけであるのならば、この世には『強い人』なんてどこにもおらず、ただときどきに訪れる困難に対して、歯を食いしばり足を踏ん張って『強くあろう』とする人がいるだけなのだと思います。

　今作のヒロインである黛まゆずみスミレは、自分のことを弱い人間だと考えています。その理由は作中で明かされるので、ここでは述べませんが──ただひとつ、『強い人』がいないのであれば、『弱い人』だっているはずがないのです。




　それでは、そろそろ頁ページも埋まりましたので、お開きにしたいと思います。

　この本を手に取って頂き、ありがとうございました。それではまた、次のお話でお会いしましょう。ごきげんよう、さようなら。





鈴すず木き 鈴すず
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鈴すず木き 鈴すず

ニュージーランド産の著者は、

一年を通して美しい大自然の中で放牧され、

美味しい牧草だけを食べてすくすく育ちました。どうぞ安心してお召し上がりください。
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イラスト／しゅがすく

しゅがすくです。

今回はスミレちゃんメインのお話ですよ。

テパちゃんみたいな禍姫が欲しいですよねえ。

そしたら頑張って毎晩すけべな夢を見るのに。

そもそも毎晩テパちゃんと一緒ってだけで、

タマリマセンね。
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鈴すず木き 鈴すず
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